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　電話が鳴っていた。

　それも、ボックスタイプの公衆電話が鳴っていた。




　すべてが真っ白に染(そ)まった世界で、宮(みや)田(た)真(しん)吾(ご)は一つ息を吐(つ)き、全力で逃げ出した。

　しかし、いきなり電話ボックスの扉(とびら)が開き、受話器のコードが伸びてきて、真吾を追いかけてくる。

「ぎゃああああああああああ！」

　悲鳴を上げて逃げるが、生き物のように宙を蠢(うごめ)きながら迫(せま)るコードに全身を絡(から)め取(と)られてしまった。

　身動きがとれなくなった真吾の耳元に、受話器があてがわれる。

「ハロー？　元気ぃ？」

　相変わらずの能天気な女の声が、受話器から聞こえてきた。神様とか名乗るこの女は、いつもこんな調子だ。

「どうしたの？　こんなに早く出るなんて珍(めずら)しいじゃない」

「この状況を見て、よくそんなことが言えるな」

「えー？　これは電話だよぉ？　そっちの状況なんてわかるわけないじゃん」

　噓(うそ)つくな。

「とりあえず、コードをどうにかしてくれよ」

「逃げない？」

「逃がしてくれないだろ」

　返事はなかったが、コードがスルスルほどけていく。

　真吾は自分の手で受話器を持って、耳に押し当てた。

「で、なに？　また世界を救えっていうんだろ？　わかったよ」

「あれ？　意外に素直？」

「どうせ逃げられないなら、開き直るしかないだろ。ところで、なにか世界の危機に関する情報はないのか？」

「別に。情報を与えても与えなくても、あんまり変わらないし、どうせすぐにわかることだから」

　いつも思うのだが、この神様は本気で世界を救いたいのだろうか。

　世界を救えと神様から最初に言われてから、もうすぐ半年になろうとしている。その間、何度も世界を救ってきた真吾たちだが、まともな情報を与えられたことは一度もないのだ。

　情報を出(だ)し惜(お)しみしているというより、なにも知らせないことで、世界の危機に直面したときの真吾たちの反応を見て楽しむつもりか、本当になにも知らないかのどちらかではないかと踏(ふ)んでいるのだが、その両方であるような気がしてしかたがない。

「というわけで、今回もよろしくね」

「はいよ。あ、最後に一つだけ。今回の危機も、女の子絡みか？」

　これまでの危機は、いずれも女の子が絡んでいたのだ。それも、比較的真吾に近い場所か、真吾と関わりのある女の子たちばかりが、だ。

　これくらいなら答えてくれるだろうと思ったが、神様の返事は真吾の予想の少し斜(なな)め上を行った。

「まあ、女の子絡みといえばそうだし、違うという意味では違うかな？」

　なんだ、それは。

「大丈夫、すぐわかるから」

「それは、大丈夫とは言わないような……」

「気にしない、気にしない」

　ものすごく気になるのだが。

　いくら突っ込んでも、神様にはぐらかされるだけとわかっているので、真吾はそれ以上、深く追及はしなかった。そう、イヤでもどうせ、すぐにわかることなのだ。

「じゃあ、よろしくねぇん」

　電話はほとんど一方的に切れた。

　真吾は受話器を置いて、電話ボックスの中で思(し)案(あん)する。

　いつもながらに神様の対応には腹が立つが、世界が滅(ほろ)んで困るのは真吾たちである。だから、世界を救うことに、異(い)論(ろん)はない。ここまでくれば、イヤだと言って逃げることもしない。

　ただ……。

　いくつかの謎(なぞ)と、大きな疑(ぎ)惑(わく)が、真吾の胸(きよう)中(ちゆう)には渦(うず)巻(ま)いていた。

　かすかに見えている真実には、きな臭くて不(ふ)穏(おん)な空気がまとわりついている。

　今度の危機を乗り越えるとき、いったいどのような真実が見えてくるのか。

　真吾は決意を新たにする。

　どんな事実が待ち受けていようと、どんな辛(つら)い現実が迫ろうとも、真吾は前だけを見つめていこうと心に決めていた。

　後ろを振り向いたり、逃げたりしている暇(ひま)はない。

　世界を救う。

　真吾がやるべきことは、ただそれだけなのだから。
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　夏頃から目立つようになった頻(ひん)発(ぱつ)地(じ)震(しん)は、現在も続いている。日に日に回数を増し、テレビや新聞で専門家が連日のように持(じ)論(ろん)を展開し、富士山の火山活動と合わせて、一般市民の不安を煽(あお)るようなことを口にしている。

　しかし、地震が起ころうが火山が活動を始めようが、直接的な被害を被(こうむ)るまでは、仕事も学校も休んではいられないのが社会というものである。

　それは真吾の住む県(あがた)町(ちよう)においても例外ではない。真吾の両親は朝になれば仕事に出かけるし、真吾も学校へ行かなくてはならない。そうして登校した学校では、いつものように、定刻通りにホームルームが始まり、授業が行われ、そして放課後になれば生徒たちは下校するか、部活に励(はげ)むのだ。

「よう、真吾。やっときたか」

　教室に入ると、親友の楢(なら)川(かわ)大(だい)輝(き)が声をかけてきた。どうやらこれもいつも通りに、秘密の話があるようだ。

「とりあえず、これを見ろ」

　教室の隅(すみ)に連れて行かれ、周囲をはばかるように懐(ふところ)から取り出したのは一枚の写真だった。それを見て真吾は絶(ぜつ)句(く)した。

「こ、これは……！」

　そこには一人の少女が写し出されていた。

　新(にい)山(やま)沙(さ)也(や)香(か)。真吾の初恋の少女である。

　小中学校のクラスメイトで、現在は超のつく名門女子校、聖(せい)泉(せん)女(じよ)学(がく)院(いん)に通っているらしい。

　黒く艶(つや)やかな長い黒髪、パッチリとした瞳(ひとみ)、スッキリ通った鼻(び)梁(りよう)、ふっくらとした唇(くちびる)、細くしなやかな手足に、一点の曇(くも)りもない白い肌(はだ)。性格は穏(おん)和(わ)で誰(だれ)にでも優しく、勉強もできてスポーツも万能。話題も豊富で、彼女のまわりには常に笑顔が絶えない、そんな、世の男共の理想をすべてかき集めて具(ぐ)現(げん)化(か)したような少女は、当然のように学校のアイドルだったし、これまた当然のように、多くの男子が恋心を抱き、そして失恋の悲しみに涙を呑(の)んできた。

　真吾は中学を卒業してから一度も姿を見かけたことはないが、写真の中の彼女はますます美(び)貌(ぼう)に磨(みが)きがかかっているように見えた。

　単純に可愛(かわい)くなったというだけではない。どこか凜(り)々(り)しさも感じさせる意志の強そうな瞳と、まっすぐに結ばれた口元が、彼女の一種の神(こう)々(ごう)しさに拍(はく)車(しや)をかけている。大輝の説明によると、学校内ではアイドル以上に神格化されて、毎朝彼女を出迎えるために、全校生徒が校門前に整列して待ちかまえているのだという。

　神格化されると、それを敬(うやま)う熱心な信者が現れる。信者たちは沙也香の動向だけでなく、周囲に対しても敏(びん)感(かん)になり、彼女へ接触しようとする男を撃(げき)退(たい)して回っているという。

　そんな信者に囲まれているため、写真の撮影さえままならないらしい。その勘(かん)ともいうべき警(けい)戒(かい)心(しん)は尋(じん)常(じよう)ではなく、大輝でさえも、この写真を撮(と)るのに一カ月以上を要したというのだ。

　写真の中の沙也香は登校中なのだろうか。鞄(かばん)を片手に髪をなびかせ、颯(さつ)爽(そう)とした様子で歩いている。直(じか)に動いているところを見たわけでもないのに、隙(すき)のない身のこなしが思い浮かぶようだった。

「そう、隙がないんだ」

　大輝が珍しく、苦々しげに眉(み)間(けん)にしわをよせる。

「この一枚の写真を撮るのにも一カ月かかった。俺(おれ)が求めるシーンともなれば、果たしてどれだけの時間がかかるか、想像もつかない」

　大輝の趣味は写真撮影である。その腕はすでにプロ級だ。しかも、狙(ねら)った瞬間を見逃さないという点に関しては、もはやなにか特(とく)殊(しゆ)な能力なのではないかと思えるほどなのだ。そんな大輝をして不可能を口にさせるのが、新山沙也香という少女だった。

「おまえの求めるシーンって、つまりパンチラだろ？」

「違う、無限のファンタジーだ」

　ようするにパンチラである。もしくはそれに近いエロ写真だ。

「で？」真吾は写真を振ってみせた。「これを見せて、俺にどうしろっていうんだ？　まさか、彼女のスカートをめくりにいくとかいうんじゃないだろうな？」

　真吾は、神様からスカートをめくる力をもらっているのだ。

　警戒心をみせる真吾に、大輝は「残念だが」と言って首を振った。

「それはムリだな。なにしろ彼女の半径一〇〇メートル以内は親(しん)衛(えい)隊(たい)の索(さく)敵(てき)圏(けん)内(ない)だ。これより外では写真に収めることができないし、中ではどれだけ身を隠(かく)しても発見されてしまう。それほどまでに親衛隊の情報収集能力と連(れん)携(けい)、そして索敵能力は尋常ではないんだ」

　どこぞの特殊部隊も真(ま)っ青(さお)である。

「そ、それでよく、この写真を撮れたな。どうやって撮ったんだ？」

「詳(くわ)しく説明すると長くなるから割(かつ)愛(あい)するが、決(けつ)死(し)の覚(かく)悟(ご)でいった、とだけ言っておこう。この俺でも、二度とあんな危険を冒(おか)すのはご免だ」

　飄(ひよう)々(ひよう)としたこの男ですら死を覚悟し、二度と冒したくないという危険。いったい、どんな方法を使ったのだろう。気になるが、それ以上に、沙也香を取り巻く親衛隊たちの力に真吾は恐れおののいた。

「じゃあ、どうするんだよ」

　大輝は自(じ)嘲(ちよう)するようにフッと笑って、うつむいた。

「俺はな、写真というものに限界を感じてるんだ」

　真吾は耳を疑(うたが)った。己(おのれ)の生(い)き甲(が)斐(い)であり生(い)き様(ざま)でもある写真に対して、ネガティブな発言をする大輝を初めて見た。

「写真はしょせん、三次元を二次元として切り取るだけだ。どれだけ奥行きを出そうと工夫を重ねても、現実にこの眼(め)で捉(とら)えた映像にはかなわない」

「う、うん……」

「だがな、真吾」

　ガシッと、肩を摑(つか)んでくる。

「俺はおまえの力なら、次元の壁(かべ)も越えられると思うんだ」

「はぁ？」

　なにを言い出すのだ、こいつは。しかも、繋(つな)がりがまったくわからない。

「おまえの力は、おまえが念じることによって発動する。それは、その目で対(たい)象(しよう)を捉えていなくとも可能だ」

「そ、そうだな」

　一度、めくりたい相手を頭に想像して力を使っただけで、本当にめくれたことがある。

「つまり！」

　肩を摑む腕に力を込め、爛(らん)々(らん)と目を輝かせて顔を近づける。

「おまえが頭の中で想像さえできれば、写真の中のスカートもめくれるということだ！」

　ちょっと待て。

　普段から突(とつ)飛(ぴ)なことを口にする人間ではあるが、突飛すぎるにもほどがある。

「そ、そうなのか？」

「そうなのだ」

　断言された。

　さすがに真吾は唸(うな)った。

　これまで、どんな無(む)茶(ちや)な要求にも応(こた)えてきた。それこそ、女の子のスカートだけでなく、津(つ)波(なみ)やら崩(くず)れ落(お)ちる鉄(てつ)筋(きん)やら、はては小さいとはいえ山の半分もめくってきた真吾の力だ。たいがいのことならなんでもできそうな気にはなっていたが、次元を越えるとなると、さすがにできる気がしない。

「うーん、さすがにそれは……」

「真吾よ、おまえはその程度の男なのか？」

「は？」

「試しもしないで最初から諦(あきら)める。おまえはそんな情けない男だったのか？」

「むっ」

　挑発だ、ということはわかっていた。けれど、そうまで言われたら、やらないわけにはいかなかった。

「よぉーっし、そんなに言うなら、やってやろうじゃないか」

「それでこそ真吾だ」

　大輝はニヤリと笑った。

　……人の扱いが、うまいやつである。

　真吾は大輝に写真を持ってもらい、意識を集中した。

　写真の中の沙也香を脳内に思い描き、颯爽と歩く様を克(こく)明(めい)に描(びよう)写(しや)する。そして、そんな彼女に突然のハプニングが襲(おそ)ったら、彼女はどんな反応を示すのか。

　真吾はクワっと目を見開き、手を振り上げつつ、周囲をはばかるように、小声で叫(さけ)んだ。

「めくれろぉぉぉぉぉ！」

　やってしまったあとで、真吾は後(こう)悔(かい)した。

　自分はいったい、なにをやっているのだろう、と。

　写真の中の女の子のスカートをめくる。

　まちがいなく、頭の病気を心配されるレベルである。見えそうで見えない写真を、斜め下から覗(のぞ)き込(こ)む行(こう)為(い)より恥ずかしい。

　振り上げた手を、そそくさと下ろす。

　気まずい。

　教室内のクラスメイトは誰も気がついていないようだが、もし誰かに見られていたら自殺したくなるほどの恥ずかしさだ。

　そんな真吾にかまわず、大輝は写真を覗き込み、「なるほどな」と一人納(なつ)得(とく)顔(がお)だった。

「ど、どうだった？」

「残念だが……」

　写真を見せる。そこには、何も変わらぬ姿で歩く沙也香がいた。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　真吾は頭を抱えて、その場でのたうちまわった。

　死にたい。

　今すぐこの世から消えてなくなりたい。

「諦めるな、真吾！」

「で、でも、でも……！」

「新しいことに挑戦する以上、失敗はつきものだ。大切なのはその次。失敗を糧(かて)として、新たな方法と手段を模(も)索(さく)することにある！」

「ま、待って！　ってことは、まだやるの？」

「当然だ」

　勘(かん)弁(べん)してくれというのが、正直なところだった。これ以上の失敗を重ねたら、再起不能のダメージを受けそうだ。

　しかし、大輝は真吾の精神的ダメージなど意に介さず、次の提案を持ちかけてきた。

「彼女の姿を見るのは、久しぶりなんだよな？」

「そうだね」

「そのせいで、集中がうまくいってないのかもしれないな」

「と、いうと？」

「写真に触れてみろ」

「はい？」

「写真に触れることで、彼女の息づかいや感触まで想像するんだ」

「それは……」

　失敗したら、さらにひどいダメージを受けそうな提案である。

　大輝は、問(もん)答(どう)無(む)用(よう)とばかりに、写真を差しだしてきた。

　こうなればヤケだ。真吾は指先で写真に触れようとした。

　触れようとして、どこに触れるか迷った。

　顔だろうか。それとも、めくる対象であるスカートだろうか。あえて胸という選(せん)択(たく)肢(し)もあるが、失敗したときのリスクを、これ以上背負う気にはなれなかった。

　とりあえず、無難に手に触れて、再び意識を集中する。

　沙也香の息づかいを、温(ぬく)もりを、触れた手の感触を思い描き、想像する。そして……。

「めくれろぉぉぉぉぉ！」

　先ほどよりも恥じらいを持って、手を振り上げる。

　頼む！

　これほどまでに、スカートめくりの成功を祈ったことはなかった。

「ど、どうだ……？」

　大輝は写真を覗き込み、もったいぶって頷(うなず)いた。

「期待以上だ」

　写真を渡され、真吾は目を剝(む)いた。

　そこには、ものの見事にスカートがめくれた、新山沙也香の姿が写し出されていた。

「う、噓だろ!?」

　確かに、スカートがめくれている。

　成長はしても細いままの綺(き)麗(れい)な素(す)足(あし)が、太もものつけ根の辺りまで丸見えだ。残念ながら下着までは見えないが、これは単純に、真吾が想像しなかっただけにすぎない。

「ほ、本当に、めくれた……」

　ついに、自分の力は、次元の壁を越えてしまったらしい。

　真吾は改めて、写真に見入った。

　颯爽とした足取りのまま、スカートだけがものの見事にめくれている。

「さすがだな、真吾」

「大輝、俺……」

「だが、そこで終わるおまえではないはずだ」

「なにぃ!?」

「想像しろ、真吾。神(しん)格(かく)化(か)された万能にして完(かん)璧(ぺき)な少女が、人前であられもない姿をさらけ出してしまったら……。そのときの反応を、彼女の心の内を！」

　隙がない。完璧な少女。あられもない姿。

　いくつかのキーワードが繋がりをみせ、想像の翼(つばさ)をはばたかせる。

　神格化された完璧な少女が、あられもない姿をさらしてしまった。

　どうなる？

　彼女は、自信に溢(あふ)れていたはずだ。

　自分は完璧で、隙もなく、そつもない。ましてや取り乱すこともない。だが。

　スカートがめくれるというハプニングに対してはどうだろうか。

　堂々とした足取りで歩んでいるからこそ、スカートがめくれた姿というのはどこか滑(こつ)稽(けい)である。それを自覚できないほど、沙也香は恥じらいというものを失っていないはずだ。ならば当然の成り行きとして、恥じらいを感じるにちがいない。しかも、あとから徐(じよ)々(じよ)に湧(わ)き上(あ)がってくるタイプの恥じらいを、だ。

　沙也香は往(おう)来(らい)の真ん中で立ち止まる。何ごともなかったかのように立ち振舞いたいが、周りには親衛隊の面々がいる。ごまかすこともできないし、なかったことにもできない。

　沙也香は立ちつくしたまま、頰(ほお)を染めていく。頭に血が上っていく。

　自分でも驚くほどの、動(どう)揺(よう)が走る。

　恥ずかしい。いや、それ以上に思うはずだ。

　どうしよう、と。

　スカートがめくれるだけで動揺し、恥ずかしがる、どこにでもいるような女の子の反応をしてしまった。動揺をあらわにして、顔を真(ま)っ赤(か)にして、動けなくなってしまった。

　自分は、完璧だから慕(した)われてきた。それが崩れたとき、きっと、自分は見捨てられるに違いない。その程度の、普通の反応をしてしまう女の子だったのかと、呆(あき)れられるにちがいない。神のように崇(すう)拝(はい)されていたから、その反動は大きいはずだ。

　悔(くや)しさと、悲しさと、ふがいない自分に憤(いきどお)り、涙が浮かんでくる。恥ずかしさで泣きそうなのではない。弱い自分を知られてしまったということが怖かった。だから、なにも言えなかった。表情を取(と)り繕(つくろ)うことも、平然と歩き出すこともできず、ただ立ちつくし、溢れ出そうになるものを必死でこらえることしかできなかった。

　だけど、真吾にはわかるのだ。

　そんなことで、彼女の評価は変わらないはずだ、と。それどころか、ますます彼女の評価は盤(ばん)石(じやく)なものになるであろうと。

　完璧だと思っていた少女は、実は完璧ではなかった。スカートがめくれたことだけでうろたえ、顔を真っ赤にするような、普通の女の子だった。そのことが、きっと、まわりの女の子たちにとっては嬉(うれ)しかったにちがいない。これまで感じたことのない親近感を覚えたにちがいない。

　守ってあげたい。

　そんなか弱い部分を持った彼女を、これからも守っていきたい。

　そして、できるなら、その弱い部分を、自分たちにだけは見せて欲しい。

　そういう思いが、広がっていくのだ。

　だから、立ちつくす沙也香に、親衛隊の面々は近寄り、そっと、肩を叩(たた)くにちがいない。

「沙也香さん、大変でしたね。でも、気にすることはありませんわ。もし今の光景を見ていた殿(との)方(がた)がいらしたら、わたくしたちが全力で抹(まつ)殺(さつ)しますから」

　と、優しい笑顔で語りかけるのだ。

　自分は見捨てられなかった。

　その安(あん)堵(ど)と、親衛隊の優しさに、沙也香は泣き出してしまう。親衛隊の胸を借りて、子供のように。

　美しい友情が成立した瞬間だ。

　それから彼女のまわりには、神と信者としての友好関係ではなく、本当の意味での友情が成立し、新山沙也香は、これも本当の意味での「自分らしい強さ」を身につけていくのだ。

「……おい、真吾」

「そして来年の今頃は、彼女は生徒会長となって全校生徒から『お姉様』と呼ばれる立場になり、誰からも愛され、自(みずか)らも誇(ほこ)れる少女に成長しているだろう」

「真吾！」

「そう、これは愛なんだ！　スカートがめくれあがるだけで、本当の友情を手に入れることができる。たった一つの奇跡が、一人の女の子を救い、多くの人々を幸せにすることができるんだ！　まさにラブアンドピース！　愛は世界を救う！　スカートめくりは人類の叡(えい)智(ち)にしてかけがえのない至(し)宝(ほう)――」

「真吾ぉぉぉぉぉ!!」

「なんだよ、さっきから！　人がいい気持ちで……」

　背後を指差され、真吾は何気なく振り返った。そこには、呆れた目で表情を歪(ゆが)めるリーナの姿があった。

「……あ、リーナ、おはよう」

　緊(きん)張(ちよう)で固まる真吾に対し、リーナは盛大にため息をついてみせた。

「まったく、どうしてこんなやつに、わたくしが煩(わずら)わされなくてはならんのか……」

「は？」

「……なんでもない」

　ふいっと顔を逸(そ)らして、リーナは自分の席に着いた。

「……どうしたんだ、あいつ？」

「さあな」

　なにか知っていそうなニヤケ顔で、大輝は首を振った。

「それより、俺にはショックだよ」

「なにがだ？」

「大輝が限界を口にしたことが、だよ」

「ああ、それか」

「それか、って。そんなあっさりと……」

「なあ、真吾。俺の見立ては間違ってなかっただろ？」

「え？」

「写真一枚でも、おまえの力が加われば、新たな地平が見えてくる。スカートめくりから人類愛にまで発展したおまえの様子を見ていれば一発だがな」

「う、ま、まあな……」

　真吾の思い入れが強かったせいもあるが、これまでにない新しい一面が見えたのは確かだ。

「限界は感じている。だがな」

　大輝は不敵に笑ってみせた。

「限界を超えてこそ、人間は成長できるのさ」




３




　ホームルーム開始のチャイムが鳴った。慌(あわ)てて席に着くと、リーナがこちらを見ていることに気がついた。「どうした？」と声をかけるも、「なんでもない」と、さきほどと同じ言葉で顔を逸らした。

　首を傾(かし)げつつも、真吾は教室内を見回した。

　また世界の危機が迫っているようだが、いつも通りの学校だ。友人とおしゃべりに興じる者や、惰(だ)眠(みん)をむさぼる者など、先生が来るまでの時間をギリギリまで満(まん)喫(きつ)しようとする光景。どこにも目新しいものはないし、異変らしいものも感じられない。唯(ゆい)一(いつ)、普段とちょっと違うのは、真吾のすぐ側(そば)の座席の主がまだ現れていないことだった。

　神社の巫(み)女(こ)である清(せい)内(ない)路(じ)清(きよ)美(み)は、これまで無(む)遅(ち)刻(こく)無(む)欠(けつ)席(せき)の模(も)範(はん)的(てき)生徒だった。それが今日は、ホームルーム開始のチャイムが鳴っても姿を見せないのだ。

　風(か)邪(ぜ)でもひいたのか、なにか家の事情でもあるのか。

　心配していると、教室のドアが開いた。先生かと思ったが、入ってきたのは息を乱して頰を上気させた清美だった。

　遅刻寸前ということで、走ってきたのだろう。肩で息をしながら、おぼつかない足取りで席に着き、座ると同時に机の上に突っ伏した。

　真吾は声をかけようかと思ったが、顔を上げる気(け)配(はい)がないのでやめておいた。こんなに疲れ果てた清美を見るのは初めてだった。

　間もなく、担任の梓(あずさ)川(がわ)柚(ゆず)子(こ)がやってきた。清美の他にも机を枕に眠る生徒もいるので、特に気にした様子もなく、教(きよう)壇(だん)に立つ。いや、気にしている余(よ)裕(ゆう)がなかったのかもしれない。

　いつもは明るく「おはようございまーす！」と教室に入ってくる柚子だが、今日に限っては無言だった。表情も、どこか困(こん)惑(わく)したような、落ち着かない様子だった。その視(し)線(せん)が、ときおり真吾とリーナに向けられるのは、気のせいなのか、はたまた悪い予(よ)兆(ちよう)なのかは、この時点では判断がつかなかった。

「えー、おはよう、ございます」

　朝の挨(あい)拶(さつ)も、歯切れが悪い。真吾以外の生徒も、柚子の異変を察(さつ)知(ち)しているようだ。クラス全体がなんだかざわついている。

　それにかまわず、柚子は先を続けた。

「なんていいますか、えっと、こんな時期ではありますが、今日も転校生が来ました」

　ざわめきがいっそう、大きくなる。無理もない。今年に入ってから、これで三人目の転校生だ。いずれも中(ちゆう)途(と)半(はん)端(ぱ)な時期の転校であるし、しかも三人とも、同じクラスへの編入である。

　さすがに柚子も生徒たちを静かにさせ、自身の戸(と)惑(まど)いを隠すように、彼女にしては珍しくなんの前フリもないまま、「じゃあ、どうぞー」と、転校生へ入室を促(うなが)した。

　そうして教室に入ってきたのは、見たこともないような外国の美少女だった。

　輝くような銀色の髪に、スッキリと通った目鼻立ち。長身ながら細身の体は、歩くだけで優(ゆう)雅(が)さを醸(かも)しだし、キリリと引(ひ)き締(し)まった口元は、意志の強さを感じさせる。教壇に立ち、スカートをひるがえしながら生徒たちを一(いち)瞥(べつ)する視線には妙(みよう)な色気があり、男連中はため息をつくのも忘れて、異(い)国(こく)風(ふう)の少女に見入っていた。

「みなさん、初めまして。僕の名前はフォルスといいます」

　なんと――！

　ぼ、僕っ子か――！

　何人かが拳(こぶし)を握(にぎ)り締(し)めるのを、真吾は目撃してしまった。ただその気持ちを、真吾もわからなくはなかった。

　外見は完璧な美少女だが、その立ち振舞いや口(く)調(ちよう)は、女性というより男性に近いものがあった。優雅さは女性のたおやかで流れるようなものではなく、男性のきびきびとした直線的なものだし、口調も張りがあり、低めの声(せい)域(いき)と相まって、どこか中性的な、倒(とう)錯(さく)した魅力を放っているのだ。

「あー、すいません、みなさん」

　柚子がまるで、目を覚ましてくださいといわんばかりに手を叩く。

「みんなもやっぱり誤(ご)解(かい)しているようなんで、先に言っておきますね」

　え――？

　なにを――？

　再び、ざわめきが広がる。

「彼は男の子です」

　沈(ちん)黙(もく)が流れた。

　だがすぐに、さきほどとは違う種類のざわめきに溢れる。

「またまたぁ」

「先生、そんな冗(じよう)談(だん)はうけませんよぉ」

　男子生徒たちは囃(はや)したてるが、声に元気がない。柚子の表情を見れば冗談を言っていないことは明らかだった。

「ちょ……」

「本当に……？」

　柚子はこっくりと頷いた。

　教室内は騒(そう)然(ぜん)となった。

　男子は悲鳴に近い叫びをあげ、女子は一気に色めき立って目を輝かせる。

　真吾は呆(あつ)気(け)にとられてフォルスと名乗った生徒を観(かん)察(さつ)した。

　中性的だとは思ったが、まさか男とは……。

　スカートから伸びる白い足や、白魚のような指先など、どう見ても女の子のそれである。みんなが誤解するのも無理はなかった。

「ああいう男もいるんだな。びっくりだよ」

　同意を求めてリーナに声をかけるが、返事がない。どうしたのかと目を向けると、リーナは驚きに目を見開き、かすかに体を震(ふる)わせていた。

「リーナ？」

「あ、あいつ……、どうしてここに……？」

　知り合いなのか、と問(と)い質(ただ)す前に、真吾はイヤな予感に襲われた。

　時期外れの転校生。異国風の容(よう)貌(ぼう)。そして、リーナの知り合い。

「まさか……」

　転校生に視線を戻すと、その転校生は教壇を降り、まっすぐ真吾の元へと向かってくるところだった。その瞳は、固い決意に彩(いろど)られ、真吾を貫(つらぬ)いてくる。

「貴(き)様(さま)が、ミヤタシンゴか？」
















「あ、ああ……」

　いきなりの貴様呼ばわりだが、視線の強さに気(け)圧(お)され、返事をするのが精いっぱいだった。

　フォルスはちらりとリーナに目を向けて一礼すると、真吾に指先を突きつけて宣言するのだった。

「貴様にリーナ様はふさわしくない」

「はぁ!?」

　いきなり、この男はなにを言い出すのか。

「フォルス、おまえ、いったいなにをしに……」

「リーナ様、貴女(あなた)を、この世界の束(そく)縛(ばく)から解放するためです。そのためには……、ミヤタシンゴ、僕は貴様に決(けつ)闘(とう)を申し込む！」

「なんだそりゃ!?」

　どうしてそうなるのか。

　リーナに救いと説明を求めると、彼女はらしくない疲れたようなため息をついて、答えた。

「フォルス・デン・フィス・オクターヴィア。わたくしの遠(とお)縁(えん)にあたる男で、その……」

　なぜか言(い)い淀(よど)んでから、続けた。

「わたくしの、許嫁(いいなずけ)だった男だ……」

　真吾の衝(しよう)撃(げき)をよそに、クラス中から悲鳴のような大歓声が上がった。

　真吾とリーナは婚約者ということになっている。そこに、リーナの許嫁が現れた。許嫁は、婚約者である真吾にリーナを賭(か)けた決闘を申し込んでいる。

　無責任な観客のテンションは、これ以上ない見せ物を前に最高潮だった。

「さあ、宮田真吾はこの決闘を受けるのか!?」

「それとも受けずに逃げるのか!?」

「どちらにせよ、リーナちゃんは誰の手に!?」

「そしてリーナちゃんの乙女(おとめ)心(ごころ)はどう揺(ゆ)れ動(うご)く!?」

　好き勝手言ってくれる。

「まあ、待て。みんな、落ち着くんだ」

　大輝が盛り上がるクラスメイトを収める。さすがに親友だ。

「王女はみんなのアイドルじゃないのか？　転校生と真吾のものになってしまう光景を想像してみるがいい」

　想像したらしい。

　とたんに、険(けわ)しい表情と射(い)殺(ころ)すような視線を向けられる。

「ダメぇ！　やっぱりダメぇ！」

「リーナちゃんは誰かのものになっちゃいけないんだぁ！」

「決闘しろ、決闘！　それで共倒れになってしまえ！」

「っていうか転校生！　なんだそのおいしい立ち位置は！　許せん！　俺と代われ！」

「うわ、な、なぜだ!?　どうして僕が責められねばならんのだ!?」

「おまえら、うるせぇ！　大輝、おまえはムダに煽るなぁ！」

　もはや、収拾がつかない騒ぎになっていた。

　おかげで、その場は決闘うんぬんをやり過ごすことができた。

　もちろん、真吾としては決闘を受ける気などさらさらなかったが、負けるのは癪(しやく)だし、かといってムリヤリさせられた婚約者という立場では、勝ってしまうのも困るのだ。

　とはいえ、そんな事情を知らないクラスメイトは非(ひ)難(なん)の声と歓声をあげて盛り上がる一方で、わけのわからない関係を背負い込まされた担任の柚子は頭を抱え、当事者である真吾とリーナはただただ困惑するばかり。

　そしてフォルスは……。

「と、とにかく、近いうちに貴様と決着をつける！」

「「「そのまえに俺たちが決着をつけてやらぁ！」」」

　頑(がん)張(ば)ってシリアスな雰(ふん)囲(い)気(き)を作ろうとするが、周りがそれを許してはくれなかった。







　ホームルームの時間が終了し、真吾は教室から逃げ出そうとしたが、案(あん)の定(じよう)、リーナとフォルスと一(いつ)緒(しよ)に国語研究室に呼ばれ、柚子から詰(きつ)問(もん)されることとなった。

「……で、どういうことなんです？」

「さっぱりわかりません」

「わたくしにもわからん」

　三人とも、困った顔を見合わせるだけだった。

「リーナさんは、彼が来るということを知らなかったわけですね」

「うむ」

「婚約者の座を争うために来たということも、当然知らないわけですね」

「知っていたら、どんな手を使ってでも止めただろうな」

「そんな……」

　嘆くフォルスだったが、嘆きたいのは柚子のほうだろう。

「どうしてこう、次から次へと問題が……」

　リーナが異国のお姫様という触れ込みでやってきたのを始め、神社の娘である清内路清美、そして今度はリーナの許嫁であるフォルスだ。いずれも真吾絡みで転校してきているだけに、担任の負担は大きいだろう。頭が痛くなるのもわからないではないが、当事者である真吾はもっと頭の痛い立場にあるのだ。

「とにかく、穏(おん)便(びん)に学校生活を送るように心がけてください。惚(ほ)れた腫(は)れたは、校内ではできるだけ慎(つつし)むように。それからフォルスくん。その……、どうして、女物の制服を着てるんですか？」

　それは真吾も気になるところだった。目に毒というわけではないが、似合っているだけにたちが悪い。

　フォルスは胸を張って答えた。

「リーナ様とおそろいの服を着ることなど、オクターヴァではありえないからな。こちらの世界では公(こう)然(ぜん)と『ぺあるっく』なるものができると聞いている。この機会を逃すわけにはいくまい」

　想像以上に突(とつ)飛(ぴ)な返答が返ってきた。

「おまえ、これが女物の服だってわかってるか？」

「承(しよう)知(ち)の上だ」

　承知の上なのか。

「だが、女物などと既(き)成(せい)の概(がい)念(ねん)に囚(とら)われる必要はないだろう。要は、着用者に似合うか、または着用者の用(よう)途(と)に副(そ)うかで決めるべきだ。その点、この制服は似合っていると、一族の者は口を揃えて言ってくれた」

　なんてことを言ってくれやがったのだ、一族の連中は。

「しかも、このスカートとかいう代物は、実に機能的だ。動きやすく、また通(つう)気(き)性(せい)もよい。オクターヴァでも、もっと認知されるべきだろう」

　認知されるのはかまわないが、それを男がはくのだけはやめてもらいたい。

「……とにかく、男の子用の制服を着用しなさい」

「しかし……」

「今日のところは、学校の予備を貸し出しますから」

　フォルスは不満そうではあったが、「しきたりならばしかたがない」と、渋(しぶ)々(しぶ)了(りよう)承(しよう)するのだった。

　どうにか解放された真吾たちだったが、研究室を出るとフォルスの態度は豹(ひよう)変(へん)した。

「さあ、勝負だミヤタシンゴ！」

「お、おい……」

　いきなりこれである。

　リーナに助けを求めると、彼女はため息をついてから口を開いた。

「なあ、フォルス。おまえ、自分がなにをしているかわかっているか？」

「もちろんです」

「おまえは神の意志に背(そむ)いているんだぞ？　へたをすればオクターヴァを追放されかねない、危険な橋を渡っているんだ」

「それも、覚悟の上です」

「ということは、神の許しを得て、こちらに来たわけではないのだな？」

「女王様の許可も得ていません」

　女王。ということは、リーナの母親のことだろう。女権国家であるオクターヴァの最高権力者だ。

「この度は僕と、僕の気持ちに賛(さん)同(どう)してくださった方々の独(どく)断(だん)で参りました。結果、一族郎(ろう)党(とう)オクターヴァを追放されようと、後悔することはありません。ただ……」

　フォルスは憎(にく)々(にく)しげな視線を真吾に向けてくる。

「どのような結果になろうとも、僕はこの男を、貴女の婚約者としては認めません」

　国を、追放……。

　真吾は改めて、この男の意志の強さを感じとった。

　そこまでの決意で、フォルスはやってきたのだ。同時に、本気でリーナのことを想っているのだということもわかった。

　だからといって、勝手に婚約関係を破(は)棄(き)することはできないし、かといって、リーナを賭けて決闘をするつもりもない。

「なあ、どうにかしてくれよ」

「うむ、わたくしもどうにかしたいのだが……」

　さっきからリーナの言葉は、精(せい)彩(さい)を欠きっぱなしだった。

「悪いやつではないのだが、あいつはどうにも、苦手でな……」

　リーナに苦手なものがあるとは初耳だった。今日は珍しい出来事のオンパレードである。

「苦手って、どうして？」

　リーナは王女なのだし、リーナの言葉はなによりも効果的なはずだ。なのに、説(せつ)得(とく)する前からリーナはフォルスを苦手だと言って、及(およ)び腰(ごし)である。

「まあ、こいつがどういうやつなのか、そのうちシンゴにもわかるさ」

　わかりたくないなぁ、というのが、真吾の本(ほん)音(ね)だった。
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　世界を救うため、神より任命された真吾たち「選ばれし者」は、いつも通りに近所の河原(かわら)に集まって、話し合いの場を設(もう)けることになっていた。

　真吾たちがフォルスを伴ってやってくると、男連中は早(さつ)速(そく)、彼の美貌に食いついてきた。

「し、真吾！　誰だ、この姉ちゃんは！」

「か、かかか、可愛いんだな！」

「美しい……。そしてこの落ち着いた佇(たたず)まい。ただ者ではないな……」

　女性である住(すみ)吉(よし)穂香(ほのか)も、見とれているようだ。かと思えば突然、居(い)心(ごこ)地(ち)が悪そうに身じろぎしている。

「どうしたの、穂香」

「あ、いえ、その……」

「おい、真吾！」

　二人の間に、小学生の八(や)坂(さか)光(みつ)夫(お)が割り込んでくる。

「なんでこの姉ちゃんは男物の制服を着てるんだ!?」

「は？」

「女の子らしい格好させればもっと可愛くなるだろ！　なんで男物の制服を着せてるんだよ！」

　今は男物の制服を着ているフォルスだが、別に真吾が着せたわけではない。それに、女の子らしい格好をさせたら、いろいろと問題が発生してしまう。

「あのな、こいつはこう見えても、男なんだよ」

「はい？」

　事実を教えただけなのに、正気を疑うような目で見られてしまう。

　浪(ろう)人(にん)生(せい)の松(まつ)川(かわ)淳(じゆん)が、メガネをついっと上げながら、やれやれと首を振る。

「し、真吾くん、そ、そんな笑えない冗談は、い、いらないんだな」

　笑えないのは冗談ではなく、事実のほうなのだが。

　真吾はリーナにバトンタッチした。

「こいつにスカートをはかせるわけにもいくまい。正(しよう)真(しん)正(しよう)銘(めい)、男なのだからな」

　それでも信じられないというように、真吾たちの顔とフォルスを見比べる。

「よし、ならば確かめてやろう」

　人(じん)語(ご)を解(かい)す犬のタロウが、フォルスに歩み寄り、なにを思ったか股(こ)間(かん)に鼻先を押しつけた。

「む？　こ、これは……、ぐほぉぉぉぉぉ！」

　ひっくり返るように後ずさって、悶(もだ)える。

「こ、この匂いは間違いなく男のもの！　ぐぉぉぉ、なんということだ、拙(せつ)者(しや)ともあろうものが、性別を読み違えるとは……！」

　いまにも嘔(おう)吐(と)しそうな声で、唸る。それでどうやら、フォルスが男であるということを、みんなは認めたようだ。

「また、シンゴさまのおともだちなのですかぁ？」

　ネコ娘の美(み)也(や)が無(む)邪(じや)気(き)に尋(たず)ねるが、フォルスは吐(は)き捨(す)てるように否定した。

「友達であってたまるか」

　どう邪(じや)険(けん)に扱われようとかまわないが、一方的に敵意を抱かれるのだけは勘弁してほしかった。

　リーナによって、フォルスがリーナの許嫁であり、真吾の魔の手からリーナを取り戻すためにやってきたという説明がなされているあいだも、フォルスは真吾を威(い)嚇(かく)するように睨(にら)みつけている。学校にいるときもずっとこの調子で、授業に集中するのはもちろん、居眠りすることも、落ち着いてトイレに行くこともできなかったのだ。

「ああ、なるほど……」

　穂香がなにかに納得したように頷いたので、真吾はどうしたのかと訊(き)いてみた。穂香は真吾の耳元に口をよせて、言った。

「彼から、世界の危機の波(は)動(どう)を感じるんです」

　真吾は驚きを顔に出さないでいるのがやっとだった。

　穂香は、神様から「世界の危機を感知する能力」を授(さず)かっている。その穂香が言うのだから間違いないのだろう。

　フォルスは真吾を目(め)の敵(かたき)にしているだけで、この世界をどうこうしようというつもりはないようだ。けれど、リーナを連れ戻されると、それは即、世界の危機と結びついてしまうのだ。

　真吾たちの地球と、リーナたちの世界であるオクターヴァは本来、別次元の世界にある。それがどういうわけか繋がってしまい、オクターヴァ側からはある程度、自由に往(ゆ)き来(き)することができる状態になっているのだ。

　問題なのは、オクターヴァは、真吾とリーナが結婚して子供を成さないと滅ぶらしいということだ。もしオクターヴァが滅べば、その余波でオクターヴァと繋がっている地球にも、滅亡級の被害が及ぶということになっている。フォルスがリーナを連れ戻すようなことになれば、それは確かに世界の危機だ。しかし、それは同時にオクターヴァの危機でもあるはずだ。その辺をフォルスはどう考えているのだろうか。

「なあ、オクターヴァは俺とリーナが結婚しないと滅ぶんだろ？　おまえがリーナを連れ帰ったらまずいんじゃないか？」

「ふん、そのことか」

　フォルスは鼻で笑って、言い切った。

「そんなもの、この僕がどうにかしてみせるさ」

　なんの根(こん)拠(きよ)もないセリフだった。しかし、笑い飛ばせなかったのは、誰かがどこかで似たようなセリフを言って、実際に世界の危機を回避してしまった実績があるからだ。おかげで真吾たちは、そっちの方面からフォルスを説得することができなくなってしまった。

「一つ気になるんだけどよ」

　光夫が切り出す。

「あんたは王女の許嫁だったんだろ？　じゃあ、真吾が婚約者になってからはどういう立場になったんだ？」

「くっ、それは……」

　唸って、悔しさを滲(にじ)ませる。代わりに、リーナが答えた。

「わたくしの夫となる第一候補から第二候補へと格下げされた形だな」

「その立場はもう逆転できないのか？」

「ムリだろうな。許嫁という関係も、わたくしたち本人が知らないところで決められたことだし、シンゴとの婚約関係は神が直々に下したものだ。わたくしたちの努力でどうにかできるものではない」

「なのにこいつは、どうにかしようとしてるんだろ？　どうしてそこまで王女にこだわるんだ？　それにこいつは、真吾が王女にふさわしくないって言ってるけど、じゃあおまえは王女にふさわしいって言えるのか？」

「言えるわけがないじゃないか」

　なにを言っているんだと、バカにしたような笑みを浮かべる。

「リーナ様はオクターヴァの至宝だ。何者にも到達できない美しさと、一軍をまとめ、率(ひき)いるだけの強さを併(あわ)せ持(も)った天(てん)上(じよう)人(びと)なのだ。そのお方にふさわしい者など、この世に存在するはずがない」

「でも、王女を連れ帰るってことは、おまえと結婚するってことだろ？」

「他にリーナ様を託(たく)せる者がいないのであればしかたがない。不(ふ)肖(しよう)ながら、この僕が、リーナ様の伴(はん)侶(りよ)となるよりほかないのだ」

　卑(ひ)屈(くつ)な態度のようだが、聞きようによっては自(じ)信(しん)過(か)剰(じよう)なセリフである。もちろん、フォルスは本気で、自分とリーナでは釣り合わないと思っているのだろうが。

「しかたなくとか言ってるけど、じゃあおまえは王女のことを好きじゃないのか？」

「それこそバカを言うな！　オクターヴァの年頃の男性で、リーナ様に憧(あこが)れない男などいない！　そんな連中の誰よりも、僕はリーナ様のことを想っているつもりだ！」

　それは愛の告白であったが、リーナはうんざりした様子で肩を落とすだけだった。

「……そんなに、王女がいいのか？」

　げっそりとした顔で、光夫が尋ねる。

「あたりまえだ！　リーナ様はオクターヴァという荒(こう)野(や)に咲いた一輪の花！　可(か)憐(れん)にして勇ましく、戦いの民を鼓(こ)舞(ぶ)し、癒(いや)すために生まれてきた偉大なお方！　そう、僕は一目見たときからリーナ様に心を奪われ、許嫁という立場に関係なく、リーナ様を愛し、リーナ様のおそばで仕えることだけを夢見て過ごしてきたのだ！」

「へ、へえ……」

「貴様らにはわかるまい！　リーナ様がどれほど崇(すう)高(こう)な存在であるかが！　楚(そ)々(そ)と歩く姿は気品に溢れ、勇ましく歩みを進める姿は勇(ゆう)壮(そう)勇(ゆう)猛(もう)！　戦いに身を投じれば軍神のごとき活躍を見せ、兵を労(ねぎら)う笑顔には一〇〇億の宝石を並べてもなお敵(かな)わぬ輝きと慈(いつく)しみに溢れ、進軍を促す一声で五億六〇〇万の勇士をまとめあげる威(い)厳(げん)を備えたまさに現(あら)人(ひと)神(がみ)！」

「おい、フォルス」

　リーナが声をかけるが、フォルスの饒(じよう)舌(ぜつ)は止まらない。

「武を貴(たつと)び、勇を規(き)範(はん)とするオクターヴァにおいて、リーナ様の美しさは言語に尽(つ)くしがたく、いかなる美(び)辞(じ)麗(れい)句(く)もリーナ様を現すのに適さない！」

「なあ、そろそろ、やめないか？」

「リーナ様が右を向けと言えば右を向く！　白い鳥も黒だと言えば黒い鳥になる！」

「フォルス……」

「リーナ様がいるから、リーナ様が微笑(ほほえ)んでくれるから、リーナ様が、リーナ様が、リーナ様リーナ様リーナ様――」

「やめろと言っているだろう、このバカ者がぁ!!」

　ずどがしゃぁ！　と、リーナの鉄(てつ)拳(けん)がフォルスの土(ど)手(て)っ腹(ぱら)に突き刺さった。

　さすがのフォルスもこれには黙らざるを得ず、腹を押さえて膝(ひざ)をついた。

「き、貴様は、わたくしのことを、過大評価しすぎなのだ！　特別視しすぎなのだ！」

「あ、ありがとうございます、リーナ様……」

　呻(うめ)きながらもリーナを見上げるフォルスの顔は、なぜか恍(こう)惚(こつ)とした表情に彩られていた。口元には、笑みまで浮かんでいる。

「このような僕にも、愛の鞭(むち)を授けてくださるとは……。この感触、僕は一生忘れません……」

　愛の、鞭……？

　何度もリーナの鉄拳を食らったことのある真吾だが、とてもではないが、ありがたい気持ちにはなれなかった。そもそも、どこをどうしたら愛の鞭になるのだろう。

「リーナ様に触れることができるのは、ご家族を除けばごく一部の女官だけだ。男が触れることなど叶(かな)わぬ夢。仮に触れることがあれば、その者は八つ裂きに等しい罪を背負うことになる……」

「それはそれは……」

　真吾は冷や汗をかいた。緊(きん)急(きゆう)事(じ)態(たい)だったとはいえ、真吾はリーナに人工呼吸を施(ほどこ)したことがある。それはいったい、どれほどの罪になるのだろうか。

「だからこそ、リーナ様が御(み)手(て)を汚(よご)してまで僕に触れてくださるこの一瞬が、なにものにも代(か)え難(がた)い至福の瞬間となるのです。リーナ様の御手に触れることができるのなら、僕はどんな屈(くつ)辱(じよく)にも耐えることができます！　リーナ様、僕が愚(おろ)かな行為に走ったときは、遠(えん)慮(りよ)なく拳を振るってください！　蹴(け)飛(と)ばしてもかまいません！　貴女から施される愛の鞭は、僕にとっては至上の喜びなのです！」

　変態だ、変態がいる。

　真吾だけでなく、仲間たちも、生(なま)温(あたた)かい目でフォルスを見ていた。光夫に至っては、「気色悪っ！」と本音を漏(も)らしている。それさえも、リーナへの愛（？）におぼれているフォルスの耳には届かなかったようだ。

　呆れつつも、真吾はなんとなく、リーナがフォルスを苦手にしている理由がわかってしまった。

　だいたいの人間は、リーナの暴力に従うか、屈(くつ)服(ぷく)するしかない。真吾もそうだった。しかしフォルスは違う。いかなる暴力も、愛するリーナの施しと受け止めてしまうため、まったく効果がない。それどころか、喜んでしまっているのだから、まったくもって逆効果である。

　そして苦手にしているということは、リーナはフォルスに対して、特別な感情は抱いていないということだろう。

「リーナは、こいつのことどう思ってるんだ？」

「申し訳ないが、ちょっと趣味が合いそうにないのでな……。悪いやつではないし、わたくしのことを大切に想ってくれているのは嬉しいのだが……」

　想い方に、問題がありすぎるわけだ。

「あのさあ、俺のことを認めないとかなんとか言ってるけど、リーナと婚約者の関係にしたのはおまえのとこの神様だろ？　文句を言う相手を間違ってないか？」

「貴様が不(ふ)埒(らち)な行為をはたらかねば、このようなことにはならなかったのだ！」

　その点に関しては、反論ができなかった。世界を救うためとはいえ、リーナのスカートをめくってしまったことは事実なのだ。まさかそれで、婚約者にされてしまうとは想像もできなかったわけだが。

「いずれにせよ、貴様とは決着をつけねば気が済まん！　リーナ様をたぶらかした罪は、死をもって償(つぐな)ってもらうぞ！」

「おい、ちょっと待て」

　なにかを聞きとがめて、リーナが割ってはいった。

「わたくしはこんな男にたぶらかされた記憶はないぞ？」

「……は？」

　フォルスの目が点になる。

「こいつとわたくしは、しかたなく婚約者にされただけだ。わたくしはこいつのことをなんとも思ってないし、こいつもわたくしのことを……、なんとも思っていないだろう」

　語尾は消え入るように収(しゆう)束(そく)していったが、フォルスに衝撃を与えるのには充分だったようだ。

「リ、リーナ様は、こいつのことを、その……、好いては、おられないのですか？」

「……そんなわけがないだろう」

　フォルスがすがるように目を向けるので、真吾はリーナに同意してやった。

「そんな……、あれ……？」

　当てが外れた、という顔で困惑している。

　なるほど、フォルスは、真吾にリーナを取られたと勘(かん)違(ちが)いしたわけだ。そして急な婚約関係にもかかわらず、リーナがこちらの世界に入り浸っているのは、真吾にたぶらかされ、惚(ほ)れ込(こ)んでしまったからだと思いこんでいたのだ。

「う……、と、とにかくだ！」

　取り繕うように叫び、真吾に向かって人差し指を突きつける。

「どのような状況であれ、僕は必ずリーナ様を連れ戻す！　今日のところは見逃してやるが、次に会ったときは覚悟するんだな！」

　ステキな捨(す)て台詞(ぜりふ)を残して、フォルスは去っていった。

「あいつ、どこへ行こうとしてるんだ……？」

「夕日に向かって、走りたい気分なんじゃないか？」

　気の毒といえば気の毒だが、いなくなってせいせいしたのも確かだった。

　その後、穂香からフォルスが世界の危機であると告げられたが、選ばれし者たちは緊張を抱くこともなく、ああ、そうなのか程度の反応しか示さなかったのは、しかたのないことだろう。
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　翌日は土曜日で、学校は休みだった。

　穂香(ほのか)が通う美(み)須(す)々(ず)ヶ丘(おか)高校の文化祭を来週に控(ひか)え、クラス展示に関する資料集めのために、選ばれし者たちは各地で聞き込み調査を行うことになった。

　これまでに何度も世界の危機を救ってきた中で、少しずつわかってきたことがある。

　世界の危機は、「県(あがた)」という地名でばかり発生している。

　これは、「県」という地名になにか意味があるということなのか。それとも、「県」という場所に、なんらかの因(いん)縁(ねん)があるということなのか。もしくはその両方なのか。

　いずれにせよ、頻(ひん)発(ぱつ)する地震は世界中に広がり、その中心地である県町周辺では、一日に有(ゆう)感(かん)無(む)感(かん)合わせて二〇〇〇回もの地震が発生し、富(ふ)士(じ)山(さん)の火山活動を境(さかい)に、これまた世界中で火山が活発な動きを見せ始めているのだ。

　神様から情報を引き出せない以上、自分たちの手で、迫(せま)る世界の危機の全容を摑(つか)まねばならなかった。

　そこで、穂香が文化祭のクラス展示にかこつけて「県」に関する調査を行っていたのだが、直前になって担任がアドバイスを授(さず)けてくれたという。

「こういうことは、現地調査、いわゆるフィールドワークの結果があると説(せつ)得(とく)力(りよく)が増すわよ」

　図書館などの資料に頼っていたのだが、穂香は助言のとおり、現地調査を実行に移すことに決めたのである。

　そこで、淳(じゆん)は故(こ)郷(きよう)の新(にい)潟(がた)県(けん)県(あがた)ヶ浜(はま)へ赴(おもむ)き、光(みつ)夫(お)は在学中の県(あがた)ヶ丘(おか)第一小学校周辺を、穂香と美(み)也(や)は県ヶ丘第二小学校及び美須々ヶ丘高校周辺を担当し、真(しん)吾(ご)とリーナは県ヶ丘高校周辺、そして清(きよ)美(み)とタロウは、清美の住む石(いし)割(わり)村(むら)へと向かうことになった。

　タロウが清美と組むことになったのは、難しい話をどこまで清美が理解し、覚えておけるかわからないため、聞き役を務めるためだった。

　淳の特(とく)殊(しゆ)能力である瞬間移動で石割村まで送ってもらったタロウは、さっそく清美と合流して、目的地の清(せい)内(ない)路(じ)神社の奥にある清美の実家へと向かった。

　清美の家には一度来たことがある。世界の危機に対処するために、泊まりがけで張り込んだときのことだ。

　そのときはまだ、清美は魔(ま)神(じん)の策(さく)略(りやく)により、一人で隔(かく)離(り)されるような生活を営んでいた。多感な年頃に一人きりでいたために、まるで世(せ)間(けん)を知らずに育ち、極(きよく)端(たん)なコミュニケーション不全に陥(おちい)ってしまったのだ。それは現在においても、尾を引いている。徐(じよ)々(じよ)に改(かい)善(ぜん)されてはきているものの、いまだに真吾以外の人間と会話を交わすのは苦手なようだった。

　家の玄(げん)関(かん)のドアを開けると、待ちかまえていたように中年の女性が姿を現した。

「……ただいま」

「あ、お、お帰りなさい」

　どこかぎこちない笑顔で、清美とタロウを迎え入れる。

「その、わんちゃんは？」

「……この子も、一(いつ)緒(しよ)に話を聞くの」

「……そう。じゃあ、神社の拝(はい)殿(でん)のほうで話をするほうがいいかしら」

「……どこでも、かまわないから」

「お父さんに、神社のほうに行くように伝えておくわね」

「……うん」

　頷(うなず)いて、清美は女性が行動に移す前に回れ右をして、家を出た。

「清美殿、いまの女性は、お主(ぬし)の母親か？」

「……うん」

　やはりか。

　清美に似た艶(つや)やかな黒髪が印象的な美人だった。穏(おん)和(わ)そうな人だが、笑顔と同じように、清美とのやりとりもぎこちなく感じたのは気のせいだろうか。

　清美は気にする様子も見せず、淡(たん)々(たん)とした足取りで神社のほうへと向かう。拝殿にたどり着くと、清美は石段に腰を下ろした。中に入る気はなく、ここで話を聞くつもりらしい。

　もうすぐ一〇月だが、今日は夏に逆戻りしたような陽気だった。ただ、日差しはそれほど強くはなく、また風が吹くと心(ここ)地(ち)よい涼(すず)やかさを運んでくるので、暑くならずにポカポカ陽気を楽しむことができる。調査という目的がなければ、横になって日向(ひなた)ぼっこを楽しみたい陽気だ。

「清美殿」

「……なに？」

「いい天気だな」

「……うん」

「早く終わったら、昼寝でもするか？」

「…………」

「日だまりで寝転がるのは、気持ちがいいぞ」

「……終わったら、すぐ真吾くんに報告しなきゃ」

　やはり真吾、か。

　報告のためというより、早く真吾のそばに行きたいだけなのだろう。

「清美殿」

　思わず、タロウは口にしていた。

「もし、真吾がいなくなったら、清美殿はどうする？」

「……わからない。……でも」

　ブルッと、体を震(ふる)わせる。

「……きっと、怖い」

　その一言には、好きな人がいなくなるというだけではない、強い想いが込められているような気がした。その想いが強すぎるだけに、あまりいい反応ではないなと、タロウは清美が心配になった。

　そんなやりとりをしているうちに、清美の母親と男性がやってきた。短く刈(か)り上(あ)げた髪と、細い体つきの男性は、おどおどするように視(し)線(せん)をさまよわせつつ、近づいてくる。どうやら彼が、聞き込みを行う相手であり、清美の父親であるらしい。

「さて、ええっと、なんの話だっけ？」

　手持ちぶさたなのか、両手を盛んにこすり合わせている。立ったままなのも落ち着かないのか、何度か逡(しゆん)巡(じゆん)するような様子を見せた後で、清美の横に腰を下ろした。

「なにか、飲み物でも持ってきましょうか？」

　気を利(き)かせて、母親が提案する。

「ん、そうだな……。清美はどうする？」

「……いらない」

「そ、そうか……。でも、今日はいい天気だから、喉(のど)が渇(かわ)くかも」

「……必要ない」

「ん……、そうだな。うん、そうだ」

「……じゃあ、さっそくお願い」

「あ、ああ……」

　そのやりとりに、タロウはひやりとした。

　いくらなんでも、清美の態度は素(そ)っ気(け)なさすぎではないだろうか。

　清美のセリフが一言二言なのはいつものことだ。慣(な)れてくれば、短いやりとりの中にも、いくつかの感情の機(き)微(び)をみてとることができる。

　しかし、今のやりとりには、感情の機微というものがまったく存在しなかった。父親は、清美に気をつかっているのだが、清美はまったく頓(とん)着(ちやく)していない。それどころか、つれない態度で受け流しているようにも見える。

　親子らしい交流が一〇年近くもなかったのだから、ムリもないのかもしれない。ただ、両親のほうは清美に歩み寄ろうと努力しているようだ。けれど、清美には、歩み寄って家族らしい絆(きずな)を深めようという素(そ)振(ぶ)りが見られないのだ。それがわかっているから、両親の対応も、どこかぎこちなくなっているのかもしれない。

　こればかりは、タロウが口を挟んでどうにかなる問題ではなかった。時間が解決してくれることを願うばかりである。

　そして両親には悪いが、今日のところは別問題の調査でやってきたのだ。清美ではないが、家族仲を修(しゆう)復(ふく)しようとする前に、清内路神社や、この地域についての話を聞かなくてはならない。

　タロウたちの目的は、清内路神社の成り立ちを知ることである。

　石割村は、県町を含む四つの町村で構成される県(あがた)郡(ぐん)に属している。神社が「県」という地名に関係しているなら、なんらかの意味を持って成立した可能性があると、タロウは踏(ふ)んでいた。

「成り立ちから言うと……」父親は記憶を掘り起こすように、空を見上げながら口を開いた。

「清内路神社は、神の声を聞くことができる『巫(み)女(こ)』を輩(はい)出(しゆつ)する家系として、ずっと昔から栄えてきたんだ」

　記録には残っていないが、先祖からの言い伝えによると、始まりは一五〇〇年ほど前まで遡(さかのぼ)るらしい。

　また、清内路神社は、神の遺(い)産(さん)を守る砦(とりで)としての役目もあったという。

「それが、祭(さい)具(ぐ)殿(でん)に祀(まつ)られていた石なんだ」

　魔神が封(ふう)じられていた、石か。

　そして祭具殿は、清美がずっと閉じこめられるようにして生活してきた場所だった。

　近代に入ってからは、代々受け継がれてきた巫女としての力は失われ、清美は久々に神の声を聞くことができる巫女として、崇(あが)め奉(たてまつ)られてきた。そこを魔神に利用されたわけだが、そのこと自体は、両親は知らないままのようだった。

　父親の話はさらに続いた。

「これは、昔話の類(たぐい)なんだがな……」

　その遺産を求めて、多くの悪(あ)しき者や物(もの)の怪(け)が神社を襲(おそ)い、また人々を惑(まど)わしたのだという。

　おそらく、魔神の力を求めてやってきた人間や、魔神そのもののことだろう。清美や石割村の住人が魔神に操られていたことを考えれば、ただの昔話ではなく、実際にあったできごとが言い伝えられてきたのかもしれない。

　しかし、そうした悪しき者を、清内路神社はどうやって退(しりぞ)け、遺産を守ってきたのか。

「神社の巫女が、退(たい)魔(ま)師(し)として活躍していたんだ」

　清内路神社の巫女は、神の声を聞くだけでなく、こうした「魔」を退治する役目も帯びていたらしい。そのため、清内路神社のある石割村は、「魔封じの村」とも呼ばれていたのだ。

　また、この巫女は各地を渡り歩いて「魔」を鎮(しず)めることもあったらしく、その際に清内路神社の末(まつ)社(しや)がいくつも作られ、最(さい)盛(せい)期(き)には数十もの末社が、県内各地にあったという。そのほとんどは現存していないが、それだけ多くの「魔」が出没し、人々に害を為(な)していたということでもある。

「……私は、その巫女さんの、子孫？」

「そうだね。だから清美は、神の声を聞くことができるんだろう。お母さんやおばあさんは、神の声は聞こえなかったみたいだけどね」

　それだけ特別なんだよ、ということを含んだ言い方だった。

　それから清美は、「県」についての言い伝えを尋(たず)ねたが、正直なところ、タロウには話についていくのが精いっぱいだった。清美にいたっては、ちんぷんかんぷんらしく、身動き一つ取れずにいる。

　しかたなく、重要そうなキーワードだけを父親にメモしてもらい、それを持ち帰って、理解できたか怪しいタロウの記憶を頼りに報告するしかなさそうだった。

「しかし……、こんなことを調べてどうするつもりだい？」

「……友達の、文化祭の発表で使うの」

「へえ、友達の……」

「そう、お友達の、ね……」

　両親は驚くと共に、ホッと息をつくように表情を緩(ゆる)めた。どうやら、清美に友人がいることに安(あん)堵(ど)したらしい。

　世間知らずの娘に友人がいるということは喜ばしいことだ。それはタロウにもわかる。ただ、それが表情に出てしまう辺り、うまくいかない親子の仲を、友人をきっかけに改善できないだろうかという希望が、露(ろ)骨(こつ)に見えてしまっている。

　他人をあてにするなと言いたいところだったが、それだけ清美とのやりとりがうまくいかず、また距離を縮(ちぢ)めるきっかけとなる光が見えていないということなのだろう。

「……今日は、ありがとう」

「いや、これくらい、お安いご用さ。またなにかあったら、遠(えん)慮(りよ)なく言っておくれ」

「……うん、それじゃあ」

　石段から立ちあがり、神の遺産が安(あん)置(ち)されていた祭具殿の方へ向かって歩き出す。この後は、いつもの河原(かわら)でみんなと合流することになっている。タロウの首輪につけられた瞬間移動石があれば、一瞬で県町まで戻れるが、さすがに両親の前で使うわけにはいかず、いったん距離を置く必要があったのだ。

　両親の姿が見えなくなると、清美はいきなり屈み込んだ。なにかを見つけたのかと思ったが、清美はまったく動かない。

「どうしたのだ、清美殿」

　返事はない。ただ、苦しそうな呼吸音が聞こえてくるだけだ。

「どこか、具合が悪いのか？」

「……ちょっと」

　うつむいた顔を覗(のぞ)き込(こ)めば、熱でもあるのか、顔が真(ま)っ赤(か)だった。

「今日はもう休んだ方がいい。あとは拙(せつ)者(しや)に任せておけ」

　チラリと、視線だけをタロウに向けてくる。

　休まない。一緒に行く。

　瞳(ひとみ)はそう訴(うつた)えていた。しかし、清美の口から漏(も)れたのは、「……うん」という、かぼそい返答だった。

　よほど体調が悪いのか、どうにか立ち上がるものの、足下がふらついて危なっかしい。

「そこにいろ。拙者がご両親を呼んでくる。だから……」

「……いい」

「なんだと？」

「……あとで、電話して、来てもらうから」

「電話だと？」

　タロウの疑問には答えず、清美は祭具殿に向かって歩き始めた。

「清美殿、どこへ行く。家は反対側だぞ？」

「……いいの」

　精(せい)気(き)のない表情で、祭具殿に目を向ける。

「……あそこが私の、家だから」

「なっ!?」

　思わず絶(ぜつ)句(く)する。

　そこは、魔神が封(ふう)印(いん)され、清美が何年も閉じこめられるようにして住んでいた場所だ。魔神の呪(じゆ)縛(ばく)から解き放たれたいま、そんなところで寝泊まりする必要はないはずだ。

「なぜ、そこに……？」

「……落ち着くから」

　簡(かん)潔(けつ)な答えだった。あまりに簡潔すぎて、タロウは異論を挟むことすらできなかった。

　なんということだ。

　魔神の呪縛は、いまだに清美をむしばんでいたのだ。

　それよりなによりも……。

　清美と両親は、親子のコミュニケーションとかそういう以前の段階で、家族としての絆を断ち切られたままだったのだ。

　家族のいる家よりも、長年暮らした祭具殿と孤独を選ぶ。あってはならないことだ。なのに……。

　なのに清美は、自ら孤独の道を歩み、そこに安住の地を見いだしてしまっている。

「……それじゃあ、あとは、よろしくね」

　辛(つら)そうにしながらも、祭具殿への階段を上っていく。タロウには止めるすべがなかった。いたたまれない気持ちのまま、ただ清美の後ろ姿を見送ることしかできなかった。




２




「真吾ぉ～、リーナちゃん来てるわよ～」

「いまいくー」

　母親の由(ゆ)紀(き)子(こ)に急(せ)きたてられて、真吾は飛び降りるように階段を降りた。

「今日もお出かけ？」

「そう」

「気をつけて頑(がん)張(ば)ってね」

「うん……って、なにを頑張るんだよ」

「いろいろよ、いろいろ」

　イヤらしい笑(え)みを浮かべながら送り出す。

　訝(いぶか)しみながら玄関を出ると、リーナとフォルスが待っていた。

「げっ！　なんでおまえがいるんだよ！」

「出し抜けに失礼なやつだな、貴(き)様(さま)は」

　そういうフォルスは、出し抜けに真吾を睨(にら)みつけてきたわけだが。

「昨日は僕の勘(かん)違(ちが)いで恥をかいたが、今日はそうはいかないからな。貴様の人となりを確かめ、場合によってはそれ相(そう)応(おう)の報(むく)いを受けてもらう」

「場合によらなかった場合は？」

「それ相応の報いを受けてもらう」

　なんらかの報いを受けることは確定らしい。人となりを確かめる必要はないような気がするのは気のせいだろうか。

　リーナは鬱(うつ)陶(とう)しそうにしながらも、断る理由がないから勝手にしろというスタンスらしい。「まあ、好きにやらせておくんだな」と、放任状態だ。

　真吾は、母親がにやけて「頑張れ」などと言った理由がわかったような気がした。

　リーナを巡(めぐ)って、真吾とフォルスが争っているのだと思いこんだのだろう。もしくは、フォルスを女の子と勘違いして、リーナとフォルスが争っていると思いこんだ可能性もある。どちらにせよ、あながち間違っていないから憂(ゆう)鬱(うつ)な気分になる。

　真吾は両親から、昔の県について詳(くわ)しそうな人の心当たりを聞きだしていた。これから向かうのは、三〇年近く前まで町役場の観光課に勤(つと)めていたという老人宅である。真吾の家からはかなり距離があり、まずはバスに乗って二〇分ほど揺(ゆ)られ、そこからさらに歩いて一五分ほどかかるらしい。最(も)寄(よ)りのバス停まで一〇分かかることを考えれば、ちょっとした小旅行である。

「んじゃ、行きますか」

　この日は夏が戻ってきたかのような気温と日差しだった。一〇月前とはいえ、朝夕は冷え込むため、すでに衣(ころも)替(が)えをした人も多い。表向きは文化祭の研究発表のためという理由で取材に出向くため、三人は学校の制服で来たのだが、天気予報を信じて夏服を着用してきたのは正解だったようだ。

　ただ、バスの冷房は少し予想外だった。車内は高温になりやすいとはいえ、冷房が効(き)きすぎのようだった。だからバスを降りたとき、リーナがトイレに行きたいと言いだしたのは無理もないことだった。

　少し歩いたところにコンビニがあったので、飲み物の調(ちよう)達(たつ)のついでに、トイレを借りることにした。

　買い物を済ませて外で麦(むぎ)茶(ちや)を飲んでいると、店から出てきたフォルスが炭(たん)酸(さん)飲料に口をつけて、顔をしかめた。

「なんだ、このけったいな飲み物は」

「炭酸飲料だよ。不思議な感じがするかもしれないけど、おいしいだろ？」

「まあ、悪くはない」

　オクターヴァ人は、地球の文化に染(そ)まりやすいらしい。リーナにしても、地球の食べ物や飲み物がすっかりお気に入りとなっているくらいだ。

「それにしても……」

　炭酸飲料をちびちびと飲みつつ、フォルスはポツリと呟(つぶや)いた。

「リーナ様も、おトイレには行かれるのだな……」

「ぶふぅっ！」

　真吾はお茶を吹き出した。

「な、なにを言ってるんだよ！」

「いや、リーナ様はお美しく、また神(しん)聖(せい)高(こう)貴(き)なお方だ。そんな特別な方は、トイレに行くような、その……排(はい)泄(せつ)行(こう)為(い)はしないのだと思っていたのだが……」

　フォルスは大真(ま)面(じ)目(め)な顔で、唸(うな)っていた。

「そんなわけないだろ」

「冷静に考えればそうなのだが……」

　冷静に考えなくてもそうだろうが。

「我々の前では、トイレに行くような素振りは見せたことがないのでな……」

「そりゃ、そういう機会がなかっただけだろ。特別扱いされるような人間は、プライベートはほとんど見せないからな」

　身近に接してしまえば、いくらでもそういう機会を目にすることはあるのだ。

　しかし、皮(ひ)肉(にく)なものである。

　出会ってから半年もたっていない真吾は、リーナがトイレに行く姿を毎日のように目にしている。ところが、生まれたときからの許嫁(いいなずけ)であり、これまでずっと一緒にいたはずのフォルスは、リーナがトイレに行く姿すら見たことがないという。テレビの中のアイドルとファンのような関係だが、許嫁としてそれは寂(さび)しいのではないだろうか。

　うっかりフォルスに同情しそうになって、真吾は少し考えを改めた。

　迷(めい)惑(わく)なやつではあるが、彼の境(きよう)遇(ぐう)は、同情に値(あたい)するのではないか、と。

　真吾側から見れば一方的な敵(てき)視(し)だとしても、フォルス側から見れば、真吾は、よくわからない理由でいきなり許嫁をかっさらっていった得(え)体(たい)の知れない男なのだ。長年想いを寄せ、将来はリーナと結婚するのだと、自分も周りも揺るがない事実として認(にん)識(しき)してきたのだから、突然現れた真吾にいい感情を抱けるはずがない。

　その気持ちが想像できるだけに、真吾はこの男にどう接すればいいのかわからなくなってきた。

「おい、ミヤタシンゴ」

「真吾でいいよ」

「ミヤタシンゴ、一つ訊(き)くぞ」

「……どうぞ」

「貴様は、リーナ様のことをどう想ってる？」

　直球の質問ではあったが、真吾は返答に困った。

「どうって……」

「好きなのか？」

「いや……」

「嫌いなのか？」

「そんなことはないよ」

「では好きなのだな」

「いや、そういうわけでは……」

「ハッキリしないやつだな！」

「少しは考える時間をくれよ！」

「考えなくては自分の気持ちもわからないのか!?　貴様には、リーナ様の婚約者という自覚がないのか!?」

「あるわけないだろ！　おう、その点に関してだけは即答できるよ！　なにしろそっちの都(つ)合(ごう)で勝手に決められたんだからな！」

「ほう、ならば貴様は、この婚約に乗り気ではないのだな」

「あたりまえだ」

「そしてリーナ様も嫌がっておられるようだ。ならば、僕がリーナ様を説(せつ)得(とく)して連れ帰っても、なんの問題もないわけだな」

「それは……」

　問題ない。

　そう続けたかったが、口が動かなかった。

　言(い)い淀(よど)む自分に、真吾は驚いた。

　出会ったころなら、即答していたかもしれない。けれど、いまは違う。

　一緒に過ごすうちに、リーナのことを知った。彼女といると、物(ぶつ)騒(そう)ではあるが、楽しかったり新しい発見をしたりする喜びを感じるようになっていた。そんな彼女と別れることに、真吾は抵抗を覚えたのだ。

「……リーナは、俺(おれ)の大切な仲間だ。あいつがイヤだって言うなら、俺があいつを帰す理由はない」

「では、リーナ様が帰ると言えば？」

「……そうしたら、笑顔で見送るよ」

　できれば、帰って欲しくはないけれど。

　そんな自分の想いに慌(あわ)て、真吾は取(と)り繕(つくろ)うように余計な一言を続けた。

「ま、まあ、でも、あいつの魔(ま)剣(けん)がないと困るんだ。世界を救うためにも、リーナにはもうしばらくいてもらわなくちゃならないんだけ――」

「なるほどな」

　いきなり声をかけられ、真吾はギョッとした。

「わたくしの存在価値は魔剣以下か」

　冷めたい声色に振り向くと、そこにはリーナが立っていた。

　醒(さ)めた目で真吾を見(み)据(す)えていたかと思うと、ついと避けるように視線を外す。

「そうだな。神殺しの剣とただの暴力女では、魔剣のほうが大事だろうな」

「いや、その、いまのは……」

　言い訳をする間も与えられず、真吾はみぞおちに強(きよう)烈(れつ)な一撃を食らった。

　うずくまる真吾をあきれ顔で見下ろしながら、フォルスはリーナに恭(うやうや)しく頭を下げた。

「リーナ様」

「なんだ？」

「僕はいかなる暴力を受けようとも、貴女(あなた)を『暴力女』などという無(ぶ)粋(すい)な表現はいたしません。ですから今後も遠慮なく、この僕に愛の鉄(てつ)槌(つい)を下してくだぼふぁ！」

　最後は、お望み通りにリーナの一撃を食らって遮(さえぎ)られた。しかし、望んでいただけあって、フォルスは幸せそうだった。

「こ、これです……。これをただの暴力と受け止めるようでは、ミヤタシンゴの人となりもたかが知れてぐべらはぁ！」

　さすがに、二撃目を食らっては悶(もん)絶(ぜつ)するしかないようだった。

　もしかしたら、リーナの暴力的な性格は、この男が育(はぐく)んだのかもしれない。

　そう考えたら、さっきの同情心はどこかに吹き飛んだ。ざまあみろという心境だった。ただ……。

　真吾は痛みに耐えつつ、先ほどのリーナの表情を思い返していた。

　怒りから暴力をふるうのはいつものことだ。けれど、その表情はいつもとは違った。

　額(ひたい)に青(あお)筋(すじ)を浮かべるわけでも、顔を真っ赤にして体を震わせるわけでもない。

　なぜか辛(つら)そうな、苦しそうな、悲しそうな表情で、激(げき)情(じよう)を静かに殺していた。

　その表情が、脳(のう)裏(り)に焼きついて離れない。

　なんだろう。

　どうしてこんなに気になるのだろう。

　それに……。

　今回のできごとは、「今までと同じやりとり」で済ませてしまうわけにはいかないような、いやな予感がした。

　もちろん、だからといって、どうすればいいのか、真吾にはわからなかったが。
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　目当ての老人は、もうすぐ九〇に届こうかという年齢だった。

　顔はしわくちゃで、動作の一つ一つは鈍(にぶ)いものの、いまだに畑仕事を続けているらしく、日に焼けた顔は健康的で、口(く)調(ちよう)も記憶もしっかりしているようだった。

　三人は家の中には入らず、庭の方に案内され、縁(えん)側(がわ)に腰を下ろすことになった。

「んで、なんだったかのう？」

「『県(あがた)』という地名について、なにか由(ゆ)来(らい)のようなものがあれば教えて欲しいのですが」

「あん？　ちび太？　そんなやつは孫にもひ孫にもおらんぞ」

「あ、いえ、ちび太ではなくて、『県』なんですけど……」

「あ、ああ、ああ、『県』か！　最近、とんと耳が遠くなってな！」

　そのせいなのか、声も大きかった。

「役場に勤めておったときに、その辺は散々調べたからな！　お偉い学者さんのとこにも行って、話も聞いてきたわ！」

　口調はハッキリしているが、真吾たちの質問の意図を把(は)握(あく)するまでには時間がかかった。そのせいでいろいろと脱(だつ)線(せん)したが、老人が調べたところによると、県は諸(しよ)説(せつ)あるものの、七世紀頃に確立した、ヤマト政権の地方制度の名称なのだという。

「ヤマトセイケン？」

　リーナとフォルスには耳になじみのない言葉だろう。真吾だって、学校の授業で習わなければ、ヘタすれば一生耳にしなかったかもしれない単語だ。

「大昔の国のことだよ。確か、卑(ひ)弥(み)呼(こ)が治めてた国ですよね？」

「それは邪(や)馬(ま)台(たい)国(こく)だな。ヤマト政権はもう少し後の時代じゃ」

　無知がバレバレである。

　県に話を戻すと、ようするにヤマト政権が現在の「国」であるならば、県は文字通り「都道府県」という地方行政単位に相当する。

　当時はこの「県」がいくつも存在し、地方の豪(ごう)族(ぞく)や有力者が治めていたが、言(い)い換(か)えればそれだけ資(し)源(げん)が豊富であり、人の住みやすい、国にとっては重要な場所であったと言えるだろう。

「県」という地名は、西日本に多く、東日本にはほぼ存在しない。これは、ヤマト政権の支配圏が東北以北までは及んでいなかったためである。

　では、当時の支配圏の中では東側にあたり、ちょうど日本の中心に位置する長(なが)野(の)県(けん)に、現在までその地名が多く残っているのはどういうことなのだろうか。

「そりゃわからん」

　即答だった。

「が、推(すい)測(そく)はできる」

　真吾たちは無言で先を促(うなが)した。

「県町とその周辺、まあ、この辺りのことだがな、いわゆる昔話の類なんだが、鬼や悪魔といった怪(かい)異(い)の伝説がいくつも残っておるんだ」

「鬼や、悪魔？」

「うむ」

　昔話だとしても、気になる言葉だ。

　鬼や悪魔といった怪異は、地の底から湧(わ)き出(だ)し、人々を襲ったり惑わしたりしたという。ときにはおぞましい怪物の姿で人を喰(く)らい、ときには妖(よう)艶(えん)な美女の姿を借りて、男共を骨抜きにし、虜(とりこ)にした。また、怪異は人間離れした怪力や、超常的な能力の持ち主でもあった。人々はこれらに対抗することができず、ただひたすら、災(わざわ)いが通り過ぎるのを待つことしかできなかったという。

　そうした怪異を退治するためにヤマト政権から派(は)遣(けん)されたのが、県(あがた)巫(み)女(こ)である。

　県巫女は、県を拠(きよ)点(てん)として活動していた巫女の総称だという。

　県巫女には、怪異を追い払い、退治するだけの力があったという。具体的にどういった方法で退治していたのかはわからないが、神の力を譲(ゆず)り受(う)けたという言い伝えも散(さん)見(けん)される。この辺りになってくると、数々の英(えい)雄(ゆう)譚(たん)同様、話を面白くするための過(か)剰(じよう)な演出に思えるが、神から授かった力という意味では、真吾たちも授かっている以上、気になるところだった。

「その神っていうのは、どういう神様だったんでしょう？」

「神様の記述や伝(でん)承(しよう)はほとんど残っていないようじゃった。ただ、ヤマト政権は神のお告げに従って、県巫女を各地へ送り込んでいたという話だがな」

「当然、この辺りにも派遣されたんですよね？」

「ああ、この辺はとりわけ、そうした伝承が多く残っているらしい。多くの県巫女が派遣されたという資料もあったかのぅ。どうやら石割村にある、清内路神社を拠点にしていたようだの」

　真吾の背筋に、得体の知れない震えが走った。

　繋(つな)がった。

　自分たちと県という地名が、ここに繋がった。

　県巫女を自分たちに置き換えてみれば、やっていることは同じである。

　魔神などの怪異を倒すことで、真吾たちは世界を救ってきたのだ。それはつまり、真吾たち「選ばれし者たち」こそ、現代の県巫女ということではないだろうか。

「こ、この辺に……」真吾は震え出しそうになる声に平静さを持たせるのが精いっぱいだった。「この辺に、伝承が多く残っているのは、なにか意味があるんでしょうか？」

　それに、県という地名も残っている。昔は西日本に集中していたという地名が、なぜ、県町周辺のみで多く現存しているのか。

「まあ、この辺はまったくの作り話だと思うがの」と前置きした上で、老人は言った。

　県には、怪異が湧き出すような、地(じ)獄(ごく)のようなものが、地の底にあるのではないか。

　もしくは、怪異を生み出す、なにかが、地中深くに埋(う)まっているのではないか、と。

「どちらかといえば、怪異を生み出すなにかがいるっちゅう説のほうが多いかのぅ」

　悪しき者を生み出す大いなる者。

　地の底に眠る恐るべき存在。

　そのなにかは、便(べん)宜(ぎ)上(じよう)、こう呼ばれていたという。




「大(だい)魔(ま)王(おう)」と――。




　魔神に引き続き、ロールプレイングゲームにこそふさわしい名称である。笑い飛ばしたいところだったが、状況がそれを許さず、さらに、意外なところから意外な反応が返ってきて、それどころではなくなってしまった。

「大魔王だと!?」

　声を揃(そろ)えて叫(さけ)んだのは、リーナとフォルスだった。

　しかも、反射的に立ち上がってしまうほどの、強い驚きを伴(ともな)った叫びである。真吾も老人も、思わずのけぞった。

　二人は顔を見合わせ、目だけで確認を行った後、おそるおそる口を開いた。

「そうか、そういうことか……」

「うむ、ならば、これまでのできごとにも納(なつ)得(とく)できる」

　二人だけに通じる会話が面白くなく、真吾はぶっきらぼうに突っ込んだ。

「どういうことだよ」

　リーナはこれまでにない厳しい表情をして、言った。

「大魔王。オクターヴァに伝わる、最強最悪の代(だい)名(めい)詞(し)だ」

「そっちの世界にも、大魔王ってやつがいるのか？」

「伝説の上で、だがな」

「そんなに、ヤバイやつなのか？」

「幼児に向かってその名を口にすれば、たいていの子は泣き出す。大人でさえも、口にしただけで寒(さむ)気(け)が走る。それほど、オクターヴァ人の心に、幼い頃から刷(す)り込(こ)まれた恐怖の象徴だ」

　戦いの民であり、武勇を誇(ほこ)るオクターヴァ人が、それほどまでに恐れるのが、大魔王だという。

　それでもピンと来ない顔の真吾に向かって、リーナは続けた。

「遙(はる)か昔、大魔王はトランクィロ様との戦いに敗れ、どこかに封印されたという」

　それがどうやら、地球だったらしい。

「トランクィロ様はおっしゃっていた。勝つことはできたが、それは偶(ぐう)然(ぜん)だった、と。たまたまオクターヴァに、神殺しの剣であるブルレスケがあったから勝てたが、なければまず、勝利はありえなかった、とな」

　真吾はゾッとした。

　神ですら、魔剣なくして勝つことは不可能だと言わしめる存在。

　そんなものが、本当にこの地の底に封印されているというのか。

　だが、不気味に思う心の片(かた)隅(すみ)で、真吾はふと小さな引っかかりを覚えた。

　その引っかかりを突き止める前に、老人が「わしが話せるのはこれくらいかのう」と話を終えてしまったため、それがなんだったのか、真吾にはわからないままになってしまった。

　ただ、やるべきことは見えてきた。

　まずは仲間たちと合流して、確認しなくてはならない。

　神すら恐れる大魔王が、実在するのかどうか。

　挨(あい)拶(さつ)もそこそこに、真吾たちは老人の家を後にした。
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　合流した仲間たちの情報も、真吾たちが得た話とほとんど同じだった。

　各地で怪異が発生し、それを退治するために県巫女が活躍した、というのである。

　そして……。

「大魔王、か……」

「ほ、本当に、い、今も、そ、そんなやつが、い、いるんだか？」

「いるでしょうね」

　淳の疑問に、穂香は大げさな身振りで即答した。        　

「リーナさんたちは、神様の言葉を直接聞くことができます。その神様が大魔王をどこかに封印したというなら、それは間違いなく、この地球だと思った方がいいでしょう」

　しかも、不自然なほど抑(よく)揚(よう)をつけた口調で、「この地球……」というところでは、腕を大きく広げてみせる。

「……穂香、どうしたんだ？」

「えっ？　な、なにがですか？」

「なんかセリフが、芝(しば)居(い)がかってるんだけど……」

「あ、ご、ごめんなさい！　劇の本番が近いんで、なんか緊張しちゃって、それで、少しでも不安をなくそうと、普段から演技を心がけているんで、つい……」

「そうなんだ」

　穂香は演劇部員である。一週間後の文化祭の公演が、晴れ舞台となるわけだ。

　舞台への意気込みが感じられると同時に、しっかり者の穂香が緊張で落ち着かない様子は、ちょっぴり微笑(ほほえ)ましかった。

「えっと、なんの話でしたっけ？」

「大魔王が地球に封印されてるんじゃないかって話」

「ああ、そうでしたね。やはり、大魔王は地球に封印されている、と……」

「そこが疑問なんだけどよ、どうして封印した場所が地球だって断言できるんだ？　具体的な場所は言ってないんだろ？」

　光夫の指摘に、リーナとフォルスは「むぅ……」と唸って腕を組んだ。

「根拠、といえるほどのものかはわかりませんが、大魔王が地球に封印されていると推測はできます」

「できるのか？」

「はい。大魔王が地球、というより、この県周辺の地下に封印されていると仮定します。すると、いくつかの出来事が説明できるようになります」

　真吾はハッとした。

「地震と富士山の活動か！」

「はい。大魔王の封印が解けかけている。そう考えると、世界の危機が県周辺だけで起こるのも、地震の回数が増えているのも、富士山の活動が活発になってきているのも、繋がってきませんか？」

　確かに、推測の域(いき)は出ない。けれど、妙に説得力があるのも事実だ。

「か、神様は、だ、大魔王のことは、し、知ってるんだかな？」

「どうでしょう……。知っているなら、この状況で、私たちになにも知らされないのはおかしいですよね。だったら、知らないと考えるのが自然じゃないでしょうか」

「逆も考えられるぜ」

　反論してきたのは光夫だ。

「知っていて、俺たちに隠してるだけかもしれない」

「なんのために？」

「さあな。ただ、俺たちが世界を救うたびに、火山活動が活発になったり、地震の回数が増えたりしてるんだ。実は神様は、俺たちに世界を救わせるとみせかけて、世界を滅(ほろ)びに向かわせてるのかもしれないぜ？」

　それこそなんのために、と言いたいところだが、真吾も薄(うす)々(うす)は感じていたことなので、反論はできなかった。むしろ、光夫が同じことを思っていることや、誰(だれ)も意見を言わないことで、みんな同じようなことを想像していたのだと思い知らされた。

　重い沈黙が流れる中、最初に口を開いたのはフォルスだった。

「リーナ様、やはり帰りましょう」

「どうした、いきなり」

「この世界に大魔王が封印されていることは間違いありません。しかも、その封印が解けようとしているふしがあります。このままでは、大魔王の災(さい)禍(か)に、リーナ様も巻き込まれてしまいます」

　フォルスの言葉に、リーナは考える素振りを見せた。

「……そうだな」

「なっ!?」

「お、王女!?」

　驚く真吾たちを尻(しり)目(め)に、リーナは自分の思考に沈んでいるようだった。フォルスに対する返答も、半(なか)ば無意識だったのかもしれない。

　リーナは独り言のように続けた。

「しかし、わたくしたちも無関係ではいられまい。トランクィロ様が、こちらの神であるラメントを探せと命じたこともあるのだ。もしかしたら、トランクィロ様は、ラメントの企(たくら)みを知って、わたくしたちに探させているのかもしれない」

「しかし、その命は撤(てつ)回(かい)されたはずです」

　だからこそ、リーナたちは地球への侵(しん)攻(こう)を断念したのだ。

「探す必要がなくなったか、あるいはなにか考えがあって撤回したのか……。いずれにせよ、これはトランクィロ様に確認せねばなるまい」

「確認、とは？」

「大魔王の存在、ラメントの目的、そして、トランクィロ様の地球侵攻の目的を、だ」

　それには、真吾たちも賛成だった。もしラメントが敵であった場合、真吾たちはリーナたちの神であるトランクィロと共(きよう)闘(とう)する道も模(も)索(さく)しなければならないだろう。そのためにも、ハッキリとした事実が必要だった。

「ではもし、トランクィロ様が大魔王の存在を認め、危険だから帰ってこいとおっしゃったら、リーナ様はオクターヴァに帰るのですか？」

「わからん。ただな……」

　リーナは下腹に力を込めるように、息を吸い込んだ。

「帰るかどうかは、話を聞いた上で、わたくしが決める。だからフォルス、妙な期待はするなよ？」

「はっ……」

「もっとも、どう転ぶかはわからんがな……」

　最後の一言は、小さすぎて真吾たちの耳には聞こえなかった。

「『県(あがた)』に関する情報は、あらかた出(で)尽(つ)くしたみたいですね」

　穂香がまとめに入る。

「あとは、リーナさんたちの報告を待って、最後のまとめに入ります。今回の話を聞いて、ちょっと気になることもあったので……」

　真吾たちも、さらなる調査を続けることになった。

　文化祭は一週間後。

　そのときに、世界の危機の全容、とまではいかなくても、輪(りん)郭(かく)くらいは摑むことができるだろうか。

　真実に迫っているという手(て)応(ごた)えを感じながらも、不安ばかりが増していくような気がするのは、これまでになく話が大きくなっているからだろう。

　あと一週間。

　穂香の劇も、世界の危機の全容も、一週間後が勝負となる。

　ふと気づいたが、穂香は演劇部の活動と、クラス展示の発表も、同時に行っているのだ。演劇部での役(やく)所(どころ)はわからないが（学校では陸上部で家ではメイドを頑張った結果、とある会社の社長秘書になる役とは聞いていたが）、クラス展示は穂香が中心になって進めているらしい。どちらも相当な負担だろう。

「穂香」

「はい？」

「ちゃんと、休んでる？」

　キョトンとする穂香だったが、心配されていると気づいたのだろう。大丈夫だということをアピールするかのように、満面の笑顔で細い腕に力を込めてみせた。

「こう見えても、体力には自信があるんです。それに夜はちゃんと八時間は寝るようにしてますし、それでも疲れが取れない場合は、その……、授業時間を使って、回復に励(はげ)んでいるので」

　ようするに、居眠りしているということか。

　真吾は安心して、言葉をかけた。

「あと一週間、頑張れよ」

「はい、真吾くんたちもぜひ、見に来てくださいね！」

　穂香の笑顔を見ていると、不安が吹き飛ぶようだった。

　そんな二人の姿を、リーナがムスッとした顔で見ていることに真吾と穂香は気づかなかったし、そのリーナの姿を、浮かない顔でフォルスが見ていることに、リーナは気づかなかった。
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　美(み)須(す)々(ず)ヶ丘(おか)女子高等学校は、その名の通り、女の子ばかりが通う学校である。

「思(し)春(しゆん)期(き)の少女を世(せ)俗(ぞく)の汚(けが)れから守る」などと公(こう)言(げん)するだけあり、非常に規(き)律(りつ)や規則に厳(きび)しいお嬢(じよう)様(さま)学校だ。男女交際は禁じられており、もしこの校則を破った場合には退学もありえるほどなのだ。

　とはいえ、そこは思春期の女の子たちである。教師の目を盗んで恋人を作り、こっそりとデートを重ねる者も少なくない。

　そのため、一般人が来校できる文化祭は、恋人たちにとっては、堂々と（しかし、周囲にそうとは気づかれない範(はん)囲(い)で）一(いつ)緒(しよ)にいられる日であり、恋に憧(あこが)れる女の子たちは、ここぞとばかりによさげな男の子を見(み)繕(つくろ)い、教師たちは、そんな浮(うわ)ついた生徒たちを戒(いまし)めようと目を光らせる。それぞれの理由や目的はあるものの、一年で最も華(はな)やかな賑(にぎ)わいを見せる日なのは確かだった。

　来校者の、特に可愛(かわい)い女の子を物(ぶつ)色(しよく)に来るような男連中も同じである。可愛い子が揃(そろ)っているという噂(うわさ)を元に、毎年かなりの男性がやってくるのだ。当然、目的が一致しているのだから、カップルの発生率は高い。これでは校則の意味がないと、かなり前から文化祭はチケット制になっているものの、効果があるとは言(い)い難(がた)かった。

　生徒一人につき一〇枚のチケットが配られ、入校の際にはチケットと身分証の提示が求められる。しかも、チケットを渡した生徒の名前と関係までチェックされ、学生はその学校の制服を着用することが入校の条件となる念の入れようである。

　そうまでしてなお、毎年カップルが成立してしまうのだから、学校の理念としては困ったものなのだが、実は生徒はそうした厳(げん)重(じゆう)な警(けい)戒(かい)をくぐり抜け、監(かん)視(し)の網(あみ)をくぐって恋人を作ったり逢(おう)瀬(せ)を楽しむことにスリルを感じ、教師たちも、よほどの問題がない限り黙(もく)認(にん)するどころか、生徒たちがどんな手段で教師たちの目を欺(あざむ)こうとするのか楽しんでいるところすらある。

　もちろん、教師側のスタンスを、生徒たちは知らない。だからこそ、真剣に、一生懸命に、恋を成(じよう)就(じゆ)させようとするのだ。そうして生まれた恋は、それだけ真剣なものという証(あかし)にもなる。その恋がどのような結末を迎えるのであれ、一(いち)途(ず)な恋は、いつか最高の思い出になる。それがわかっているから、教師たちは見て見ぬふりをすることもあるのだ。

　そんな文化祭の裏の顔のことは知らず、真(しん)吾(ご)たちは美須々ヶ丘女子校の門をくぐった。

　穂香(ほのか)から渡されたチケットを手に、真吾をはじめとする男連中は唾(つば)を飲みこんだ。

「ついに、来たか……」

「こ、ここが、ぜ、全男子のあこがれ、ひ、秘密の花園なんだな」

「うお、ホントに女の人しかいないんだな」

　当然のことに光(みつ)夫(お)は感心している。

　校門付近では、各クラスやクラブの催(もよお)し物(もの)をお知らせするチラシを配ったり、呼び込みを行ったりと、客引き合戦が繰り広げられている。もちろん、呼び込んでいるのは可愛らしい声を張り上げる女子高生だ。

「よろしくお願いしまぁーす！」

　真吾たちにも早速、エプロン姿の女の子たちから、何枚かのチラシが差し出される。

「ぜひ、来てくださいね」

　満面の笑顔で、手を握るようにチラシを渡され、真吾はドギマギした。狙(ねら)ってやっているのか、素(す)でやっているのか定かではないが、破壊力は大きかった。制服の上にエプロンというのも強力な要素だ。

　その後も、入れ替わり立ち替わり女の子たちがやってきては、チラシを渡しつつ、自分たちのクラスの出し物をアピールしては去っていく。

「し、真吾、しっかり手(た)綱(づな)を握っていてくれ。でないと拙(せつ)者(しや)、野性に返りそうだ……」

　興(こう)奮(ふん)するタロウは、かろうじて理性を保(たも)っているようだ。ムリもない。右を見ても女子高生、左を見ても女子高生。ただでさえ女性率が高いのに、文化祭で弾(はじ)けたテンションが若々しい瑞(みず)々(みず)しさでスカートをひるがえらせ、ちょっと遊んで行ってよ、と腕を引いてねだるような目で見上げてくるのだ。積(せつ)極(きよく)的(てき)な勧(かん)誘(ゆう)や客引きの大胆さに目もくらむばかりである。

「落ち着け、タロウ。ここで問題を起こしたら、俺(おれ)たち全員が追い出されかねないんだぞ」

　美須々ヶ丘の文化祭は、ペット同伴も可能である。文化活動の発表の場でもある上、この日ばかりは学校外の人々にも門(もん)戸(こ)を開かなければならない。そのため、身(しん)体(たい)障(しよう)害(がい)者(しや)や視(し)覚(かく)障害者などの来校も視(し)野(や)に入れて、盲(もう)導(どう)犬(けん)や聴(ちよう)導(どう)犬(けん)、介(かい)助(じよ)犬(けん)といった動物を受け入れる一方、ペットの同伴を希望する来校者の声に押される形で、数年前からペットの同伴を認めるようになったのだ。

　飲食物の出店が乱立する中庭だけは、衛(えい)生(せい)上(じよう)の理由から立ち入りが禁止されているが、それ以外は基本的に自由に行動することができるため、タロウも無事に参加することができたのだった。

「にぎやかなのです、おまつりなのですぅ！」

　文化祭の雰(ふん)囲(い)気(き)に興奮を隠(かく)しきれないのは美(み)也(や)だ。今にも走り出して、どこかに突っ込んでいきそうな勢いである。

「清(きよ)美(み)は、大丈夫か？」

　先週から体調を崩(くず)しているらしい清美だが、今日の調子は悪くないようだ。いつものように無表情ながらも元気な様子で「大丈夫」と、親指を立ててみせる。

「まったく、貴(き)様(さま)らは浮かれすぎだ」

　リーナは腕を組んで、真吾たちを睨(にら)みつける。

「そんなに女ばかりの学校がいいのか？」

「「「「あたりまえだ！」」」」

　とは、男四人の合唱である。

　真吾は力(りき)説(せつ)した。

「いや、違うな。『女子校』ではく、『女子校の文化祭』というところがポイントなんだ。女の子ばかりの世界に男がやってくる。異性と隔(かく)離(り)された世界にあって、唯(ゆい)一(いつ)接(せつ)点(てん)を結ぶことができる特別な日。そこにかける乙女(おとめ)たちの純(じゆん)情(じよう)。俺たちが感じ入るのは女の子がたくさんいるという状況ではない。女の子たちだけの世界に男が入り込んだときの、彼女たちの想いに感(かん)銘(めい)を受けるのだ！　たとえば、あの子を見てみろ！」

　真吾が指さす先には、一人の女の子が、二人組の男子高校生に声をかけている。

「あ、あの、すいません、これ……」

「うん？」

「なんだい、これは」

　女の子は怯(おび)えた様子でチラシを差し出す。

「私たちのクラスがやっている焼きそば屋の案内です。わ、割引券も付いてますので、よろしければどうぞ……」

　チラシの束(たば)を抱きかかえ、逃げ腰になりながら、男子高校生の様子を窺(うかが)う。積極的な性格ではないのかもしれないし、男の子と話をするのが苦手なタイプなのかもしれない。けれど、与えられた役割を放り出すわけにはいかない。精(せい)一(いつ)杯(ぱい)の勇気を振(ふ)り絞(しぼ)って、彼女は声をかけたのだろう。

　女の子はいつしか、目をぎゅっとつむっていた。もう少しで、その場から逃げ出していたかもしれない。

　逃げ出すことがなかったのは、男子高校生が、差し出されたチラシを受け取ったからだった。

「ありがとう、お昼時になったら行ってみるよ」

　一瞬、なにが起きたのかわからないのか、呆(あつ)気(け)にとられた顔をする。だがすぐに、勧誘に成功したのだと悟(さと)ると、女の子は花が咲いたような笑顔になって、深々と頭を下げた。

「こ、こちらこそ、ありがとうございます！　あ、あの、私、お二人がいらっしゃるの、楽しみに待っています！」

　感激のあまり、目にはうっすらと涙が滲(にじ)んでいる。その姿を見て、男子高校生は顔を赤らめ、「う、うん」というぎこちない返事をしつつ、たとえ全世界が敵に回ろうとも、彼女のクラスの焼きそばは食べに行かねばなるまいと決意する様子だった。

「……どうだ、わかったか？」

　真吾は自信満々に言った。

「さっぱりわからん」

　リーナは歯(し)牙(が)にもかけずに斬(き)り捨(す)てた。

　真吾はめげずに、とくとくと語った。

「つまりだな、今日は運命という名の出会いがいくつも生み出されるであろう特別な日なんだ。女の子たちの純真さと、ちょっぴりの打(だ)算(さん)とが、よりいっそう女の子たちを女の子らしく、可愛く、美しく、健(けな)気(げ)に飾りつけ、魅力的にさせる日なんだ！　女の子がたくさんいるからウハウハ？　その程度でウハウハできるようでは、そいつの高は知れている！　真の男が心躍(おど)らせるのは、女の子たちの、一(いつ)世(せい)一(いち)代(だい)の勇気を振り絞る姿であり、一つの目標に向かって邁(まい)進(しん)する仲(なか)睦(むつ)まじい友情であり、そんな意気込みであり、今日のために積み重ねてきた努力の片(へん)鱗(りん)を垣(かい)間(ま)見(み)たときなのだ！　そう、ただのイベントに興味はない！　俺が求めるのは、努力と勇気と友情がもたらす行動と結果、そして一(いつ)喜(き)一(いち)憂(ゆう)する女の子たちの可(か)憐(れん)な姿なのだぁ！」

「……リーナ様」

　唖(あ)然(ぜん)とするリーナに代わって、フォルスが口を開いた。

「やはり、この男と関わっているのはよくありません。いまからでも遅くはないでしょう。僕と一緒に帰りましょう！」

「……うむ、そうだな。その前に、こいつを八つ裂きにしてわたくしの婚約者であったという事実を消去してからだがな。――と無(む)性(しよう)に言いたい気分だぞ」

　それはもう、言ってるも同然ではないだろうか。

「だいたい、貴様はわかっていない！」

　真吾に指を突きつけ、フォルスは憤(ふん)慨(がい)する。

「一世一代の振り絞る勇気？　仲睦まじい友情？　ふん、愚(おろ)かな。この世にはそんなものを必要としないお方もいらっしゃるのだ。そう、リーナ様こそがまさにそのお方だ！　生まれたときから勇気の塊(かたまり)であり、この世のすべてが僕(しもべ)として跪(ひざまず)くリーナ様にこそ萌(も)えるべきだ！　一般庶(しよ)民(みん)の女どもに萌えているようでは、貴様の程度こそ知れているな、ミヤタシンゴ！」

「なんで『萌え』とか知ってるんだよ！　っていうか、そのどこに萌える要素があるんだ!?」

「わからんか。だろうな。いいか、この際だから教えてやる！　あれは忘れもしない、五年ほど前のこと、僕とリーナ様が初めてお見合いをしたときのことだ」

　フォルスは、生まれたばかりの頃からリーナの姿を遠くから目にすることはあったが、実際に顔をあわせたのはこのときが初めてだったらしい。

「僕たちは二人きりにされ、散歩に出た」

　その辺はこちらの世界のお見合いと同じのようだ。

「その先で遭難した」

　ちょっと待て。

　なんでお見合いの席の散歩で遭難するんだ。

「見知らぬ森に迷い込み、辺りは薄(うす)暗(ぐら)くなっていた。しかも、当時のオクターヴァは大怪獣ギルガトラスが猛(もう)威(い)をふるっていた。正直に言おう。僕は怖かった。みっともなく泣いていた。恐怖のあまり、歩くことも立ち上がることもできなかった。そんな僕を、リーナ様はひっぱたいた。そしておっしゃったのだ。『心配するな。わたくしが必ず、無事に帰してやる』と。そのときの力強い瞳(ひとみ)に、僕は打ちのめされた。有(う)無(む)を言わさぬ口(く)調(ちよう)に、身が引き締まる思いだった。僕は立ち上がることができた。もう一度、歩み出すことができた。大怪獣ギルガトラスが襲(おそ)ってきても、二人で撃(げき)退(たい)することができた」

　撃退したのか、大怪獣を。

「そのとき、僕は決意したのだ。この方に一生付いていこうと。そして思い知らされたのだ。リーナ様は、存在自体が勇気であり、努力であり、友情であると。どうだ？　わかったか？」

「えっと、ようするに、それがきっかけで、おまえはリーナにぶった叩(たた)かれるのが趣味になった、と」

「趣味ではない！　愛だ！　というか貴様！　全然わかってないだろ！」

「わかるか！」

「なんだと!?　では貴様はリーナ様のどこに萌えるというのだ！」

「普段は暴力的でかわいげもない！　けれど、たまにのぞかせる感謝の言葉や戸(と)惑(まど)う姿というギャップはいい！　だがあと一歩萌えない！　なぜか!?　そこに愛がないからだ！　だからおまえの言うリーナの萌えはまだよくわからん！」

「はんっ！　リーナ様の魅力がわからんとはな！　しかも貴様が挙(あ)げたポイントは解(かい)釈(しやく)が間違っている。感謝の言葉？　戸惑う姿？　違うな。それはリーナ様が、貴様のために目線を下げ、人(じん)心(しん)を掌(しよう)握(あく)しようとする帝(てい)王(おう)学(がく)の賜(たま)物(もの)にすぎない！　そう、あれは忘れもしない三年前、僕はリーナ様に……」

「貴様ら、少し黙れ！」

　リーナの怒りの鉄(てつ)拳(けん)が、真吾とフォルスのみぞおちに突き刺さる。

「ぐほぉぉぉぉ……！」

「り、リーナ様、なぜ……」

「公衆の面前でわけのわからんことを吹(ふい)聴(ちよう)するな！　貴様らはともかく、このわたくしが恥をかくではないか！」

　言われてみると、周りの女の子たちがこちらを見て笑っている。笑われるだけならいいが、変な目でも見られているらしく、あちこちから不(ふ)審(しん)の目を向けられていた。

「し、しかしリーナ様、僕はリーナ様の素晴らしさを世に伝えようと……」

　フォルスの言葉はリーナのゲンコツで遮(さえぎ)られた。地面に顔から倒れるフォルスを見て、真吾たちは本人に代わって「うわぁ……」と呻(うめ)きをあげた。

「今日の目的を忘れたのか？　わたくしは先に行くぞ」

　一人でズンズンと行ってしまう。

　真吾たちは顔を見合わせて、リーナの後を追った。誰(だれ)もフォルスに手を貸さなかったのは、当然のことだった。







「大丈夫？　立てる？」

「う、うーん……」

　何者かに肩を揺(ゆ)すられ、フォルスは地面から顔を引きはがした。

「な、なんとか……」

　顔を上げると、見知らぬ少女がフォルスを覗(のぞ)き込(こ)んでいた。心配して、というより、興味のある顔つきで、フォルスに肩を貸す。

「あら、泥(どろ)だらけじゃない。せっかくの綺(き)麗(れい)な顔が台(だい)無(な)しよ」

　少女はハンカチを取り出すと、フォルスの顔をぬぐった。子供扱いされているみたいだが、不思議と嫌ではなかった。

「……ありがとうございます」

「いいのよ。私は、あなたに用があったんだから」

「は？」

　見知らぬ少女は、不敵、という言葉がふさわしい笑みを浮かべた。フォルスはなぜか、その顔から目が離せなかった
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　穂香のクラスは、クラス展示の他に、教室で喫(きつ)茶(さ)店(てん)を開いているという。

　美須々ヶ丘では、クラスごとになんらかの研究発表が義務づけられており、喫茶店などの模(も)擬(ぎ)店(てん)を行うには、二つを両立させなければならないらしい。

　当然、それだけ負担は増えるわけだが、クラス展示のみにするクラスはない。というのも、集客という点でクラス展示ではまったく勝負にならず、どうしても模擬店やそれに類(るい)するイベントを行う必要があるのだ。

　ではどうしてそこまで集客にこだわるのかというと、もっとも集客の多いクラスには、学校から賞品が提供されるのだという。それが一〇枚綴(つづ)りの学食無料券全員分だったり、購(こう)買(ばい)にある文房具三〇パーセントＯＦＦ券だったりするので、ちょっとした熱が入るのだ。

　また、優勝したクラスには恋の祝(しゆく)福(ふく)があるとされ、実際、優勝したクラスの生徒の多くに、交際相手ができているという。これはあくまで多少の事実を交えたオカルトではあるが、一生懸命な姿に心うたれた来校者の男性が、女生徒に惹(ひ)かれて声をかけるという自然な感情の流れがあるためだ。それゆえ、この伝説を信じて、女生徒は奮(ふん)闘(とう)し、文化祭を盛り上げるのに一役買っているらしい。

　確かに、単純な賑わいだけを見れば、真吾たちの学校の文化祭よりも華やいでいる。女の子が多いからという理由ではなく、活気があり、思わず財(さい)布(ふ)の紐(ひも)が緩んでしまうような、独特の雰囲気が流れているのだ。

　穂香は、喫茶店のウエイトレスとして、午前中いっぱいは働いているという。校内をざっと見て回った真吾たちは、お昼のピークを避けて、少し早めの昼食を取るために、穂香のクラスの喫茶店に向かうことにした。

　教室の前には、穂香が所(しよ)在(ざい)なさげに立っていた。

「あれ？　穂香？」

「あ、真吾くん。こんにちは」

「その格好は？」

「え？」

　と首を傾(かし)げる穂香は、メイド服姿だった。

　典(てん)型(けい)的(てき)な白と黒のエプロンドレスに、太ももまで露(ろ)出(しゆつ)したスカート、白のオーバーニーソックスと、フリルの付いたカチューシャを身につけている。

「メイドさんですけど？」

「喫茶店じゃなかったの？」

「あ、言ってませんでしたっけ？　いわゆる、メイド喫茶なんです」

　なるほど、そういうことか。

「ふぅーむ」と、男連中は穂香に見入った。

　シンプルなメイド服と、過(か)剰(じよう)な露出が絶(ぜつ)妙(みよう)なバランスで共存している。慎(つつ)ましやかさと色気の融(ゆう)合(ごう)は、一種の美(び)的(てき)極(きよく)致(ち)でさえあると思わせた。

　他にもいろいろと感じ入るところはあったが、背後でリーナと清美が凄(すご)みをきかせて睨みつけており、また、穂香の様子に元気がないため、真吾は観(かん)賞(しよう)を取りやめた。

「どうしたの、穂香。なんか元気ないみたいだけど」

「ええ、実は……」

　教室の中に案内されると、事情は一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)だった。

　客が一人もいないのである。

「こ、これは……」

「はい、ずっとこんな感じなんです」

　いくら昼前とはいえ、客がゼロというのは考えられない。実際、去年も同じメイド喫茶を営んだのだが、この時間帯でも、常に数人の来客はあったのだという。

「……どういうことだ？」

　なにか原因があるのではと、真吾たちは教室内を見回した。

　すぐに目に付くのは、手持ちぶさたそうなメイドさんたちだ。学校の模擬店という時点で、メニューの味にはそれほど期待はできないだろうから、彼女たちが文字通りの「顔」となっているのだろう。どの子も可愛らしく、またメイド服が似合い、なかなかのプロポーションを持っている。こんな子たちに給(きゆう)仕(じ)されるなら、若い男性は喜んで来店しそうなものだが、その気(け)配(はい)がないというのはやはりおかしい。

　他には、喫茶店なのに、壁(かべ)際(ぎわ)には一面に模(も)造(ぞう)紙(し)による研究発表が展示されているのがおかしいといえばおかしいが、これはどこのクラスも同じことなので、ここだけが特別というわけではないようだ。

「呼び込みは、やってるんだよね？」

「はい。校門のところで、チラシを渡されませんでしたか？」

　真吾は手にしていたチラシをめくってみた。確かにメイド喫茶のチラシはあったが、大勢に詰め寄られたため、いつ渡されたのかわからなかった。

「あまりに人が来ないんで、教室の入り口で呼び込みもしてたんですけど……」

　まったく効果がなかったらしい。

　穂香のような可愛いメイドに誘(さそ)われて、それでもスルーできるとは、いったい世の男どもはなにを見ているのか。

　真吾は憤(いきどお)ったが、現実に客が来ないということは、それだけの魅力を持ち得ていないということでもあるのだ。信じられないことだが、どうやらそれが、事実らしい。

「穂香姉ちゃんをスルーできるってことは、それ以上の目的があるんじゃないか？」

　光夫の意見には、賛成半分、反対半分だった。

　客がいない以上、光夫の意見は正しいのだろう。しかし、女子高生のメイド姿以上に魅力的なものがあるものなのか、真吾にはにわかに想像がつかなかった。

「他のクラスの、偵(てい)察(さつ)に行ったほうがいいかもしれないな」

「その必要はない！」

　突然乱入してきた声に、真吾たちはハッとして振り向いた。そこには、なぜかメイド服姿のフォルスが立っていた。

「……フォ、ルス？」

　リーナの目は点になっていた。きっと、真吾も同じだったにちがいない。メイド喫茶の女の子たちも同様だ。

　真吾たちの動揺にかまわず、フォルスは宣言した。

「ミヤタシンゴ！　僕は貴様に勝負を挑(いど)む！」

「な、なんだよ、いきなり！　しかも、そんな格好で！」

「そんな格好とは失礼な！　これは偉大なる主人に仕える者の由(ゆい)緒(しよ)正しき正装と聞いた！　これこそ、リーナ様に生(しよう)涯(がい)の伴(はん)侶(りよ)として仕えるべき僕にもっともふさわしい服装と言えるではないか！」

　間違ってはいないが、激(はげ)しく間違っている。

　しかし、女性と勘(かん)違(ちが)いされるほどのフォルスだけあって、メイド服がよく似合っていた。恐ろしいことに、男という事実さえ知らなければ、むきだしになった素(す)足(あし)が、思わず見入ってしまいそうになるくらい細く綺麗なラインを描いている。もしかしたら、これを着せた誰かは、フォルスのことを女の子だと思っているのかもしれない。

「で、なにを勝負するって？」

「この喫茶店と、僕の協力者が経営する喫茶店、どちらが多くの利益を生むか、勝負だ！」

「はぁ!?」

　真吾たちの声は裏返った。

「なんでそんな勝負になるんだよ！」

「僕と協力者、二人の利害が一致したからさ」

　協力者。つまり、フォルスと組んでこの喫茶店に勝とうとしている人物がいるということか。閑(かん)古(こ)鳥(どり)が鳴いている理由は、どうやらその辺にありそうだ。

「……見返りは？」

「きみたちが勝ったら、僕はおとなしく退(たい)散(さん)する。逆に僕が勝ったら、リーナ様をオクターヴァに帰してもらう」

「バカを言うな」

　リーナが割って入る。

「わたくしとは関係ないことで、帰る帰らないを決められてたまるか！」

「そうもいかないのですよ、リーナ様」

「なに？」

「もし帰りたくないとおっしゃるのであれば、自力でその道を示すことです」

「……どういうことだ？」

　訝(いぶか)しむリーナに、フォルスは告げた。

「トランクィロ様から直(じき)々(じき)の命令です。この勝負に僕が勝てば、ムリヤリにでもリーナ様を連れ帰ってもよい、とね」

「な、なんだとぉ!?」

　リーナの叫(さけ)びは、焦(あせ)りや驚(きよう)愕(がく)以上のものを含んでいた。

「フォルス、トランクィロ様からおまえに連絡があったというのか!?」

「ええ、そうです」

「ば、バカな……！」

　リーナはフォルスの言葉を疑っていた。ムリもない。大(だい)魔(ま)王(おう)のことをトランクィロに聞くと言っていたリーナだが、実は先週からまったく連絡が取れなくなっていたのだ。

　オクターヴァで神の声を直接聞くことができるのは、リーナの一族だけである。遠(とお)縁(えん)とはいえ、フォルスたちには一度も接触をしたことのない神が突然、リーナたち以外に声を聞かせたというのだ。なにか、尋(じん)常(じよう)でない事(じ)態(たい)が起こっているのかもしれない。

「と、いうわけです、リーナ様」

　恭(うやうや)しく頭を下げながらも、フォルスの目には挑戦的な輝きが灯(とも)っている。

「やつらの味方をしないというのであればけっこうです。そのぶんだけ、僕たちが勝って貴女(あなた)を連れ帰る確率が増えるというもの」

「……くっ」

「どのみち、貴女の意思の及ばない勝負なのです。ミヤタシンゴ、貴様はこの勝負、受けるよな？」

「い、いや……」

　真吾としては思(し)案(あん)のしどころだった。

　リーナたちの神が、リーナを連れ帰ることを認めた。それはつまり、真吾とリーナが結ばれなくても、世界の危機を回避できる目(もく)算(さん)がついたということではないだろうか。ならば、この不(ふ)条(じよう)理(り)な婚約関係を解消できるチャンスでもある。

　しかし、そうできない、いや、したくないと思う自分がいる。婚約関係の解消はともかく、このままリーナと別れてしまうことに、抵抗を覚えるのだ。

　それに……。

　なんだかわからないが、自分たちの営業に支(し)障(しよう)をきたす事態が起こっているということを、穂香のクラスメイトも悟ったようだ。みな不安げな表情で、真吾とフォルスのやりとりを見守っている。

　ここで勝負を受けなければ、彼女たちを見捨てることになる。せっかく頑(がん)張(ば)ってきた彼女たちの努力を、水(みず)の泡(あわ)にしてしまう。そんなことはできなかった。

「いいぜ、受けてやる！」

「し、シンゴ!?」

「いいのか!?」

　最初から、真吾の退(たい)路(ろ)は断たれていたのかもしれない。勝負を受けて立つことを見越しての作戦なのかもしれない。どちらにせよ、穂香たちに文化祭を楽しんでもらうには、勝負を受けなければならないのだ。やるしかない。

「それでこそ、リーナ様の婚約者にふさわしい。勝負を受けた勇気だけは認めてやろう。だがな」

　フォルスは嘲(あざけ)るように笑って、身をひるがえした。

「ついてくるがいい。僕たちの経営する喫茶店が、どれほどのものか、貴様たちに見せてやろう！」




３




　フォルスが向かったのは三年の教室だった。その教室の前には長(ちよう)蛇(だ)の列ができており、別世界のような賑わいを見せていた。

「う、やっぱり、こっちに客を取られてたのか」

　予感は当たった。さらに、追い打ちをかけるような人物が姿を現した。

「お、来たね、穂香」

「せ、先(せん)輩(ぱい)!?」

　それは穂香の部活の先輩で、真吾たちとも何度も面(めん)識(しき)のある武(たけ)石(いし)理(り)沙(さ)だった。

「じ、じゃあ、ここは先輩たちのクラスなんですか!?」

「そうよ」

　理沙は、穂香と同じメイド服を着用していた。違いがあるとすれば、胸が強調されるデザインになっており、さらに胸元もざっくりと開いた作りになっている点だろうか。胸元の大きなリボンが、かろうじて節(せつ)度(ど)を保たせているが、色気は段違いだった。
















「せ、先輩たちのクラスも、メイド喫茶なんですか？」

「いいえ、コスプレ喫茶よ」

　理沙は行列にもかまわず、真吾たちを中へと案内した。

　そこには、異空間が広がっていた。

　コスプレ喫茶というだけあって、様々なコスチュームの女の子がウエイトレスとして動き回っている。定番のメイドから、巫(み)女(こ)、ナース、婦(ふ)警(けい)、スチュワーデス、バニーガールにネコミミ少女、さらにはブルマ付き体操服など、バリエーションも豊富だ。

　しかも、彼女たちはみんな、露出の高い、際どい格好の衣装を身にまとっているのだ。

　バニーガールや体操服などはもちろん、ナースや婦警、スチュワーデスのスカートは極(きよく)端(たん)に短く、巫女服も下になにも身につけていないのか、胸元周辺の素(す)肌(はだ)がむき出しになっている。ネコミミ少女に至っては、なぜかスクール水着である。さすがにそのままで公共の場を歩かせられないのか、薄手のパーカーを羽(は)織(お)っているが、素足はほぼむき出しであり、パーカーの隙(すき)間(ま)から垣(かい)間(ま)見(み)える胸の膨(ふく)らみや、女の子の体の輪郭が、凶(きよう)悪(あく)なまでに目を惹きつける。

　さらに。

　彼女たちは、通常の接客ではありえないような至近距離で、注文を受けたり、品物を机の上に並べたりするのだ。この時点で、男連中の視線は釘(くぎ)付(づ)けである。

　露出の高い女の子がすぐ側(そば)にいるだけでなく、彼女がすぐ隣(となり)に立って、顔の高さに胸が来るように姿(し)勢(せい)を調節し、甘い声で囁(ささや)いてくれるのだ。これでもう、男どもは悩(のう)殺(さつ)されたも同然である。

「こ、これは……」

「うむ……」

「ま、まずいんだな……」

　光夫にタロウ、淳は、この喫茶店の恐ろしさを充分に感じとったようだ。

　隙がない。真吾たちの第一の感想がそれだった。

　コスチュームもさることながら、それを着こなす女生徒のレベルも高い。ただ可愛いとかキレイだとかいうのではなく、コスチュームにあったキャラクターを、適所にあてがっているのだ。

　例えば、ナースや婦警なら美人のやり手系、バニーガールは巨乳でスタイルのいい子、ネコミミスク水少女は黒髪ロングで童(どう)顔(がん)の幼児体型、体操服はショートカットの似合う活動的な女の子と、王道を行っていて付け入る隙がない。そこにきて、理沙のような見(み)映(ば)えもして、胸が大きくてスタイルも良くて、しかもメガネっ子のメイドがいるのでは、こういってはなんだが、ただのメイド喫茶である穂香たちでは、太(た)刀(ち)打(う)ちできそうもなかった。

「どう？　私たちのコスプレ喫茶は」

「勝ち目がないと思うのなら、ムダな抵抗はせず、早いうちに降(こう)参(さん)するんだな」

　理沙とフォルスは、肩を並べて含み笑いをする。

「おい、まさか……」

　フォルスは、自分に協力してくれる人がいると言っていた。それが、つまり、武石理沙ということなのか？

「その通り！」

　なぜか勝ち誇ったように、フォルスは胸を張る。

「リサ様は僕の想いに同調してくださった。リーナ様を想い、憂(うれ)う僕に同情してくださった」

「そして私は、穂香たちに勝ちたかった。二人の利害は一致した」

「手を組み、喫茶店を成功させるために、僕は僕にできることを求めた。リサ様はそれを与えてくださった」

　どうやらそのできることが、メイド服を着ることだったようだ。いまいち発想がわからないが。

「先輩、どうして、私たちのクラスを目(め)の敵(かたき)にするんですか？」

「去年、あんたたちは同じメイド喫茶で優勝したわよね？　私たちは僅(きん)差(さ)で二位だった。最後の文化祭くらい、有(ゆう)終(しゆう)の美(び)を飾りたいじゃない？」

「そんな……」

「それに、穂香にとってもいい話じゃない？」

　理沙は穂香の肩を抱いて、囁いた。

「もしあんたたちが負ければ、リーナちゃんは国に帰るんでしょ？　ライバルを減らすチャンスじゃない」

「そ、それは……、でも……！」

「フォルスくんはいい子じゃない。誰かさんと違って、ちゃんとリーナちゃんのことを想ってるみたいだし。ね？　私たちが勝ったほうが、みんなが幸せになれるんじゃない？」

「まさにその通りです」

　フォルスが感激のまなざしで頷(うなず)く。

「リサ様は僕の想いを理解してくれました。そして僕も、リサ様の理想を理解できる。一目見たときから、どこか神(こう)々(ごう)しいものを感じていましたが、いや、まさに神のごとき慧(けい)眼(がん)。みごとな人(じん)心(しん)掌(しよう)握(あく)術(じゆつ)。我ら二人の利害が一致した以上、貴様らに勝ち目はない！」

　なんだか二人は、妙に意気投合したようだ。

　穂香は反論できないことが悔(くや)しいのか、ぎゅっと唇(くちびる)を嚙(か)みしめている。

　二人の団結力はわかった。コスプレ喫茶が脅(きよう)威(い)であることもわかった。

　となれば、もうここにいてもしかたがない。

　精神衛生のためにも、真吾たちは穂香のクラスへ戻ることにした。

　理沙とフォルスの高笑いが、廊(ろう)下(か)に響(ひび)き渡(わた)る……。







　教室に戻った真吾たちは、女の子たちのすがるような視線を感じつつも、まずは椅(い)子(す)に腰を下ろして一息入れずにはいられなかった。

　思ったよりも、敵の牙(が)城(じよう)は強(きよう)固(こ)で堅(けん)牢(ろう)だった。

　一見すると、華やかな数々の衣装とそれを着こなす女の子たちばかりに目がいく喫茶店だが、細部まで見ると、実に戦(せん)略(りやく)的(てき)に経営していることがわかる。

　美須々ヶ丘の文化祭の来訪者は、男性の比率が圧倒的に多い。

　チケット制であるがゆえに、来場者のほとんどが生徒の家族か、親(しん)類(るい)縁(えん)者(じや)になる。それ以外となると、生徒会と学校側が近(きん)隣(りん)の学校に進(しん)呈(てい)した分の学生か、闇(やみ)取(とり)引(ひき)で高額な料金と引き替えにチケットと偽(ぎ)造(ぞう)身分証を手に入れた者だけである。

　家族や親類縁者の男女比は半々としても、生徒会と学校がまいた分は、美須々ヶ丘に興味のある女学生以外は男子の比率が多いし、闇取引分となると、まず確実に女の子との出会いが目的の男性である。

　ようするに、男心さえ摑(つか)んでしまえば、大勢は決するのだ。その点、コスチュームの多様さと、卑(ひ)猥(わい)にならないギリギリの色気で、男心はがっしりと摑んでいるようだった。

　もちろん、それだけで穂香たちのクラスががらがらになるわけではない。

　理沙は小さい子供のいる家族連れも逃(のが)さないように、喫茶店の一角にフリーマーケットを設(もう)けており、生徒が家から持ってきた自分のお古や家族の衣服、装(そう)飾(しよく)品(ひん)を並べて、お母様方にもアピールしている。また、子供向けにも、カードゲームやプラモデル、人形やぬいぐるみを取りそろえ、人心の掌握に余(よ)念(ねん)がない。

　さらに、唯一の難(なん)点(てん)であった、色気や物で釣れないような奥様方には、中性的な容(よう)姿(し)で美形のフォルスという最終兵器を投入することで、見事取り込みに成功しているのだ。真吾たちが「隙がない」という感想を抱いたのは、そのためである。

「整理しよう」

　言いながら、真吾はすでに敗北感に打ちのめされつつある自分を自覚していた。

「穂香たちの喫茶店が勝てる見込みはあるか？」

「…………」

「…………」

「…………」

　みんな、無言である。

「……付け入る隙がないな」

「……完(かん)璧(ぺき)すぎる」

「……ど、どうすればいいのか、わ、わからないんだな」

　口を開いたかと思えば、観念したような言葉ばかりが出てくる。これを真吾は責められなかった。

「まさか、もう負けを認める気なのか？」

　トゲのあるリーナの言い方に、真吾はムッとする。

「じゃあ、どうすればいいんだよ」

「知るか」

「考えもないのに人を責めるなよ」

「戦う前から諦(あきら)めるやつに言われたくはない」

「誰が諦めたって言ったよ」

「言わなくても態度でわかる。貴様の姿は負け犬のそれだ」

「なんだとっ！」

「ちょ、ちょっと、やめてください！」

　穂香が間に入って、不毛なやりとりは中断させられた。

　しかし、勝てる見込みがないことには変わりがなかったし、そのことで苛(いら)立(だ)ちがつのっているのも確かだった。

「やはり、私たちも、もっとその、お色気を出した方がいいんでしょうか？」

　それも一つの方法だろう。しかし、どう考えても、スク水のネコミミ少女には勝てない。

　そもそも、スタートダッシュで遅れた時点で、致(ち)命(めい)的(てき)なのだ。

　向こうは午前中の貯金があり、しかもその貯金は口コミという名の利(り)子(し)を生む。これから昼時を迎えるにあたって、コスプレ喫茶はさらに賑わいを増すだろう。

　対してこちらは、貯金がないから口コミも広まりようがない。広まりようがないから客も集まらない。客が集まらないから、ますます差をつけられる。本当に、八(はつ)方(ぽう)塞(ふさ)がりの状況である。

「最初から差がついてるんだろ？　この勝負は公平じゃないって、反(ほ)故(ご)にできないか？」

　光夫の提案に惹かれはしたが、真吾は首を振った。そこは、先の見通しを誤った自分たちに責任がある。いまさらごねたところで、認められるとは思えない。

「みんな、そう暗くなるな」

　努(つと)めて明るい口調で、リーナが言った。

「なぁに、負けてもわたくしがオクターヴァに帰るだけだ。この世の終わりみたいな顔をする必要もあるまい」

「お、おい……」

　いいのかよ。言いかけて、いいわけがないと思い返した。

　明るい口調を装(よそお)ってはいるが、本心ではないことは明らかだった。なにより、このまま帰してしまうことに、真吾自身が納得いかない。

「そう、わたくしが帰れば、問題ないのだ……」

「そうもいかないだろ」

　真吾はキッパリと否定した。

「リーナだけの問題じゃない。穂香やこのクラスの子たちの問題でもあるんだ。せっかくの文化祭、楽しんでもらいたいじゃないか」

「……なるほどな」

　リーナは薄く笑って、肩を揺らした。

「みんなの問題、か……」

「そうだろ？」

「……まあな」

「けど、打開策はあるのか？」

　光夫に訊(き)かれるが、それを言われると困ってしまう。

「まあ、そうなんだけどさ……」

「あれ？」

　そこへ、場違いな軽い声が入ってきた。

「なんだ、どうしてこんなにがらがらなんだ？」

　見れば楢(なら)川(かわ)大(だい)輝(き)が、飄(ひよう)々(ひよう)とした態度でやってくる。

　真吾は、一筋の光(こう)明(みよう)を見いだした気分だった。

「大輝、いきなりで悪いが協力してくれ！」

「お、どうした、みんなで雁(がん)首(くび)揃(そろ)えて。俺にしかできないことなのか？」

「たぶん、いや、おまえならできると信じてる」

「そうか」

　まるで、最初から全部お見通しのような納得のしかたで、大輝は頷いた。

「いいだろう、話してみな」

　真吾が状況を説明している間、大輝は腕を組んで目を閉じ、微(び)動(どう)だにせずじっと聞き入っていた。

　話を聞くと同時に、なんらかの打開策をひねり出そうとしているのだろうか。ときおり、眉(み)間(けん)にしわが寄る。

　説明を終えると、大輝は一つ唸(うな)ってから口を開いた。

「状況は絶望的だな」

「や、やっぱりか」

「だが、俺の言うとおりにすれば、勝負は五分に持ち込めるはずだ」

　おぉぉぉぉぉ……。

　頼もしい一言に、女の子たちからため息に近い歓声が上がる。

　こういうとき、見た目のいい男は得である。

　真吾と一緒に変態道を突き進んでいるのでときどき忘れそうになるが、大輝は美男子の部類に入る。しかも、勉強もスポーツもできて、いざというときの機(き)転(てん)もきくとなれば、興味を持たない女の子のほうが珍しいだろう。

　いまも、突然現れた助(すけ)っ人(と)というよりも、天より遣(つか)わされた救世主のような信(しん)奉(ぽう)と憧れの目で大輝を見ている。

「やっぱり、色気が重要なのか？」

「色気？」

　大輝は目を開いて、軽く鼻で笑った。

「そんなものが、メイドに必要だと思うか？」

「え？」

　これは意外な答えだった。

　大輝はメイド姿の少女たちに目を向ける。

「彼女たちの方向性は間違ってはいない。ただ、中(ちゆう)途(と)半(はん)端(ぱ)になって、生かし切れていないだけだ」

「そ、そうなのか？」

「ああ。よく考えてみろ。メイドの本来の仕事を。掃(そう)除(じ)に洗(せん)濯(たく)、料理に子守り。どこに色気の入る余地がある？」

「ま、まあ、そうだな」

「だから、メイド喫茶を営む以上、色気は必要ない。彼女たちは、スカート丈(たけ)こそ短いが、それ以外の色気は追求しなかった。スカートの丈も長くしてしまえば、普通のウエイトレスとしても通用するだろう」

「でも、それじゃ売りがないんじゃないか？」

「ふっ、見た目だけで売りになるなら、下着姿か裸にでもなればいい」

　なんてことを言いやがるのだ、こいつは。

「だが、見た目のインパクトはあっても、それが即集客に繋(つな)がるかといえばそうでもない。そもそもここは文化祭だ。見た目のインパクトが強すぎるのは逆効果だ」

「けど、コスプレ喫茶はインパクト重視じゃないのか？」

「その通り。だからこそ、付け入る隙があるんだ」

　大輝には、真吾たちがどうしても見いだせなかった「隙」が見えるらしい。

　真吾だけでなく、穂香のクラスメイトたちも、次の大輝の言葉を、固(かた)唾(ず)を呑(の)んで見守る。

「インパクト重視だが、ギリギリの線は守っている。水着にパーカーを羽織らせているのがその証拠だ。それはそれで別のインパクトがあるのだが、逆に彼女たちの限界をも露(ろ)呈(てい)している」

「限界？」

「真吾、接客の基本はなんだ？」

「え？　挨(あい)拶(さつ)、かな？」

「もっと重要なものがあるだろ」

　なんだろう。

　周りに目を向けるが、誰もわからないようだった。

　大輝は、胸を張って言った。

「愛だ」

　その場にいた全員が、呆気にとられた。

　さすがに長い付きあいなだけあって、真吾の回復は早かった。

「あ、愛？」

「そうだ。接客の基本は愛！　真心、と言い換えてもいいな。挨拶にしても、愛のない挨拶には魂(たましい)が宿らない。魂の宿らない挨拶で、どうしてお客様の心が摑めよう！」

　言っていることはわかるが、いまいち繋がりが見えない。

「で、それが、どうなるんだ？」

「つまり、コスプレ喫茶は愛のある接客ができないということなんだ」

「そ、そうなのか？」

「あの中で喫茶店の接客に向いているのはバニーガールくらいだ。巫女や婦警は接客業ではないし、ナースも献(けん)身(しん)的(てき)な接客ができればいいが、客の回転を考えるとそれはムリだろう。スク水少女は論外だし、バニーガールにしても、接客するための衣装というよりは、見られるためだけの衣装と言ったほうが近い。メイド服の武石理沙は司(し)令(れい)塔(とう)だから、接客に専念することはできないだろうし、フォルスに至っては飛び道具だから、普(ふ)遍(へん)的(てき)な接客にはならない。なにより、見た目のインパクトが強い以上、多少の良い接客では、客の心を摑むことはできない。いいか、接客業に必要なのは、客の目を奪うことではない、心を奪うことだ！　いくら見(み)目(め)麗(うるわ)しい美少女がいたとしても、決して手の届かない場所にいたのでは意味がない！　手の届く距離にいる、けれど触れてはいけない！　この絶妙な距離感が大事なんだ！　コスプレ喫茶を見てみろ！　なまじ見た目が強烈なだけに、お触りもできない、衣装の特色を生かしたサービスもできないでは、ただの生(なま)殺(ごろ)しではないか！」

「た、確かに……」

「だが、メイド喫茶は違う！　接客、いや、この場合はサービスと言い換えたほうがいいな。サービスという点においては、本業のウエイトレスさえも凌(りよう)駕(が)する最高の職業を選択しているのだ。愛のあるサービスをすれば、それが即、メイドに接客してもらっているという感(かん)慨(がい)を抱くことができる！　メイドという特性を最大限に発(はつ)揮(き)できるのだ！」

　ざわざわざわ。

　教室内がどよめく。

「じ、じゃあ、愛のある接客っていうのは、どうすればできるんだ？」

「簡単だ、想像すればいい」

「な、なにを？」

「たとえば、コンビニのバイトだ。いくら頑張って売り上げに貢献しても、どんなに愛のこもった接客をしても、時給はまったく変わらない。変わったとしても、一〇円や二〇円程度だ。だが、きみたちはコンビニでバイトをしているわけではない！　今、この日、このときにしかできない、最高の思い出を心に刻もうとしているんだろう!?」

　大輝の物言いに圧倒されつつも、何人かの女の子が頷いた。

「ならば、思い出に残るように、喫茶店を成功させればいい！　客を満足させるだけの接客をすればいい！　どう接客するかじゃない！　どうすれば最高の思い出になるのかを考えるんだ！　そして最高の思い出を作るために、自分になにができるか見極めろ！　そうだ、愛は誰かに注ぐよりも、自らに向けるときにこそ、もっとも威力を発揮するのだ！　そうすれば自然に、愛のある接客は可能になる！」

　ホントかよ、と突っ込みたかったが、女の子たちには感銘を与えたらしい。先ほどまでとは明らかに、目の輝きが違っていた。

「他の誰でもない、自分たちのために、仲間たちのために、お客様に愛のある接客を心がけるのだぁぁぁぁぁ！」

　おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！

　ノリか勢いか、大歓声が巻き起こる。本当に、こんなんでいいのだろうか。

　不安が顔に出ていたのだろう。大輝は真吾に声をかけた。

「こんなんでいいのかって顔だな」

「まあな」

　接客部分に関しては、これでいいのだとは思う。ようするに、努力した分だけ見返りがあるということを自覚すればいいのだ。

　しかし、問題点はまだある。

「これまでの話は、客が入ったらのことだろ？　その客を、どうやって呼び込むんだ？」

「そこは、おまえたちに協力してもらうのさ」

　ちゃんと、考えがあるらしい。

「さあ、始めようか。めくるめく愛の喫茶店、堂々の開店だ！」




４




　三年のコスプレ喫茶は凄いという噂が、学校内を席(せつ)巻(けん)していた。

　そのため、人の流れは二年の教室が並ぶ階を素通りしていく。

　ところが、この潮流に変化が起きた。

　人の流れを押しとどめるものが、二年のとある教室の前に現れたのだ。

「うぅ……、なぜ、拙者がこのような格好を……」

　と声にならない声で唸るのは、タロウである。

　レースのフリルが付いたカチューシャと、即席であしらえた犬用のメイド服に身を包み、恥ずかしがりながら行(ぎよう)儀(ぎ)良く教室の前にお座りをする。

　その横では、ネコの姿になった美也が、やはりカチューシャとメイド服を着込んで座っている。こちらは気にするどころか、むしろ喜んでメイド服を着ていたが。

　犬と猫がメイド服を着ている。

　みんなの視線は釘付けだった。

「く、屈(くつ)辱(じよく)だ。拙者はもういい歳(とし)なのだぞ？　人間で言えば四〇歳を越えている中年男だぞ？　そこの少女たちよ、拙者を写真に撮ったり撫(な)でたりするのはかまわんが……、むしろ抱きしめるくらいしてもいいのだが……、本当に、可愛いのか？」

　可愛いもの好きの女の子たちは、黄色い歓声を上げながらタロウと美也を撫で回していく。いつもなら望むところだとばかりにじゃれつくタロウも、格好が格好なだけに、とてもそんな気にはなれなかった。

　ある程度人だかりができたところで、タロウは美也に合図を送った。

　あとは、この観客をいかに教室にまで誘(ゆう)導(どう)するかが鍵(かぎ)となる。

　タロウと美也は、大輝に言われたとおりの行動を実行した。

　片方のまえあしをあげ、おいでおいでをするように、前後に動かす。いわゆる招き猫、である。タロウの場合は招き犬、ではあるが。

　半(はん)信(しん)半(はん)疑(ぎ)でやってみたタロウだったが、効果は劇的だった。

　女の子たちだけでなく、家族連れや男性陣も、歓声を上げて近寄ってくる。

　こうなればしめたものだった。

　あとは客が勝手に、ここはどういう店なのかと興味を抱き、覗き込んでくれるだろう。

　しかし……。

「見せ物になるのが、これほど恥ずかしいことだとは……」

　もちろん、格好のせいではあるのだが。







　客引きは見事に成功したようだった。接客のほうも、全員が一丸となって目標に向かっているため、それなりの評価は受けているようだ。

　けれど、あのコスプレ喫茶に対抗できるほどの目玉がないのも確かだった。

「おい、このままで大丈夫なのか？」

　真吾が不安を口にすると、大輝は涼しい顔で「大丈夫なわけがないだろ」と答えた。

「ちょ、おまっ！」

「話は最後まで聞け。確かに、このままでは勝てないだろう。だが、これはあくまで布石なのだ」

「布石？」

「メイドが接客しているが、それ以外はごく普通の喫茶店。いかがわしさもなく、家族連れでも安心して入れる場所。過剰な接客も、サービスもない、一見すると地味でなんの変(へん)哲(てつ)もない、が……。だからこそ、ふとした瞬間のきらめきが、よりいっそう、輝くのだ」

「えっと……、どういうこと？」

「そうだな、よし、ちょうどいい、俺が目指すメイド喫茶の神(しん)髄(ずい)を見せてやろう」







　リーナは不(ふ)機(き)嫌(げん)だった。

　ただでさえ真吾とのいざこざで神経をすり減らしているのに、ここにきて喫茶店の手伝いをしろというのだ。

　おまけに、使用人であるメイドの格好をさせられて、だ。

　格好自体は可愛いので、着るのはよかったが、客をもてなすとなると話は別だ。

　自分はオクターヴァの王女である。基本的にもてなす側ではなく、もてなされる側の人間だ。それがどうして、見ず知らずの人間、それも異世界人に頭を下げ、低姿勢でおもねらなくてはならないのか。

　扱われかたが不満だった。崇(あが)め敬(うやま)えとは言わないが、もう少し、違った対応があってしかるべきではないだろうか。

「王女、出番だぞ」

　大輝がリーナを呼び出す。穂香たちとは違って、リーナは大輝が選んだ客にだけ接客することになっている。どういう基準で選んでいるのかはわからないが、リーナが不機嫌な理由は、突(とつ)如(じよ)として陣(じん)頭(とう)指(し)揮(き)を執(と)りはじめたこの男の存在があるからだった。

　リーナは大輝が苦手だった。同じクラスで真吾の親友らしいが、リーナはほとんど会話を交わしたことがない。それでも、真吾がおかしな変態性を発揮するのは、この男に大部分の原因があることくらいはわかっている。

　この男がいなければ、真吾はもっとまともな人間だったかもしれないのに……。

　そう思うと悔しくてしかたがなかった。なんで悔しいのかよくわからなかったが、とにかく、大輝の指示に従うのは癪(しやく)にさわるのだ。

　リーナが協力するのは、あくまで自分の意思とは関係のないところで、帰る帰らないを決められるのがイヤだからだ。

　だから、渋(しぶ)々(しぶ)ながらも、リーナは接客に向かう。

　大輝がリーナに送ったアドバイスは、ただ一つ。

「ご自由に」

　アドバイスでもなんでもなかったが、自由にやれというならやってやろうと思った。どうなっても知らないぞと、ちょっと自(じ)暴(ぼう)自(じ)棄(き)になって、スカートをひるがえした。

　他のウエイトレスが、しゃなりしゃなりと品よく歩くのに対し、リーナはずかずかと音を立てて、ふんぞり返るようにして、客の元へと向かった。

「ふん、よくきたな」

　相手は、二人組の若い男だった。上から目線のリーナにギョッとするが、かまわずにテーブルの上にメニューを叩きつける。

「さっさと選ぶがよい。わたくしは忙しいし、機嫌が悪いのだ」

　二人組は、慌(あわ)ててメニューに目を通し、注文をした。

「……ふん、たった、これっぽっちか」

　蔑(さげす)んだ目を、向けてやる。

「この程度で、わたくしをこき使おうとはな。貴様らの程度が知れるというものだ」

　気が弱いのか、二人組はなにも言い返さない。その様子がいかにも軟(なん)弱(じやく)で、リーナのイライラは増すばかりだった。

　引き上げ、注文を厨(ちゆう)房(ぼう)へ通す。そこへ大輝がやってきて、耳打ちしてきた。

「……それは、なんの意味があるのだ？」

「いいから、やってみるんだ」

　納(なつ)得(とく)はいかないし、いいように使われて不満でもあったが、しかたなく実行に移す。

　サンドイッチとコーヒーを、二人組に持っていく。乱暴にテーブルへ置いたため、コーヒーが少しこぼれたが、気にしない。

「さ、早く食え。こういう商売は回転率が命らしいからな。この程度の注文で居座られては、営業妨害だ」

　気(け)圧(お)されているのか、二人組はまるで指示に従うように、コーヒーでサンドイッチを流し込み、三分もしないうちに平らげた。

　そこだ、と、遠くから大輝が合図を送る。気乗りしないが、リーナは口を開いた。

「……どうだった？」

「え？」

「味はどうだったのかと、訊いているのだ」
















「あ、その、おいしかったです」

「そうか……」

　一(いつ)拍(ぱく)の間を置いて、強がりながらも、口元を緩(ゆる)める。

「なら、その……、またきてくれると、ありがたい」

　ぶっきらぼうに、視線を逸(そ)らして、でも、二人の顔色を窺うように。

　細かい指示を、リーナは完璧にこなした。さあ、これでどうなる。

　すると、腰を上げかけていた二人組は、なぜか座り直した。

「ど、どうしたのだ？」

「おかわり」

「は？」

「お、おかわり、いいですか？」

「あ、ああ、かまわんが……」

　チラリと大輝を見ると、片目をつむり、親指を立てている。どうやら、これでいいらしい。リーナは首を捻(ひね)りながらも厨房へ向かった。







「どうだ？」

　大輝は自慢げに言った。

「ごめん、さっぱりわからない」

　真吾は首を捻るばかりだった。

　リーナの一連の接客を見ていたが、なにが起こったのかまったくわからない。

　ただ、帰りかけていた客がとどまり、再び注文したという事実は、目を見張るものがあった。

「簡単な心理さ」

　大輝は説明する。

「正統派のメイド喫茶にあって、王女の接客は異(い)端(たん)だ。型(かた)破(やぶ)りといってもいい。この中では違(い)和(わ)感(かん)極(きわ)まりないだろう。現に、気の弱いあの二人組は怯えていたし、不満を口にすることもできない有(あり)様(さま)だった。が……」

　二人組の心理としては、すぐに立ち去りたい気持ちだったろう。それがどうして、おかわりに繋がるのか。

「王女が、デレたからだ」

「はぁ？」

「強い口調でとんがっていた王女が、最後の最後でポロリと本音を漏(も)らした。これに、あの二人組はやられたのだろう」

「えっと、はい？」

　ますます、わけがわからなくなっている。

「あの二人の中には、二人だけの物語ができあがっているのさ」

　つまり、こういうことだ。

　客を客とも思わないリーナの接客に、二人組は「どうしてあんな子が接客をしているのだろう」と疑問に思う。機嫌が悪いのか、高(たか)飛(び)車(しや)なお嬢様なのか。どちらにせよ、居心地が悪いのは確かだ。

　ところが。

　最後になって、感謝の言葉が漏れた。ぶっきらぼうながら、また来て欲しいと言った。

　ここで、二人の中で物語が完成する。

　きっと、この少女は不(ぶ)器(き)用(よう)なだけなのだ。なれない接客にとまどい、そのとまどいを見せたくないがためにあんな対応をしてしまったのだ。けれど、本心は違う。サンドイッチの味が口に合うか気にしたり、喫茶店の売り上げに貢献したいと、健気に頑張っているのだ。

　それがわかると、応援したくなる。協力してやりたくなる。

　だから二人は、おかわりを申し出た。売り上げに貢献するために、彼女の役に立つために。なにより……。

　彼女の「ありがとう」を、聞きたいがために。

「そ、そうなのか？」

「そうなのだ。もっとも、これは万人に通用する技ではないからな。人間の見極めが必要になってくる」

　だから、大輝が客を選んでいるのか。

「さて、真吾、だいぶ舞台は温まったようだ。そろそろ、おまえの出番だ」

「お、俺？　俺もなにかするのか？」

「当然だ。ここでおまえの力によって、メイド喫茶は完璧なメイド喫茶になるのだ」

「ちょっ！　まさかここで、す、スカートをめくるのか!?」

「他になにがある」

　断言された。

「でも、スカートをめくったら、それは結局色気に走るってことなんじゃないか？　さっきと言ってることが違うような……」

「甘いな、真吾。誰が下着を見せて勝負しろと言った？」

「え？」

「スカートめくりは接客とは関係ない。ただ、不(ふ)可(か)抗(こう)力(りよく)なハプニングが必要なんだ」

「ど、どういうこと？」

「やってみればわかる」

　またそれか。

「いいか、まずは想像しろ。メイド喫茶の落ち着いた雰囲気、確かな接客、細やかな気配り。どれをとっても完璧だろう？」

「そ、そうだな」

　普段はおっとりしている穂香も、明るく柔(やわ)らかい雰囲気で好印象を与えている。言葉遣いも丁(てい)寧(ねい)だし、対応もそつがない。見ていて安心できる接客だ。

　しかも、お客さんが服の上にこぼした食べかすにいち早く気づき、さりげなく断って処理する姿は、まさにメイドの真骨頂とでも言うべき気配りだ。

　穂香自身も、そうした接客を心がけているのだろう。勝負に勝つためにも、クラスメイトとの思い出作りのためにも、一生懸命だ。

　そこに、あられもないハプニングが起こったら。

　スカートがめくれたら、どうなるか。

「やれ」という大輝の指示のもと、真吾は「めくれろぉ」と力を使ってみた。すると。

　可愛い悲鳴を上げて、穂香はスカートを押さえつけた。

　けれど、注文の品を手にしていたため、ジュースやおにぎりを床にぶちまけてしまう。

　完璧さを追求していたのに、まさかのミス。

　穂香は慌てた。

　お客さんの視線が集中する。好奇の視線にさらされ、恥ずかしさのあまり真っ赤になる。けれど、ぼうっとしているわけにはいかない。「ごめんなさい、申し訳ありません」と頭を下げつつ、仲間のメイドが持ってきたぞうきんを手に、穂香は膝(ひざ)をつき、汚(よご)れた床を掃除し始めた。

　真吾の喉(のど)がゴクリと鳴った。

　可愛いメイドさんが、顔を赤くして、恥ずかしさに耐え、失敗を悔やみ、唇を嚙みしめながら床を掃除している。

　掃除をするメイドなどは、ごく当たり前だろう。なのに、ものすごく貴重な姿を見ているような気がするのはなぜだろう。

　そう、当たり前だからこそ、当たり前でないメイドさんの感情に、心がうずくのだ。掃除はメイドの仕事である。鼻歌交じりに掃除はしても、涙目で掃除をするメイドはまずいない。だからこそ、貴重なのだ。

　客側から見ればそれだけではない。

　真吾は懸命に床をこする穂香の姿を見ながら、さらに想像を進めた。

　もし、自分がこの喫茶店の客であったならば。

　完璧に思えたメイドさんは、実は完璧ではなかった。そつなく接客をこなしているが、いつかはこのような粗(そ)相(そう)が、自分の身に降りかかるかもしれない。

　そう考えると、緊張が走る。

　もし、自分の服に粗相をされたら……。

　恥じらうメイドさんを間近に見ながら、メイドさん自身の手によって、拭(ふ)いてもらえるのだ。

　いやいや、待て待て。それはいいのか？　文化祭の接客として許されるのか？

　許されるのだろう。それが接客なのだから。

　ならば、期待するしかないではないか。突然のハプニングを。自らに降りかかる粗相という名の幸運を。

　そのためにはどうすればいい？　注文を増やせばいい。それだけ、粗相の確率が高くなる。忙しくなればなるほど、確率変動が起こりやすくなる！

「お、恐ろしい……」

　先ほどとは違った意味で、真吾はゴクリと唾を飲みこんだ。

　健全で完璧なメイド像を逆手に取った、恐るべき戦略である。

　さらに恐ろしいのは、そうした一連の流れを、客側だけが期待しているということだ。表面上は、変わらず健全でまっとうなメイド喫茶なのに、客側だけが、ヒートアップしている状態。メイド喫茶としての本質を失わずに、客から搾(さく)取(しゆ)できるとんでもない裏技である。

「あ、でも、これって男性客にしか通用しないよな？　女性客はどうするんだ？」

「そのために、こちらも飛び道具を用意したんじゃないか」

　視線の先には、ちょこまかと動き回って接客する光夫がいる。

　光夫も、メイド服を着せられていた。フォルスに対抗してのことだが、目鼻立ちがハッキリしていて、肌も綺麗で艶(つや)があり、体格もまだ男っぽくない光夫は、メイドさんたちにメイクを施(ほどこ)され、立派な女の子に変身していた。

　ファンデーションで肌の色を整え、チークで頰(ほお)をほんのり赤く染め、ピンクのリップでふんわりとした艶を出し、アイライナーで目の形をくっきりとさせている。おかげで、声さえ出さなければ女の子と間違えるほどの出来に仕上がっていたが、元来の言動までメイクアップはできなかったらしく、上品で物腰穏やかなメイドさんたちとは一線を画していた。

　ただ、それがいわゆる「男(おとこ)の娘(こ)」と呼ばれる属性を持つ人たちに訴(うつた)えるのか、評判はすこぶるいいところが何とも言えないのだが。

「頃合を見計らって、彼のスカートもめくってやれ」

「ぐぁっ……、お、男のスカートを、めくるのか……？」

「これも売り上げのためだ。明日のために今日の屈辱に耐えろ！」

「う、うぅ……」

　気乗りはしないが、しかたがない。

　いやいやながらも、真吾は光夫のスカートをめくった。

「ぎゃあぁぁぁぁぁぁぁ！」

　とんでもない悲鳴を上げて、光夫はお皿とコップをひっくり返した。なにが起こったのか理解したらしく、顔を真っ赤にして真吾を睨みつけてくる。文句を言ってこなかったのは、接客中だからだろう。

　ぐっと言葉を飲みこみ、差し出されたぞうきんを受け取って、屈辱に耐えるように、唇を嚙みしめながら、健気に掃除を始める。

　くそう、なんで俺がこんな目に……。

　心の声が聞こえてくるようだったが、屈辱に耐える姿が、メイド姿という倒(とう)錯(さく)感(かん)と相まって、妙な色気を発していた。思わずドキッとして、真吾は慌てて目を逸らした。

「どうだ？」

　自信満々の大輝に、真吾は頷かざるを得なかった。

「すごい、破壊力だ」

　思わず、別世界の扉が開きそうになってしまった。

　男の真吾がそうなのだから、女性客にはもっと受けている。

　特に年配の女性から、息子(むすこ)か娘を見守るような視線を向けられ、「頑張ったわね」と慰められつつ、新たな注文をゲットする辺り、実は光夫の潜在能力は計り知れないのかもしれない。

　さらに、清美は無口キャラで独自の客層をゲットしていた。

「……ご注文は？」

「えっと、爽(さわ)やかな秋風サンドイッチと、香り高ぶるコーヒーを二つずつ」

「……了解」

「ねえ、きみ、可愛いね」

「……そう？」

「うん、メイド服もすごく似合ってるよ」

「……別に」

「こういうの、好きなの？」

「……仕事だから」

　いつもの無口無表情で、見ていてハラハラするやりとりである。

　しかしそこは大輝である。どうやらちゃんと仕込んであるらしい。

　会計時に、お金を受け取った清美は、真吾たちでも見たことのない、はにかんだ笑顔を見せた。

「……また、来てね」

　無口で無表情なだけに、その一言と笑顔には絶大なインパクトがあった。またと言わず、いますぐに追加注文をしてしまうほどの威力だった。

　清美がこれでいい？　と言うように、こちらを向く。視線は大輝ではなくなぜか真吾だったが、真吾は頷いた。すると、清美はまたあのはにかんだ笑顔を見せて喜ぶのだった。その笑顔に思わずドキッとしてしまい、いい意味でなんて心臓に悪い喫茶店なんだと、改めて大輝の恐るべき奇計に感心するのだった。







　こうして、大輝の作戦により、メイド喫茶は確実に客数を伸ばしていった。

　客単価は爆発的に跳ね上がり、回転率が悪いから行列ができ、その行列を見てさらに人が並ぶ。

　お昼を過ぎた辺りで、戦局は逆転し、この時点で真吾たちの勝利が確定したのだった。
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「勝ったぁー！」

　女の子たちの歓声が沸(わ)き起(お)こる。

　大(だい)輝(き)の言葉は間違っていなかった。一(いつ)致(ち)団(だん)結(けつ)して挑(いど)んだメイド喫(きつ)茶(さ)は、成功することにより、これ以上ない思い出となって彼女たちの胸に刻(きざ)まれたようだった。中には、涙を流して感(かん)激(げき)する子もいるほどだ。

　歓(かん)喜(き)の輪は真(しん)吾(ご)たちを囲み、何ごとかと驚くお客さんにかまわず、みんなで記念の集合写真を撮(と)ることになった。

「よぉーし、みんなもっと寄って。そうそう、はい、オッケー！　じゃあ撮るぞぉ！」

　ここぞとばかりに、大輝がカメラを取り出してパシャリと一枚。さらに、何台かのカメラで一枚ずつ撮影していく。

「これはあとで焼き増しするから配ってくれ。それから、真吾」

　大輝はポラロイドカメラから出てきた写真を真吾に渡した。

「これはおまえが持っていろ」

「なんで？」

「みんなで一致団結して得た勝利の写真だ。いつかきっと、この写真がおまえの力になってくれるはずだ」

「よくわからないけど、ありがたくもらっておくよ」

　力になるかどうかはともかく、努力の成果であり、友情の結(けつ)晶(しよう)であることには違いがない。真吾はズボンのポケットに写真をしまった。

　その傍(かたわ)らでは、フォルスが歯ぎしりせんばかりに真吾を睨(にら)みつけている。

「や、約束だからな。この場はおとなしく引き下がろう。けど、僕はまだ諦(あきら)めたわけじゃないからな！」

　ありがちで迷(めい)惑(わく)な捨(す)て台詞(ぜりふ)を残して、フォルスは教室を出て行った。そのあとを、やれやれといった感じで肩を落とす理(り)沙(さ)が追う。そんな二人を見送って、穂香(ほのか)がポツリと呟(つぶや)いた。

「勝ったのは嬉(うれ)しいですけど、先(せん)輩(ぱい)には悪いことしちゃいましたね」

「しかたないよ。でも、お互いに全力を尽(つ)くした結果だから、先輩もわかってくれるさ」

「そうですね」と、穂香は頷(うなず)いた。

　メイド喫茶は祝(しゆく)勝(しよう)気分で盛り上がって、ますます賑(にぎ)わいをみせていく。

　しかし、真吾たちはこれ以上、喫茶店だけに関わるわけにはいかなかったし、穂香も交代の時間がやってきた。教室の一角を借り切り、招き猫と招き犬を演じていたタロウと美(み)也(や)を呼び戻し、真吾たちは昼食をとる。光(みつ)夫(お)はメイド服を脱ぎたがっていたが、他のメイドさんたちが許してくれないので、そのままだ。

「くそ、俺(おれ)が変な趣味に目覚めたらどうしてくれるんだ！」

　おそらく、ものすごく可愛(かわい)がってもらえるだろう。

　羨(うらや)ましくはないが、なんとなく悔(くや)しいのはどうしてだろう。

　悔しいといえば、淳(じゆん)はなにも貢(こう)献(けん)できなかったことを悔しがっていたが、それはしかたのないことだ。

　大輝は食事を取ることもなく、次の被(ひ)写(しや)体(たい)を求めてどこかに行ってしまった。もともとが自由人なので、真吾は気にすることもなかったが。

　そして、一息ついたところで、真吾たちは「県(あがた)」に関する考(こう)察(さつ)を進めることとなった。

「『県』についてですけど、この前の調査で、県には大(だい)魔(ま)王(おう)という存在が眠っているかもしれないということが判明しました。これを前(ぜん)提(てい)にすると、いくつか見えてくることがあるんです」

　穂香はまず、教室の出入り口付近に展示された模(も)造(ぞう)紙(し)の前に立つ。

「まず、頻(ひん)発(ぱつ)する地震についてですが――」

　夏のはじめ頃から頻発する地震は、現在では世界中で、毎日のように観(かん)測(そく)されている。中でも日本、それも本州中央部である長(なが)野(の)県(けん)周辺では、先週よりもさらに増え、有(ゆう)感(かん)無(む)感(かん)あわせて三〇〇〇回を越える地震が観測されるようになっていた。

「この地震の発(はつ)生(せい)源(げん)なんですけど、ちょっと見てください」

　模造紙には日本地図が書かれており、本州の中央、日本海に面した新潟県を指さす。

「ここが県(あがた)ヶ浜(はま)です。で、まっすぐ南に向かうと、県があって、さらに南にくだると、静岡に抜けます」

　指でなぞる場所には、赤いペンで線が引かれている。やや斜(なな)めになってはいるが、ほとんどまっすぐな線が、本州を縦(じゆう)断(だん)している。

「この直線は、糸(いと)魚(い)川(がわ)静(しず)岡(おか)構(こう)造(ぞう)線(せん)とほぼ重なります」

　糸魚川静岡構造線とは、いわゆる活(かつ)断(だん)層(そう)である。文字通り、新(にい)潟(がた)県(けん)の糸魚川市から県を通り、静岡市にまたがる大断層だ。

「この断層が頻(ひん)繁(ぱん)に活動しているらしく、世界でもっとも地震の回数が多いのが、この糸魚川静岡構造線です。そして次に地震の回数が多いところを見ると――」

　糸魚川静岡構造線から少し東に寄ったところにも、本州を縦断する線が引かれている。こちらは、新潟県柏(かしわ)崎(ざき)市から千(ち)葉(ば)県(けん)に至る柏崎千葉構造線である。

「この二つの断層が主に活動しているってことかい？」

「私も最初はそう思いました。でも、事(じ)態(たい)はもっと大きくて、深(しん)刻(こく)なんです」

　それは、この二つの断層が、ちょうどフォッサマグナの東(とう)端(たん)と西(せい)端(たん)に位置するためである。

　フォッサマグナ。日本語で「大きなくぼみ」と訳(やく)される。

　活断層の一種と誤(ご)解(かい)されることが多いのだが、フォッサマグナは活断層ではない。糸魚川静岡構造線と混同されがちだが、実際は二つの構造線の間の区(く)域(いき)すべてがフォッサマグナなのだ。

　日本列島は、大陸移動の際に列島が二つに割れてしまい、その裂け目に、新しい地層が溜(とど)まることによって、現在の日本列島が形成されることになった。その新しい地層が溜まった場所こそが、フォッサマグナである。

「フォッサマグナってのが、やばいのか？」

「いえ、これ自体は、それほど問題ではないんです。でも……」

　プレートテクトニクスの観点から見ると、事情がまったく変わってくるという。

　プレートテクトニクスとは、地球の表面が何枚かの固い岩盤(プレート)で構成されており、このプレートが対(たい)流(りゆう)するマントルに乗って互(たが)いに動いているという地球科学上の学説である。

　大(たい)陸(りく)移(い)動(どう)説(せつ)を裏付けるために発達した理論で、地球上には七つの大きなプレートと、いくつかの小さなプレートが存在することが知られているという。

「フォッサマグナは、そのうちの二つのプレートの境(きよう)界(かい)に相当するんです」

　北アメリカプレートとユーラシアプレートが、ちょうどフォッサマグナの辺りでぶつかり合っているというのだ。

　これに加え、日本はフィリピン海プレートと太平洋プレートを合わせた四つのプレートが集合している世界的にも希(け)有(う)で危険な地域にある。一つのプレートが大きな動きをみせると、隣(りん)接(せつ)したプレートも連動する可能性もあるため、全世界規模での大地震が発生してもおかしくないのだ。

「大陸が移動するだけのエネルギーが発生するわけだもんな……」

「地震だけじゃないですよ」

　これに加えて、火山の脅(きよう)威(い)が顔を覗(のぞ)かせるのだ。

　フォッサマグナ上には、妙(みよう)高(こう)山(さん)、浅(あさ)間(ま)山(やま)、草(くさ)津(つ)白(しら)根(ね)山(さん)、御(おん)嶽(たけ)山(さん)、箱(はこ)根(ね)山(やま)、そして富(ふ)士(じ)山(さん)など、多くの活火山が存在する。また、いわゆる休火山や死火山にまで範(はん)囲(い)を広げれば、それこそ一〇〇近い火山があり、それだけ噴(ふん)火(か)やマグマの流出の危機が多くなるということだ。

　頻発する地震が火山に影響を与えたら。

　そして、火山の噴火が、さらに活断層やプレートに影響を与えたら。

　どれだけの被害が生まれるか、想像もつかなかった。

「不(ふ)謹(きん)慎(しん)かもしれないが、いよいよ世界の危機っぽくなってきたな」

　光夫の感想はもっともだった。

　これまでの危機といえば、魔(ま)神(じん)の脅威くらいだった。あとは津(つ)波(なみ)のような、局(きよく)地(ち)的(てき)な危機でしかない。それがここにきて、一気に世界レベルどころか地球レベルの危機が迫(せま)ろうとしているのだ。これまでの危機が、ただの準備運動のようにさえ感じられる。

「問題はそこに、大魔王というピースがどのようにはめ込まれるかだな」

　タロウにとっては知らないことばかりだろうが、言葉のニュアンスから意味を察(さつ)し、しっかりと話についてきている。それに対し、清(きよ)美(み)はすでに理解するのを放(ほう)棄(き)しているようだったし、美也に至っては難しい話から逃げ出すように、ネコの姿になって、教室の入り口で率(そつ)先(せん)して招き猫を演じていた。

「ど、どうなんだか？」

　淳が促(うなが)すと、穂香は一つ間を置いてから、言った。

　これらはすべて、大魔王復活の予(よ)兆(ちよう)ではないか、と。

　火山の活動も、頻発する地震も、大魔王が復活しようとしている胎(たい)動(どう)、もしくは寝返りやイビキのようなものなのではないか。

「じゃあ、もし、大魔王が復活したら、どんな被害が出るんだ？」

「まず、日本は真っ二つになるでしょう」

　あっさりと言うには豪(ごう)快(かい)すぎる被害だった。

「その影響は地震や津波という形で世界中を襲(おそ)うでしょうね。ただこれも、最低限の想像でしかありませんが……」

「……最大限だと？」

「……地球は、大魔王の復活と同時に崩(ほう)壊(かい)します」

　まさに、世界の危機だ。ここまで豪快だと、いっそ笑えてきさえする。

「……少し、話を変えますね」

　雰(ふん)囲(い)気(き)も変える意味があったのだろう。穂香は一息ついてから切り出した。

「みなさんが調べてくださった県(あがた)の民話や伝説ですが、鬼や悪魔のような怪(かい)異(い)が、地の底から這(は)い出(で)てくるというのがありましたよね？」

　おそらく怪異とは魔神のことだろう。

　魔神は、神になりそこねた人のなれの果てである。神のなりそこねなだけあって、人外の能力を持ち、ときには異(い)形(ぎよう)の姿となって人々の前に現れたにちがいない。

　では、地の底から這い出てくるとはどういうことか。

　ここにようやく、大魔王というピースが当てはまる。

「魔神は、魔神としての力を人間が得ることで、ようやく魔神になることができます。つまり――」

　地の底に眠る大魔王の力の一部が地上に漏(も)れ、人間に取(と)り憑(つ)いたり取り込まれたりしたのではないか。

　昔の人はわかっていたのかもしれない。

　この地に、恐るべきものが封(ふう)印(いん)されていることに。

　もしくは、昔はもっと多くの人が、神の言葉を聞くことができたのかもしれない。

　だから、そこに危険なものがあると知っていた。そのため、人間はその場を見張るために都市を造(つく)り、常に監(かん)視(し)してきたのではないか。

　その役目の多くは、県(あがた)巫(み)女(こ)と呼ばれる人たちが担(にな)ってきた。

　清(せい)内(ない)路(じ)清美に連なる先祖であり、現在でいうところの真吾たち「選ばれしもの」である。

「……親父たちも、なにか関係がありそうだな」

　光夫の両親は、神の言葉を聞き、指示を実行する「使(し)徒(と)」という存在らしい。代々その役目を担ってきたということは確からしいが、それ以上のことは両親にもわからないという。それだけ、神の威(い)光(こう)が人間に届かなくなってきているのかもしれない。

「その息子(むすこ)である俺も、か……」

「少し違うが、拙(せつ)者(しや)たちも魔神と関わりがあるぞ」

　タロウは飼い主が魔神だったというし、淳の妹は魔神と同化して真吾たちの前に姿を現した。

「となると、私と真吾くんにも、なんらかの関係がありそうですね」

　適当に選ばれたと思っていた選ばれし者たちだが、どうやらそれでは済まされない事実が含まれていそうだ。大魔王が封印されている県という地に、全員が集まっているというのは、もはや偶(ぐう)然(ぜん)ではないだろう。

「だけど、わからないことがまだまだある」

　自分たちと県、大魔王や神との関係もそうだが、そもそも、神の目的が見えにくくなっているのだ。

　神様は、真吾たちに世界を救うよう命じてきた。真吾たちは毎回、期待に応(こた)えてきたわけだが、その実、世界を救うたびに大魔王復活が進行しているような気がするのだ。

　地震や火山活動は、真吾たちが世界の危機を打ち倒すたびに、活動を盛んにしていく。これがただの偶然なのか、それともなんらかの意(い)図(と)が含まれているのか。

　どちらにせよ、真吾たちはすでに、神様の言葉を額(がく)面(めん)通(どお)りに受け取ることはできなくなっていた。

「神様は、ここに大魔王が封印されているっていうのは知ってるのかな？」

「知ってるだろ」

　断じたのは光夫だった。

「神でさえ、魔剣がなければ倒せないようなやつなんだ。そんなやつが封印されてるのに『知りませんでした』じゃ、マヌケすぎるにもほどがある」

「じゃあ、なんで神様は俺たちに言わないんだ？」

「おそらく、そこに今回の、いや、すべての理由が込められているのだろうな」

　タロウの言葉に、異様な空気が流れる。暗(あん)黙(もく)のうちに、神を敵とみなす雰囲気が形作られようとしている。

「……オクターヴァと地球が繋(つな)がったのも、なにか理由があるのだろうか」

　リーナの呟きに、真吾は虚(きよ)をつかれた。

　一番最初の「危機」であったリーナが、無関係とは思えない。ではどんな関係がありそうなのかというと、それはやはり魔(ま)剣(けん)ではないだろうか。

「大魔王を倒す魔剣を手に入れるために、オクターヴァと繋げたのかな？」

「いや、ならばそれこそ、大魔王の存在をわたくしたちに伝えるはずだろう。そうしないということは、もっと別な……」

　言いかけて、リーナは絶(ぜつ)句(く)した。

「ど、どうした？」

　リーナはしばし呆(ぼう)然(ぜん)としたのち、体を震(ふる)わせながら、言った。

「こ、こちらの神であるラメントが、大魔王の存在を隠(かく)すのは、まあ、いいとしよう。だが、大魔王を封じたはずのトランクィロ様がなぜ、大魔王の存在を隠していたのだ？」

「それは……、単に、言う機会がなかっただけじゃないか？　もしくは、封印されてるわけだから、教える必要もなかったとか……」

「それならばそう言えばいい。しかしトランクィロ様は、あれからずっと音(おん)信(しん)不(ふ)通(つう)なのだ」

　そうだった。リーナがトランクィロと連絡が取れなくなったのは、真吾たちが大魔王の存在を知ってからだ。

　――なんなんだ、これは。

　神の言動が、不(ふ)穏(おん)すぎる。

　おそらく、ピースは揃(そろ)っている。だが、そのピース同士、特に神と大魔王の間が繋がらない。神が大魔王と、それとおそらく、真吾やリーナたちに関しても、なんらかの繋がりを持っていることは確実なのに。

　最後の詰(つ)めが、ままならない。

「真(しん)相(そう)がどうであれ、鍵(かぎ)となるのはリーナさんですね」

　穂香はあえて言(げん)及(きゆう)しなかったが、リーナの魔剣が、事態を決着させる鍵となるのは間違いないだろう。あとはそれを、どのような形で振るうことになるかだが……。

　そこで真吾はギョッとした。

　魔剣、神殺しの剣、神、大魔王。

　いつかの引っかかりが、唐(とう)突(とつ)に取れた。

　魔剣は神を殺すために作られた剣である。

　では、その剣でなくては倒せなかったという大魔王とは、もしかして……。

「神、なのか……？」

　いつの間にか、考えが言葉に出ていたらしい。みんなもギョッとした目で真吾を見つめていた。

「おい、ってことは……」　

　光夫は最後まで言えなかった。

　もし、大魔王という名が、神という名と同一のものであれば……。

　神は、大魔王の仲間である可能性がある。

　そうだとすれば、辻(つじ)褄(つま)が合う部分が出てくる。

　そう。

　真吾たちは、世界を救っていると見せかけて、大魔王の封印を解いているのではないかという部分が、信(しん)憑(ぴよう)性(せい)を帯びてくるのだ。

「じ、じゃあ、ぼ、僕たちは、せ、世界を滅(ほろ)ぼす、か、片(かた)棒(ぼう)を担いでいたってことなんだか!?」

「まだ、そうと決まったわけじゃありません」

　淳の言葉を否定しておきながら、説得力のないセリフだと真吾は思った。

　そうと決まったわけじゃない。けれど、限りなく真実に近い気がする。どちらも、同じようなものではあるが。

「これから、どうすればいいのだろうな……」

　途方に暮れたように、タロウが口を開く。裏切られたという感覚はない。ただ、信じられないというのが正直なところだった。　

　できることならば、神に会って直接問いつめたい。けれど、それはおそらくできないだろう。

「……俺たちは、いつもどおりさ。俺たちにできることを、やるだけだ」

　いつもどおり。

　いつもどおりということさえ、いつもどおりだ。

　結局、自分たちは待つしかない。

　世界の危機が訪(おとず)れるのを。

　そして、訪れたときに、世界の危機を倒すしかない。

　ただ……。

　今回ばかりは、危機が訪れてからでは遅いのだ。

「……さて、どうしたもんだかな」

　困り果てて頭をかいていると、いきなり清美がもたれかかってきた。

「お、おい、なんだよ、こんなときに……」

　言い切らないうちに、清美の体が崩(くず)れ落(お)ちる。

　咄(とつ)嗟(さ)に腕を摑(つか)んで、頭から転ぶことは避けられたが、清美の様子は尋(じん)常(じよう)ではなかった。

「き、清美!?」

　呼びかけるが、返事がない。

　慌(あわ)てて顔を覗き込むと、うずくまったまま、苦しそうに喘(あえ)いでいる。顔色も真(ま)っ青(さお)だ。

「お、おい！」

「保健室だ、保健室！」

　真吾は清美を抱きかかえ、穂香の案内で保健室へと向かった。
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　フォルスは廊(ろう)下(か)の壁によりかかりながら腕を組み、思(し)案(あん)に暮れていた。

　まさか、あの状況から勝負をひっくり返されるとは思わなかった。

　理沙の目(もく)論(ろ)見(み)通り、最初から勝負にならない勝ち戦(いくさ)だったはずなのだ。それが信じられないほど綺(き)麗(れい)に逆転されてしまうとは……。

「くそっ」

　自分のふがいなさに腹が立つ。今頃は、リーナを堂々と連れ帰ることができたはずなのに……。

　しかし……。

　フォルスはこの勝負に、小さな引っかかりを覚えていた。

　神は、リーナをムリヤリにでも連れ帰っていいと言った。けれど、それは勝負に勝ったら、という但(ただ)し書(が)きつきである。なぜ、そんな前提条件をつける必要があるのだろう。

　それこそ、自分なんかでは及びもつかない考えがあるのか、そうせざるを得ない事情があるのか。

　どちらにせよ、フォルスは己(おのれ)の目的を果たすことができなかった。まだ諦めたわけではないが、もう一度、なんらかの形で勝負を挑まねばならない。

　と。

　いきなり、血(けつ)相(そう)を変えた真吾たちが教室から飛び出してきた。

　何ごとかと様子を窺(うかが)おうとするが、それより早く、フォルスの肩が叩(たた)かれた。

「あ、あなたは……」

「しっ」

　肩を叩いた張(ちよう)本(ほん)人(にん)は、口を閉じるよう示し、無言で後についてくるよう促した。

　廊下の隅(すみ)に移動すると、フォルスは耳打ちされた。その言葉を聞いたとたん、フォルスは思わず目を見張っていた。

「それは、本当なのですか？」

「ええ」

　少女は頷いた。

　――勝負に関係なく、リーナをオクターヴァへ連れ帰れ。

　フォルスはそう、指令を下された。

　待ち望んでいたはずだった。何度も大王や女王を経(けい)由(ゆ)して、神に訴(うつた)えていたことだった。けれど、実際にそう指示を下されると、やはり、どうして今になって、という疑問が湧(わ)いてくる。

　納得のいかない気持ちが表情に出ていたのか、少女はクスリと笑った。

「あなたの気持ちはわかる。でもね……」

　笑顔が、傲(ごう)然(ぜん)としたものに変わる。

「あなたは、なにも考える必要はない。私の命令に従っていればいい」

　ゾクリと、フォルスの心臓が震えた。

　睨みつけられているわけでも、脅(おど)されているわけでもない。ただ当然のように言い放つ少女の気迫に、存在感に、心も体も追いつめられる。

　知らないうちに、体が後ずさっていたらしい。壁に背中をぶつけて、自分が彼女に呑(の)まれているということを自覚した。

　フォルスは初めて、思い知らされた。

　これが神か――、と。

　彼女の前では、自分はちっぽけな存在でしかない。彼女と会話を交わすこと自体が、間違っているのではないか、と。

　神とのやりとりは、リーナたちオクターヴァ一族の、さらにごく一部しか許されていない。その理由がなんとなくだが、わかったような気がする。

　神の声は、耳にするだけで聞いた者の精神を押しつぶしかねない。学校の制服を着て、少女の姿でいるから、まだ緩(かん)和(わ)されているのだろう。そうでなければフォルスは今頃、気を失っているか、ヘタをすれば押しつぶされて発(はつ)狂(きよう)していたかもしれない。

　少女はフォルスの瞳(ひとみ)を至近距離から覗き込む。まるで意のままに操ろうとするかのように、フォルスを己の中に取り込もうとするかのように。

「手段は問わない」　

　空気が震えた。静かな、たった一言が、フォルスの耳(じ)朶(だ)を強烈に打ちのめす。

「しゅ、手段を、問わないとは……？」

「なれ合いは必要ないということ。あなたが望み、あなたが正しいと思うことを為(な)しなさい」

　フォルスは頷いた。頷いたつもりだったが、体が動かなかった。

　しかし、少女は瞳を逸(そ)らし、フォルスの胸を一つ叩くと、まるでなにも知らない女の子のようにスカートをひるがえらせて、離れた。

「じゃあ、よろしくね」

　無(む)邪(じや)気(き)に微笑(ほほえ)んで、返事を待たずに去っていく。

　解放されたかのように、血液がドッと体内を駆(か)けめぐるのがわかる。心臓を摑まれ、鼓(こ)動(どう)を押さえ込まれていたのではないかというほど、激しく流れる。

　それは、神の恐ろしさを刻(きざ)み込(こ)まれたかのようだった。

　逆らうな。言われたとおりにすればいい。

　そうだ、逆らう必要はない。言われたとおりにしていればいいのだ。

　そうやって、オクターヴァは繁(はん)栄(えい)してきた。だから今度も、指示に従っていれば問題ない。

　なにより、今度の指示は、フォルスが願ってやまないリーナの奪(だつ)還(かん)を、神が認めたのだ。迷いも疑問も関係ない。自ら望んだことでもある。

　半分は、萎(い)縮(しゆく)した己への開き直りだったのかもしれない。だが、ついに自分の目的が達せられるのかと思うと、次(し)第(だい)に気分が高(こう)揚(よう)し、気持ちが切り替わっていくのがわかった。

　気がついたら、フォルスは笑っていた。喉(のど)の奥で、誰(だれ)にもわからないように、ひっそりと、けれど、高らかに。

「リーナ様……」

　熱っぽくその名を呼び、漏れてしまいそうになる笑みを、両手で顔を覆(おお)い隠(かく)すようにして押さえつける。

「ついに、このときがきたのです。何者にも邪(じや)魔(ま)されず、リーナ様をあるべき場所へ、歩むべき道へと戻すときが……！」

　どれほど想ったかわからない。何度その名を口にして、想(おも)い焦(こ)がれたかわからない。

　そんなリーナが、どこの馬の骨ともわからない異世界の男に奪われた。しかも、スカートをめくるという暴(ぼう)挙(きよ)をはたらいた上で、だ。

　許されるはずがなかった。オクターヴァでなら、婚約関係を築(きず)く前に八つ裂きにされる行為だ。なのにその男は、のうのうと生きているばかりか、リーナの偉大さや愛らしさを自覚せず、そっけない素(そ)振(ぶ)りで邪(じや)険(けん)に扱っている。オクターヴァでは万(ばん)死(し)に値(あたい)する行為である。あいつはいわば、神の庇(ひ)護(ご)のもとに生きながらえてきただけなのだ。

　しかし、神の庇護はなくなった。あいつを守るものは、なにもなくなった。

　狂おしい想いが、全身に逬(ほとばし)る。同時に、狂気にも似た物(ぶつ)騒(そう)な感情が、体の奥底から湧き上がってくるのがわかる。

　手段を問わずに、好きなようにしていい。

　それは、つまり……。

「正統な裁(さば)きを、僕が下せるというわけだ……」
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　保健室に飛び込んだ真吾は、突然の闖(ちん)入(にゆう)者(しや)に驚く女の保健医にかまわず、状況をまくしたてた。

　気が動転し、意味のある言葉を並べられたとは思えなかったが、保健医は清美の様子から察(さつ)してくれたようだ。

　ベッドに寝かせ、あれこれと清美を診(しん)察(さつ)する。

「先生、清美は……」

　ちょっと黙(だま)ってなさいと、睨まれる。

　真吾はおとなしく口を閉じたが、気が気ではなかった。

「真吾くん、落ち着いてください」

「わ、わかってるけど……」

　清美の顔は、死人のように真っ青だ。苦しそうな息づかいが、真吾の胸を締(し)め付(つ)ける。

　やがて保健医が振り返り、なぜか意(い)味(み)深(しん)な笑みを浮かべ、真吾と淳、光夫の顔を見回した。

「おめでたね」

「……は？」

「パパは誰かしら？」

　一(いつ)斉(せい)に、疑(ぎ)惑(わく)の目が真吾に集中する。

「し、真吾くん……」

「まさか……」

「き、貴(き)様(さま)……？」

「ま、待って！　えっ？　ちょ、そんな、俺は……」

　救いを求めるように保健医に目ですがると、彼女は「冗(じよう)談(だん)よ」と、笑顔を引っ込めて言った。

「じ、冗談か……」

「び、ビックリしましたぁ……」

　心臓に悪い冗談にもほどがある。

「ふん、冗談でなかったとしても、驚きはしないがな」

　なおも疑わしげなリーナに、驚いてたじゃないかと突っ込みたかったが、とてもできる雰囲気ではなかった。どうやら自分に、その手の話に関しては信用という文字はないらしい。

「原因は風(か)邪(ぜ)ね」

「風邪、ですか？」

　さっきまでは元気そうにしていたのだが……。

「だけど、一番の原因は疲(ひ)労(ろう)かな」

「疲労？」

「ベッドに寝かせると、落ちるように眠ったから、それだけ疲れていたんでしょう」

　今度は探るような目になって、保健医は真吾たちを見た。

「倒れるほどの疲労に、心当たりは？」

　先週から熱っぽかったのは知っている。しかし、疲労となると、真吾たちが知る限りでは、まったく心当たりがなかった。

「となると、ストレス性の疲労かな」

「……ストレス？」

「極(きよく)度(ど)の緊(きん)張(ちよう)状(じよう)態(たい)にあったか、なにか精神的な圧(あつ)迫(ぱく)を感じていたか……。そっちの辺で心当たりは？」

　みんなで顔を見合わせた。こちらもみんな心当たりがないようだったが、精神的な部分となると、目に見えないところに原因があるのかもしれない。

「それで、どうすれば……」

「まずはしっかり休ませることね。このまましばらく寝かせておいて、起きあがれるようになったら、家族の方に迎えに来てもらいなさい」

　とにかく、休養が必要らしい。

　しかし、体調面はそれでいいかもしれないが、問題は精神面である。本当に精神的なストレスを受けていたのなら、その原因を取り除かなくてはならない。

「だから、絶対安(あん)静(せい)。人が大勢いると落ち着かないだろうから、みんなは戻りなさい」

　どうやら真吾たちには、そっと寝かせておくことしかできないようだった。

　指示通り、真吾たちは保健室を出ようとした。

　だが、ズボンのお尻(しり)の辺りに何かが引っかかって、真吾の行動を阻(はば)んだ。振り返ると、清美が真吾のズボンを摑み、こちらを見上げていた。

「清美、大丈夫なのか？」

「……で」

「え？」

「……行かないで」

「…………」

「……私を、一人にしないで」
















　清美の目は、まっすぐ真吾を見(み)据(す)えていた。

　その瞳は、置いてけぼりにされるのを恐れ、怖がる子供のようだった。これまでの清美は、どこか摑みどころのない表情で、過(か)激(げき)な言葉の数々も、どこまでが本気なのか疑わしいところがあった。

　けれど、いまのこの表情は、ささやかな願いは、真(しん)摯(し)なものだった。心の底から、一人になるのを恐れていた。

　保健医は、安静にしていろと言った。真吾たちがいると落ち着かないだろうと言っていた。自分はどうするべきなのか。

　保健医に目で訴えると、彼女はよくわからない気の利(き)かせ方をした。

「はいはい、じゃあ部外者は出て行ってちょうだい。ここは彼に任せましょう」

「お、おい、部外者とはなんだ。それだったら、あいつだって……」

　場所をわきまえたのか、リーナは反論しつつも押し出されるようにして、保健室を出て行った。なぜか、一(いつ)緒(しよ)に保健医までいなくなってしまう。

　先ほどの「おめでた」発言での真吾たちの反応から、あらぬ誤(ご)解(かい)を受けたのかもしれない。

　誤解はあとで解くにしても、今は清美のほうが先だった。

　二人きりの状況に、少しばかり気まずさを感じながらも、真吾は膝(ひざ)をついて、清美と視(し)線(せん)の高さを合わせた。

「倒れるほど疲れてるのか？　いったい、どうしたんだよ」

　清美は、摑んでいたズボンを離すと、今度は別ななにかを求めるように、開いたままの手を差しだしていた。

　正しいかどうかはわからなかったが、真吾はその手を両手で握り締めた。

「……怖いの」

「怖い？」

　予想しなかった言葉が出てきて、真吾は面食らった。だが、清美は手を強く握り返し、汗ばんだ額(ひたい)に、青いを通り越した真っ白な顔で、真吾に訴えかける。

「……『大魔王』」

「あ、ああ」

「……それが、どういうものか、わからない。……けど、その言葉を聞いただけで、体が震えそうになるの」

「…………」

「……それだけの力が、大魔王にはある。……私には、なんとなく、わかる」

　清内路神社は、神の言葉を聞くことができる巫女を輩(はい)出(しゆつ)してきた。それだけ、神に近いところにいたわけだ。その巫女である清美は、真吾たち以上に、大魔王という存在を、大魔王が復活する気(け)配(はい)を、敏(びん)感(かん)に感じとっているのかもしれない。

「……だから」

　瞳に、恐怖や怯(おび)えよりも、さらに切(せつ)迫(ぱく)した色が浮かび上がる。

「……一人でいるのが、不安なの」

「清美……」

「……私は、真吾くんのおかげで、自由になった。……でも、どうやって生きていけばいいのか、まったくわからないの。……みんなとも、どう接していけばいいのか、わからない。……家族とも、うまく顔を合わせられない」

　そういうことか。

　タロウから聞いていた家族とのやりとりが思い返される。

　清美は隔(かく)離(り)されるように生きてきたため、これまで家族の間に交流らしいものは、ほとんどなかった。それが、いきなり解放されたために、一から家族の関係をやり直すことになったのだ。

　小さな子供なら、まだどうにかなったかもしれない。けれど、清美は家族との接し方に戸(と)惑(まど)った。自然、話し方や対応もそっけないものになってしまう。

　甘えかたも知らず、どのように絆(きずな)を作っていけばいいのかもわからない。いや、そもそもが、すでに家族は甘える対(たい)象(しよう)ではなくなっていたし、絆を作る必要を、清美が感じていないのだろう。

　だから、清美は家族仲を深めようとしない。深めようとしないから、家族も清美の心に踏(ふ)み込(こ)めない。家族を、清美が拒(きよ)絶(ぜつ)しているも同然だった。

　でも、どうして自分だけが特別なのか。どうして自分だけを、受け入れてくれるのか。

「……私は、真吾くんしか知らないから」

　すがるような目が、真吾を捉(とら)える。

「……真吾くんしか、頼れる人がいないから。……なのに、世界はまた、真吾くんを必要としている。……必要なのは、私のほうなのに……」

「…………」

「……世界中の誰よりも、私が、真吾くんを必要としているのに……」

　切なそうに訴える瞳の輝きは強かった。握り締められた手は、気がつけば痛みを伴(ともな)うほどに強くなっていた。

「……だから、どこにも行かないで。……ずっと、私のそばにいて。……ずっと、私を、支えていて……」

「…………」

　切なる願いに、真吾は言葉がなかった。

　真吾たちは、魔神の手から清美を救い出した。それで清美は自由になったと思った。普通の女の子として生活できるようになったと思った。

　だがそれは、真吾たちの思いこみだった。今さら気づかされた。

　清美は自由になった。けれど、一〇年もの間、人との関わりを断たれていた清美にとって、自由とは不安でしかなかった。いきなり、一人で大(おお)海(うな)原(ばら)に放り出されたようなものだった。

　真吾たちは魔神の呪(じゆ)縛(ばく)から清美を解き放ったが、それはただ、大海原へ清美を放り出しただけだったのかもしれない。それで、好きにしていいと、無責任なことを言っていただけなのかもしれない。

　自由になったのだから、うまくすればどこかの岸にたどり着けるかもしれない。けれど、清美は船の操りかたを知らない。方角を読むこともできない。一人では、なにもできない。

　たぶん、毎日がストレスだったのだろう。真吾以外に頼る相手がいない学校では、ずっと緊張していたにちがいない。だから、真吾と一緒にいるときか、家に一人でいるときだけが、心休まる時間だったのだろう。

　思い返してみれば、清美が真吾以外の名前を呼んだ記憶が、まったくと言っていいほどない。先週から風邪をひいていたが、学校を休まずに来ていたのは、大魔王に対する恐怖と、一人でいることの寂しさ、そして、なによりも真吾に会いたいという一(いち)途(ず)な想いからなのだろう。

　普段は気にも止めなかったことでも、こうして振り返ると、清美がいくつもサインを発していたことがわかる。

　そして今日は、まったく見ず知らずの場所へ足を踏み入れているのだ。緊張からくるストレスが、限界に達したのだろう。

　真吾は、思い知らされた。

　人を、本当の意味で救うということを。

　ただ助ければいいというものではないことを。

　そしてそれが、いかに難しいものであるのかということを。

　本当に清美のためを思うなら、自由を与えるだけでなく、船の操りかたを教えなくてはならない。方角の読みかたとか、食料の調達のしかたなんかも教えなくてはならない。

　それは本来、家族の役目だろう。しかし、家族とも関係を絶(た)っていた清美には、家族を頼ることができない。頼りかたを知らない。

　唯(ゆい)一(いつ)頼れるのは、清美のために戦い、清美のために自由を与えてくれた、真吾だけなのだ。

　だから、自分には責任があるのではないだろうか。

　清美が本当の意味で、自由に生きることができるまで、彼女のそばにいるべきではないのだろうか。

　そう、彼女の気持ちに、応えてやるべきではないだろうか。

「……真吾くん」

　瞳の訴えかける強さとは裏腹な弱々しい声に、真吾は胸を打たれる。

　魔神の呪縛から解き放たれたあとも、いつも真吾と関係を持とうとするのは、確かな繋がりが欲しかったからなのかもしれない。心と体で、絆を感じたかったのかもしれない。

　清美を自由にしたのは、もしかしたら、単なる同情心からだったのかもしれない。けれど、今は違う。

　同情ではなく、本気で、清美を守ってやりたいと思った。清美のために、彼女のそばにいたいと思った。彼女の想いに、できるだけ応えてやりたいと思った。

「清美」

　真吾は清美の耳元に囁(ささや)いた。

「大丈夫だ。俺はどこにも行かない。だから、まずは、安心して眠ってくれ」

　その言葉に、清美はうっすらと笑って、目を閉じた。すぐに、小さな寝息が聞こえてきた。苦しそうな様子は、少しもなかった。




４




「ずいぶんと、優しいんだな」

　いきなり声をかけられて、真吾は驚いた。

　振り返れば、不(ふ)機(き)嫌(げん)そうに腕を組むリーナと、修(しゆ)羅(ら)場(ば)を期待するようなワクワクした瞳の保健医が立っていた。

「一つ、確認していいか？」

「な、なんだよ」

　語気の強いリーナに、真吾の言葉も自然と強くなった。

「貴様はわたくしの、なんなのだ？」

「は？」

「貴様はわたくしの、婚約者ではないのか？」

　なんでこんなときに、わけのわからない質問をぶつけてくるのか。

　苛(いら)立(だ)った真吾の口(く)調(ちよう)は、さらにトゲを増していった。

「むりやりさせられた、な」

「しかも、暴力的で、かわいげのかけらもない、守ってやりたいとも思わない女だ」

「自分のことがよくわかってるじゃないか」

「……もういい、よくわかった」

　リーナは唇(くちびる)を嚙(か)み締(し)め、保健室を出て行った。

　なにが言いたかったのか、まったくわからない。

「追いかけなくていいの？」

「でも、俺、清美についてないと……」

「いまの子、泣き出しそうな顔してたわよ？」

　保健医の意外な言葉に、真吾は耳を疑った。

　リーナが、泣き出しそうな顔をしてた？

　もし本当なら、放っておくわけにはいかない。けれど……。

「どうするの？」

　横目で清美の寝顔を確認する。

　幸いにも、清美は深く眠っているようだ。

　真吾は意を決して、リーナの後を追った。







　リーナは廊下に出た少し先にいた。まるで待ちかまえているようだったが、真吾の姿を見るなり逃げ出した。

「真吾くん？」

　穂香が声をかけてくるが、「ごめん、あとで」と断って、走り出す。

　角を曲がるたびに、リーナはこちらを振り返る。どうやら、本気で逃げようとしているわけではないらしい。ではどうして距離を縮めようとすると走り出すのか。それは、つかまえて聞き出すしかない。

　中庭を横目に通り過ぎ、体育館を迂(う)回(かい)し、人(ひと)気(け)のない校舎裏で、真吾はリーナに追いついた。

「なんで追ってくる！」

　リーナは摑まれた腕を乱暴に振りほどくと、ものすごい剣(けん)幕(まく)で怒(ど)鳴(な)った。

　その顔は、とても泣き出しそうなものには見えなかった。ただ、なにかをこらえているような、苦しげな色が見て取れた。

「なんでって……」

「キヨミのそばにいてやらなくていいのかと言っているんだ！」

「おまえが変なこと言って逃げ出すからじゃないか！」

「逃げてなどいない！」

「どう見ても逃げてただろ！」

「貴様の勘(かん)違(ちが)いだ！」

　このままでは不毛なやりとりが続きそうだったので、真吾は息を一つ吐(は)いて、間を置いた。

「どうしたんだよ、最近、なんか変だぞ？」

「……誰のせいだと思っている」

「なんだって？」

「なあ、シンゴ」

　リーナも多少は落ち着いたのだろう。うつむきがちになりながら、ポツリと切り出した。

「わたくしには、そんなに魅力がないか？」

「は？」

「ホノカやキヨミにするように、その……スカートをめくったりしないのは、それだけ女としての魅力がないということか？」

「いや、だって、そんなことしたらおまえ、怒るじゃないか」

「ホノカだって怒っているぞ」

「おまえの怒りかたは物騒なんだよ」

「では、物騒な怒りかたさえしなければいいのだな？」

　それはちょっと違うような気がする。

「なんだよ、まさかめくってもらいたいのか？」

「ばっ!?　そ、そんなわけないだろう！」

「じゃあどういうわけだよ！」

　リーナは悔しそうに拳(こぶし)を握り締めて、絞(しぼ)り出(だ)すように言った。

「そういう対象として見られないのは、やはり、女としてシャクにさわるのだ……」

　真吾は虚をつかれる思いだった。

　リーナも、女の子なのだ。スカートをめくられて、恥ずかしがるよりも先に手が出るだけの、普通の女の子なのだ。

「だいたい、貴様は忘れているかもしれないが、むりやり婚約者にさせられたのは貴様だけではない。このわたくしも同じなのだぞ！」

「あ……」

「貴様と結婚する気などなかった。しかし、結婚せざるを得ない状況にある。ならば、できるだけ歩み寄ろうと努力した。トランクィロ様の指示に従って、男心に訴えかけるよう、毎朝迎えにも行った。いろんな格好で貴様の好みを探そうとした。なのに貴様は、いつも文(もん)句(く)や注文ばかりで、ちっともこちらに歩み寄ろうとしない。わたくしを知ろうとしない！」

「…………」

「気づいていないようだから言ってやるが、わたくしに対する貴様の口調は、ホノカやキヨミに対するときより、強く乱暴だ。このあからさまな違いは、わたくしにとっては、いや、女にとっては最大の屈(くつ)辱(じよく)だ！」

　真吾はなにも言えなかった。本当に、指摘されるまで、まったく気づかなかった。

「わたくしだって、不安なのだ……」

　急に声のトーンを落として、リーナは続ける。

「婚約者が他の女に優しくしているところを見れば不安にもなる。しかも、他の女よりぞんざいな扱いをされ、おまけに女としての魅力が足りないような言動をされれば、自分に自信がなくなる。王女としての資(し)質(しつ)に、疑いを持たれる……」

「…………」

「シンゴ」

　顔を上げ、追いつめられたような目で、真吾の瞳を覗き込んでくる。

「わたくしは貴様にとって、どういう存在だ？　優しくしてやる必要もない存在か？　魔剣がなければ、ただ邪魔で、乱暴で、迷惑なだけの存在か？」

「いや……」

　真吾は返答に詰まった。

　なにか答えなくてはならない。ちゃんと、自分の正直な気持ちを伝えなくてはならない。

「別に、迷惑だとか、ぜんぜん思ってないよ」

「噓(うそ)だな」

「……ごめん、少し噓だった。でも、最初ほどは、迷惑には感じてないよ」

「……そうなのか？」

「俺だって、最初は歩み寄ろうとしたんだ。それで、ちょっと生(なま)意(い)気(き)な妹みたいに思ったりもしたけど、その……、婚約者としては……」

「対象外、ということか」

「そうとも言えるし、違うとも言える」

「なんだ、ハッキリしないやつだな！」

「しかたないだろ！　一三歳の女の子がいきなり婚約者だなんて言われて、素直に喜んだり受け入れたりしたら、俺は変態か犯罪者の仲間入りだぞ!?」

　リーナは呆(あつ)気(け)にとられたように、ポカンと口を開けた。

「なん、だと？」

「だから、おまえは婚約者としてみるには、まだ幼(おさな)すぎるんだよ！」

「……どういう、ことだ？」

「最後まで言わせる気か!?　俺だって、おまえとどう接していいのかわからないんだよ！」

　言ってから、気恥ずかしさのあまり、言い訳じみたことを口にした。

「ご、誤解するな？　あくまで婚約者として、だぞ？　仲間や友人としてなら、こんなに悩む必要はないんだからな！」

　拍子抜けしたように、リーナの体から力が抜けていく。

「そ、そうか、そういうことなのか……」

「そういうことなんだ」

　こみ上げてくる笑いをこらえるかのように、肩を震わせる。安心したのか、表情も緩(ゆる)んでいた。

「なんだ……、うむ……、いろいろと悩んでいたのは、わたくしだけではなかったのだな……、って、なぜそこでわたくしが安心しなくてはならんのだ!?」

「知るかよ！」

　怒鳴ってから、真吾は思い直した。

　歩み寄ろう、と。

　リーナが本心をさらけ出してくれたように、自分も、少しだけ素直になろう、と。

「俺からも、一ついいか？」

「……ああ」

「俺は別に、魔剣が大事なわけじゃないぞ？　魔剣があるから、おまえと一緒にいるわけじゃない。リーナなら……、おまえなら、一緒に戦っていても、背中を預けられる仲間だと思ってるから、楽しくやっていけると思ってるから、一緒にいるんだ。それに……」

「それに？」

「う、あー……、その……」

　土(ど)壇(たん)場(ば)で、気恥ずかしさが湧いてくる。

「なんだ、早くしろ」

「えっと、その、メイド服」

「これか？」

　メイド服のスカートをつまみ上げてみせる。

「これが、どうした」

「似合ってるよ」

　リーナの目が丸くなった。

「それだけじゃない、この前の巫女服も、遊園地に行ったときの格好も、それから、浴衣(ゆかた)も。最初に会ったときのドレス姿も、けっこう、その……、可愛かったよ」

「か、かわい……？　え？　は？」

　リーナは顔を真(ま)っ赤(か)にして、体を震わせた。

「な、なにを言うんだ、急に！　そそ、そんなこと言われても、わ、わたくしは、わたくしは……！」

　熱暴走でも始めたか、最後のほうは言葉にならなかった。

「お、おい、まさか、照れて……？」

「てて、照れる!?　わたくしがか!?　なな、なんで貴様の言葉で、わ、わたくしが照れねばならんのだ！」
















　ものすごくわかりやすい照れ隠しである。

　真っ赤になって、居(い)心(ごこ)地(ち)悪そうに身じろぎするリーナは珍(めずら)しかった。素直に、可愛いと思った。

　だから真吾は、リーナが落ち着くまで、じっくりとその姿を観察することにした。

「な、なるほどな！」

　ムリヤリ落ち着かせ、強引に納(なつ)得(とく)して、リーナは胸を張った。

「き、貴様の趣味はわかった！　ふんっ、そ、そういうことならば、こ、これからも、わたくしの魅力で、き、貴様を、のの、悩(のう)殺(さつ)してやろう！」

「期待してるよ」

　ギョッとしたように目を剝(む)いて、リーナは真吾を押しのけた。

「な、なんだよ」

「し、しばらく一人にさせてくれ！」

　真吾に向けた背中が、言葉以上に訴える。

　これを機に、いろいろと考えたいことがあるのかもしれない。

　真吾はなにも言わずに、そっとリーナを見送った。

　すると、入れ替わりに穂香がやってきた。

「あ、真吾くん、リーナさんはどうでした？」

「え？　いま、そこですれ違わなかった？」

「はい、すれ違いはしたんですが……、私の顔を見るなり、走っていってしまったので……」

　顔が赤くなっているのを見られたくなかったのだろうか。意(い)地(じ)っ張(ぱ)りのリーナなら、ありそうなことだ。

「で、どうだったんです？」

「んー、まあ、話し合いは大切だよなってことだよ。問題はたぶん、解決したと思うから」

「……そうですか」

　なぜか、思い詰めたような表情になる。

「穂香……？」

「あ、いえ、すいません、なんでもないです。それより、もうすぐ舞台が始まるんで」

「あ、そうだったね」

「ええ、ですから……」

　急に表情を引き締め、穂香は真吾と正面から向き合った。

「私の舞台、ぜひ、見に来てくださいね」

「え？　ああ、うん。最初からそのつもりだったし」

「それで、ですね……」

「うん？」

「公演が終わったあと、舞台裏で会ってもらえませんか？」

「そりゃ、会いには行くよ」

「いえ、二人きりで、会ってほしいんです」

　心臓が跳ね上がった。

　いやいや待て待て落ち着けと、激(はげ)しく脈(みやく)打(う)つ鼓動を鎮(しず)めようと、必(ひつ)死(し)になる。

「それじゃ、私はこれで」

　返事を待たずに、穂香は走っていってしまった。

　取り残される形となった真吾は、穂香の言葉を反(はん)芻(すう)し、頭に血が上っていた。

　二人きりで、会ってほしいんです。

「……え？」

　それは、つまり、どういうことだ？

　二人だけで会って、どうしようというのだ？

　まさか……。

　いや待て、冷静になれ、先走るな。

　そんなことがあるのか？　ありえるのか？

　でも……。

　じゃあ、なにを話そうっていうんだ？

　混乱し、動揺する真吾は、なぜか身の置き場のない気持ちになって、身じろぎした。
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　準備はすべて、整った。

　体育館のステージ裏で、穂香(ほのか)は襲(おそ)いかかる緊(きん)張(ちよう)と懸(けん)命(めい)に戦っていた。

　落ち着かないので椅(い)子(す)に座り、手を組んで祈るような格好で、「落ち着け、平常心になれ」と、自分に言い聞かせる。だが、いくら言い聞かせても、次々に押し寄せてくる緊張を受け流すことはできなかった。

　なにしろ、主役の器(うつわ)でないことは自分が一番よく知っているからだ。

　もっとも主役にふさわしい部長の理(り)沙(さ)は、高校生活最後の公演であるにも関わらず、どちらかといえば裏方に徹(てつ)していた。

　理沙に言わせれば、「穂香のほうが映(は)えるから」ということだが、穂香にしてみれば「そんなことはないのに」と思うのだ。

　理沙は穂香よりも大人っぽくて美人だし、スタイルもいい。頭の回転も速くて、人当たりもいいし、物(もの)怖(お)じしない性格は羨(うらや)ましいくらいだ。演技に関しても、部内で一番うまいし、声もよく通り、なにより、場を支配するほどの存在感を醸(かも)し出(だ)すことができる希(け)有(う)な才能の持ち主なのだ。

　なのに、理沙はすすんで端役を演じ、演出や構成のほうに力を注いでいた。

　穂香にきわどいセクハラをしかけること以外は、完(かん)璧(ぺき)な少女だろう。主役には、彼女のほうがふさわしいと思うのは、おかしなことではないはずだ。実際、理沙に面と向かって言ったこともある。

　それでも、理沙は主役の座を引き受けなかった。それどころか、穂香が真(しん)吾(ご)と出会ってからは、シナリオを既(き)成(せい)のものからオリジナルに変え、積(せつ)極(きよく)的(てき)に二人の仲を応援し、なにかにつけてアドバイスもしてくれた。頭が上がらないほど理沙には世話になり、また感謝してもしきれないほどに、恩を感じていた。

　そうした姿を部員がどう受け止めているのかはわからないが、行動力や存在感は全員が認めており、彼女を中心に、演劇部はかつてない結(けつ)束(そく)力(りよく)で、文化祭の公演に挑(いど)もうとしていた。

　だからこそ、失敗はできなかった。理沙への、みんなへの感謝の気持ちを込めた演技ができるか、心配だった。

　理沙のためにも、みんなのためにも、そして自分のためにも、この公演は絶対に成功させなくてはならなかった。

「ふぅ……」

　ため息の数は、軽く二桁(けた)は越えただろうか。メイド喫(きつ)茶(さ)でウエイトレスをしていなければ、余(よ)裕(ゆう)で三桁は越えたかもしれない。

　失敗はできない。しかも、そのあとには、一(いつ)世(せい)一(いち)代(だい)のイベントが待っているのだ。緊張するなというほうが無理な話だった。

　もう一度、人という字を手のひらに書いて、飲んでみようか。

　これも、何度目かの試みである。

　人差し指で「人」という字を書こうとして、穂香は手を止めた。

「……あれ？」

　気のせいかと思った。けれど、意識を集中すると、間違いのない感覚を、穂香は感じとった。

　世界の危機の波(は)動(どう)だ。それも、すぐ近くから。

　フォルスかと思ったが、この波動はたった今、感じるようになった。しかも、まるで動く気(け)配(はい)がない。

　穂香は波動をたどっていった。バレーやバスケットのボールが入ったカゴや、ネット、鉄(てつ)柱(ちゆう)、使わない照明器具やコード類をかきわけるようにして進むと、壁にぶち当たった。しかし、波動は壁の向こうから感じるのだ。

　外なのだろうか。

　いや、この向こうは外ではないはずだ。

　では、どういうことだろう。

　戸(と)惑(まど)っていると、いきなり、自分の口が勝手に動いた。

『案ずるな』

　穂香はギョッとして、自分の口を押さえた。その声の主(ぬし)がグランだとわかって、ゆっくりと手を離す。

「ぐ、グラン……？」

　神が真吾たちのお目(め)付(つけ)役(やく)として穂香と同化させた独(どく)立(りつ)思(し)念(ねん)体(たい)、グランディオーソだ。彼（？）が表に出てくると、穂香の意識は閉じこめられ、体の自由も奪われてしまうのだが、今はそういうことはなさそうだった。体の自由は利(き)くし、会話を交わすこともできる。一人の口で二人分の会話をするのは、相変わらず変な感じだったが。

「どうしたんですか、いきなり」

　グランの声を聞くのは一カ月ぶりだろうか。いや、もっとかもしれない。

『そなたなら、道を開くことができる』

「え？」

『さあ、手を触れるがよい』

　なんで、という疑問はあった。どうして今になって急に現れたのかと、問(と)い質(ただ)したかった。ほかにもたくさん訊(き)きたいことはあったけれど、壁の向こうの波動が気になったし、なにより、その波動は自分を呼んでいる気がするのだ。

　言われるがままに、穂香は壁に手をついた。すると、そこにあったはずの壁が消え、代わりにちょっとした小部屋が現れた。

　穂香が足を踏(ふ)み入(い)れ、数歩も行かないうちに、奥にたどり着く。そこには、木製の台座に置かれた石があった。その石には、魔(ま)神(じん)が使う不思議な紋(もん)様(よう)が描(えが)かれている。

「ここにも、魔神が……？」

　穂香の問いに、石もグランも答えない。

　どうするべきか。

　一度戻って、真吾たちに相談すべきか。

　いや、そもそも、どうして自分はこの部屋を見つけることができたのか。

　相変わらず、グランは答えない。

「おーい、穂香ぁー！　もうすぐ時間だよ！　衣装をあわせるよー！」

　理沙の声がする。あれこれ悩んで、考える時間はなさそうだ。

「いま行きまーす！」

　返事をして、穂香は石を手に取った。何も起こらない。意を決して、懐(ふところ)にしまう。

　すると、急に体の自由が利かなくなった。

『住(すみ)吉(よし)穂香よ』

　魔神の仕(し)業(わざ)かと思ったが、どうやらグランのせいらしい。

「……どうしたんですか？」

　声は自由になったので、訊いてみた。

『そなたの勇気、とくと拝(はい)見(けん)させてもらうぞ』

　予想していたとはいえ、穂香の気持ちは筒(つつ)抜(ぬ)けのようだった。得(え)体(たい)の知れない相手だけに、気恥ずかしさよりも不信のほうが先に立ったが。

「それは、応援してくれている、ということですか？」

『……そうだな』

　珍(めずら)しいこともあるものだ。

　それでもしっくりこないのは、わざわざ体の自由を奪ってまで言って聞かせるようなことではないからだ。

『行かないのか？』

「行きます」

　体の自由を返される。

　すぐに、穂香は踵(きびす)を返した。

　今は、舞台に集中しよう。グランのことも、魔神の石のことも、あとでまとめて問い質そう。
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　体育館へ向かうと、仲間たちが真吾を待っていた。

「おい、早くしろ、もう始まるぞ」

　光(みつ)夫(お)に急(せ)かされるが、真吾は体育館に入るのを躊(ちゆう)躇(ちよ)した。

　リーナと清(きよ)美(み)の姿がない。

　清美はまだ眠ったままなのだろう。リーナも、一人でどこかをぶらついているのかもしれない。

　二人のことは気になった。けれど、これから始まる劇はもっと気になった。

　二人きりで、会ってほしいんです。

　思い返すたびに、顔が熱くなる。妙(みよう)な期待に、胸がざわめく。

　リーナは、一人にしてくれと言っていた。清美も、眠っているなら大丈夫だろう。勝手な理(り)屈(くつ)をつけて、真吾は体育館の扉(とびら)をくぐった。

　照明の落とされた、薄(うす)暗(ぐら)い中を、空(あ)いた席を探して移動する。

　開演直前だが、それほど席は埋(う)まっていなかったので、前のほうの正面の席に、全員で固まって陣(じん)取(ど)ることができた。

「俺(おれ)、演劇なんて初めてだぜ」

「ぼ、僕も、が、学校の演劇鑑(かん)賞(しよう)以来なんだな」

「穂香殿がどのような演技をするのか、楽しみだ」

「ドキドキなのです。ワクワクなのですぅ！」

　真吾は、みんなとは違う理由で、落ち着かなかった。

　開演のベルが鳴る。

　ついに、舞台の幕が上がった。







　一人の少女がいじめられていた。

　何人かによってたかって、小(こ)突(づ)かれ、引っ張られ、叩(たた)かれ、からかわれていた。

　場所は、どこかの河原(かわら)だろうか。

　そこで、穂香が扮(ふん)する小学生の女の子が、いじめられている。

　舞台の幕が上がると同時に、真吾は強烈な既(き)視(し)感(かん)に襲われた。

「これは……」

　どこかで、見た記憶がある。

　いや、違う。

　見たことがあるどころではない。

　これは、これは……。

　ストーリーは、事前に穂香から聞いていたとおりだった。

　穂香が演じる少女が、家ではメイドで、学校では陸上部に所属して頑(がん)張(ば)った結果、とある会社の社長秘(ひ)書(しよ)にまでのぼりつめるというサクセスストーリーだ。

　ただ、内容は穂香がのし上がっていく過(か)程(てい)を描くことよりも、穂香の内面のほうを重視する作りになっていた。

　決して裕(ゆう)福(ふく)ではないが、幸せな家庭の中に穂香はいた。

　しかし、ある日、穂香の父親が亡くなり、働き手がなくなったため、家のローンを返すことができず、穂香たちは我が家を追われることになった。身寄りがなく、母親のパートだけでは生活できなかった二人は、ある金持ちの家に引き取られ、居(い)候(そうろう)させてもらうことになった。その代わりに、二人は家事全般と、穂香と同い年の娘の世話を任された。それが、穂香がメイドになった理由だった。

　家主は穂香たちに同情していたが、その妻や娘は邪(じや)険(けん)に扱った。特に穂香と同じ学校に通う娘は、穂香を徹(てつ)底(てい)的(てき)に嫌(きら)い、クラスメイトを仲間につけて、いじめ抜いた。

　靴(くつ)を隠(かく)し、教科書を隠す。

　筆箱の中身を教室中にばらまき、踏みにじる。

　給食に出たデザートは、いつも穂香の分だけなかったし、わざとスープをこぼされ、服がびしょびしょになることもあった。

　どんなに酷(ひど)い目にあっても、穂香は刃(は)向(む)かうことができなかった。誰(だれ)にも助けを求めることはできなかったし、助けてもくれなかった。

　だから、穂香はひたすら耐(た)えた。

　いつか、きっと、こんな屈(くつ)辱(じよく)にまみれた日は終わるはず。

　そう信じて、祈って、願った。けれど。

　信じるだけで、祈るだけで、願うだけで変わるほど、現実は甘くなかった。

　穂香は近くの河原に呼び出され、そこでまた、執(しつ)拗(よう)ないじめを受けた。

　繰り返される毎日。変わらない日常。救いのない日々。

　もう、終わりにしたい……。

　一番楽な形で。この世でもっとも、醜(みにく)い形で。

　そんなときだった。

　いきなり、一人の少年が飛び込んできた。

「やめろ」と穂香の前に立ちはだかり、守ろうとする。

　まったく知らない少年だった。会ったこともなければ見たこともない、完全な赤の他人だった。

　いじめの矛(ほこ)先(さき)は、容(よう)赦(しや)なく彼にも向けられた。

　けれども、彼は勇(ゆう)敢(かん)に戦った。多(た)勢(ぜい)に無(ぶ)勢(ぜい)、勝てる見込みはなかったが、彼は最後まで、穂香を守り抜いた。

　あとには、地面に大の字になって倒れる少年と、彼を不思議そうな目で見下ろす穂香だけが残った。

「どうして……」

　助けてくれたのか。

　見ず知らずのきみが、私を。

　答えは返ってこなかった。

　少年は起きあがると、なにも言わずに穂香に背を向けた。声をかけようとしたが、ためらわれるものが、少年の背中にはあった。

　少年を見送り、一人になった穂香は、大切なものを抱え込むようにして、胸に手をあてた。

　嬉(うれ)しかった。

　助けてくれたことが、単純に嬉しかった。

　勝てはしなかったけれども、彼は穂香を守ってくれた。

　その少年が、かっこいいヒーローに見えた。

　あたたかい気持ちが広がっていく。こんな気持ちになるのは、ずいぶんと久しぶりだった。

　だから、少年の名前を聞けなかったことを後(こう)悔(かい)した。

　もう一度会うことがあったら、絶対に名前を聞こう。そして、ちゃんとお礼を言おう。

　穂香は心に決めた。

　けれど、それから少年に会うことはなかった。毎日のように河原を通ってみるが、すれ違うことも、遠くで見かけることもなかった。

　それでも、穂香の心の中には常に、少年の存在があった。

　穂香の想いは日に日に募(つの)り、やがて彼女は一つの決断を下した。

　会うだけじゃダメだ。名前を聞いて、お礼を言うだけじゃダメなんだ。

　強くなろう。

　少年に胸を張って会うために、強くなるのだ。

　少年が与えてくれた勇気が、自分を強くしてくれたのだと、誇(ほこ)るために。

　それからの穂香は変わった。

　まず、いじめに抵抗するようになった。

　たとえ勝てなくても、気持ちで負けたりはしなかった。どんないじめも穂香の心を屈(くつ)服(ぷく)させることができないとわかると、いじめは徐(じよ)々(じよ)に減っていった。

　いじめを乗り越え、中学へ進んだ穂香は、陸上部に入った。

　走るのは好きだった。決して速くはなかったが、足を動かしている間はなにも考えずに夢中になれたから、頑張った。

　高校も陸上部に所属し、そこそこの成績を収めるまでに成長した。その甲(か)斐(い)あって、大学には推(すい)薦(せん)で入ることができた。

　同時に、居候先から抜け出すために、一人暮らしを始めた。生活費と学費は自分で払うと決めていたので、学業と部活、アルバイトの三重の生活は苦しかったが、いじめられていた頃に比べればなんということもなかった。

　なにより、そんな毎日は充実していたし、あの少年のことが常に頭にあった。

　もしかしたら、どこかで自分を見ているかもしれない。情けない姿だけは、絶対に見せたくない。そう思うと、自然に頑張れた。辛(つら)いことも、乗り越えられた。

　大学の卒業と同時に、穂香は社会人ランナーとして、とある企(き)業(ぎよう)の陸上部へ所属することになった。

　しかし、これまでのムリがたたったのか、三年目に大きな怪(け)我(が)に見舞われ、選手生命を断たれた。

　それから二年はマネージャーとして携(たずさ)わった。献(けん)身(しん)的(てき)なサポートや頑張りを評価していた会社は、一社員として穂香を迎え入れることを提案してきた。

　穂香に与えられる肩書きは、「社長秘書補(ほ)佐(さ)」。秘書が一年後に退社を予定しているため、その後継者に選ばれた形だった。

　陸上に未(み)練(れん)はあったが、出世にはちがいない。穂香は引き受けた。

　社長秘書補佐として一年を過ごし、穂香は正式に秘書となった。ここでようやく、穂香は息をつくことができた。

　自分はよくやったと思う。他人も、自分を評価してくれた。今なら、胸を張ってあの少年に会える気がした。

　秘書就任の日、穂香は早(さつ)速(そく)、社長室に向かった。くしくも今日から、社長が代わるのだ。

　新しく就任した社長と、穂香は顔を合わせた。まだ若い社長だった。自分と同い年くらいの青年だった。

「あっ……」

　穂香は驚いた。

　その顔には見覚えがあった。正確には、面(おも)影(かげ)があった。

　それは、小学生の頃、自分を助けてくれた少年の面影と重なり――。
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　万(ばん)雷(らい)の拍(はく)手(しゆ)と共に、舞台は終わりを告げた。

　真吾は座席で拍手をしながら、今の内容を振り返っていた。

　あの話は、間違いない。真吾と穂香の出会いを描いたものだ。

　小学生の頃、真吾はいじめられている穂香を助けたことがある。助けたというほど格好のいいものではなかったが、話の中のできごとと、ほとんど同じだった。

　どこまでが事実で、どこからが虚(きよ)構(こう)なのかはわからない。さすがにメイドがどうとかはないだろうが、それでも、ハッキリしていることはある。

　穂香はずっと、真吾のことを生きる糧(かて)として想い続けてきたということだ。

　そこに噓(うそ)があっては、この劇は成功しなかっただろう。

　穂香の演技は、ものすごくうまいというわけではなかった。特に、小学校を卒業してからの演技は、ぎこちなさが目立ったように思う。それでも破(は)綻(たん)せずにやり通せたのは、要(よう)所(しよ)要所でみせる少年への想いを口にするときだけ、雰(ふん)囲(い)気(き)が変わったような演技を見せるからだ。

　つまり、穂香が体験してきたことや、穂香が実際に想っていることだけは、説(せつ)得(とく)力(りよく)をもって観客である真吾たちの心をうつのだ。

　考えすぎだろうか。いや、そもそも、これは自(うぬ)惚(ぼ)れがすぎる評価であるような気がする。

　この劇のあとに、穂香は二人きりで会ってほしいというのだ。

　胸が高鳴る。勘(かん)違(ちが)いするな、期待するな、自惚れるなと自制を働かせるが、心臓は激(はげ)しさを増すばかりだ。

「よしゃぁ！　みんなで穂香姉ちゃんのところへ行こうぜ！」

　光夫の声に、真吾は我に返った。

　みんなで行く。ということは、二人きりにはなれないということだ。

　どうしようかと思ったが、みんなを止めるわけにはいかない。すぐにはムリでも、二人きりになれる機会はいくらでもあるはずだ。

　だから、落ち着け。

　真吾は自分に言い聞かせた。







「穂香姉ちゃん、お疲れー！」

「良かったぞ、穂香殿！」

「か、感動したんだな！」

　みんなで、舞台裏にやってくる。

　美(み)也(や)は途中で飽きたのか、眠ってしまい、目を覚ます気配がないので、ひとまず座席に座らせたまま置いてきた。

　真吾も、まずは舞台の成功を労(ねぎら)おうとした。

「穂香、お疲れ――」

　言いかけて、絶(ぜつ)句(く)した。

　そこにいたのは、猿(さる)ぐつわをされ、両手両足を縛(しば)られた穂香だった。その横には、彼女の首筋に細身の剣を突きつけるフォルスがいた。
















「フォルス!?」

「てめぇ、なにしてやがる！」

　事(じ)態(たい)を察(さつ)知(ち)し、すぐに臨(りん)戦(せん)態(たい)勢(せい)に入る。

「ミヤタシンゴ」

　フォルスは薄く笑って、剣の切(き)っ先(さき)を真吾に向けた。

「おまえを殺す」

「はぁ？」

　なにを言っているんだ、とは口にできなかった。とても、軽口で応じられる雰囲気ではなかった。

　フォルスの目は、射抜くほどに真吾を凝(ぎよう)視(し)している。そこに一点の曇(くも)りも、一分の迷いもない。たった一つの、狂気じみた純(じゆん)粋(すい)な感情が、彼を支配していた。

　ミヤタシンゴを殺す。

　そう、たった、それだけ。

　それだけに、貫(つらぬ)き通そうとする意志は固く、強かった。

　不気味なのは、この状況で笑っていることだ。懸命にこらえてはいるが、楽しくてしかたがないというように、愉(ゆ)悦(えつ)に浸(ひた)った表情をしている。

「おい、どうしたんだ……？」

　明らかに、先ほどとは様子が違う。血走った目は、真剣だという以上に危険なものを含んでいた。

「残念だが、手段は選ばない。おかしな動きはするなよ？　少しでも不(ふ)審(しん)な動きをしたら、僕は容赦しない」

　チラリと、穂香に目を向ける。

　おかしな動きをしたら、穂香を傷つけるということか。いや、もしかしたら、今のフォルスは、殺すことすらためらいを見せないかもしれない。

「さあ、ゆっくりこっちに来るんだ。他の連中も、動くなよ？　動いたらこの少女の命はないからな？」

　やはりか。

　舌打ちしたいのをこらえて、真吾はフォルスを睨(にら)みつける。意に介した様子もなく、フォルスは「さあ」と促(うなが)した。足下で穂香が首を振るが、行かないわけにはいかない。

　フォルスは本気だ。本気で、しかも言葉通り、手段を選ばずに真吾を殺しにかかっている。

「そんなに、俺が憎(にく)いか？」

「憎いさ」

　即答だった。しかも、万(ばん)感(かん)の思いを込めた一言だった。

「だから僕は、おまえを殺す」

　ビリビリと、フォルスの殺(さつ)気(き)が伝わってくる。

「……淳(じゆん)兄(にい)」

「わ、わかってるんだな……」

　後ろから、そんなやりとりが聞こえる。まずは、この状況から抜け出すことが先決だろう。

「無(む)抵(てい)抗(こう)か。潰(つぶ)し甲(が)斐(い)がないが、まあ、いい」

「それはどうかな？」

「なに？」

「勝負は、これからだ」

　宣言すると同時に、淳の瞬間移動で、真吾と穂香以外の全員が舞台裏を後にした。

「穂香！」

　真吾は穂香に駆(か)け寄(よ)った。なにかを言いたそうにしている穂香だったが、戒(いまし)めがきついのか、身動きするたびに顔をしかめている。

「待ってろ、今ほどいてやるから……」

「ちょっとちょっと、なんの騒(さわ)ぎよ！」

　いきなりやってきたのは、武(たけ)石(いし)理沙だった。理沙は二人の姿をみとめると、目を剝(む)いて立ちすくんだ。

「あ、あんたたち、だけ？」

「え？　は、はい」

「そういう、アブノーマルで激しいプレイが好みだったのね……」

「は？」

　言われて、気がついた。

　後ろ手に縛られ、猿ぐつわを嚙(か)まされ、床に転がされた女の子と二人きり。これは、その……。

「ち、違います、違いますって！」

「むーっ、むーっ、むーっ！」

　真吾と穂香はあらぬ誤(ご)解(かい)に慌(あわ)てふためいた。

「まあ、冗(じよう)談(だん)はこれくらいにして……」

「冗談ですか……」

　イヤな冗談は本当にやめて欲しい。

「ねえ、宮(みや)田(た)真吾。あんたはこんなところでのんびりしてる場合じゃないんでしょ？」

「え？　まあ……」

「だったら、ここは私に任せて、あんたが為(な)すべきことを為してきなさい」

　でも……、と言いたいところだったが、勝負を挑まれた本人がいなくては、すぐにここへ戻ってきてしまうかもしれない。

　真吾は穂香を任せることにした。

「穂香、すぐに、必ず戻ってくるから！」

　穂香は「頑張ってください」と言うように、頷(うなず)いてみせた。それを声援の代わりにして、真吾は駆け出した。







　リーナは校舎の裏で一人、座り込んでいた。

　さっきからずっと、胸のモヤモヤが収まらない。ふとした拍(ひよう)子(し)に真吾の顔を思い浮かべると、顔が赤くなる。先ほどのやりとりを思い返すと、心臓がドキドキする。

　なんなのだろう、これは。

　自分はいったい、どうしてしまったというのだろう。

　胸が痛い。集中力が散(さん)漫(まん)になる。意識しないのに、真吾の顔や言葉が、次々に脳(のう)裏(り)に浮かんでくる。

　なにかの病気だろうか。それとも、真吾に言われたことが、それだけ嬉しかったということなのか。

　リーナは思いっきり首を振った。強く振りすぎたあまり、目(め)眩(まい)がした。

「……ふぅ」

　本当に、なにをやっているのだろう。

　リーナは重い腰を上げた。

　ここで考えていてもしかたがない。ひとまず、真吾たちと合流しよう。

　と思った矢先だった。

　いきなり、フォルスたちが現れたのだ。しかも、物騒な雰囲気で、選ばれし者たちと対(たい)峙(じ)している。

「フォルス!?　なにをやっているのだ!?」

「王女か!?」

「リーナ様!?」

　全員がすぐには状況を把(は)握(あく)できなかったようだ。その中で素早く事態を飲みこんだのはリーナだった。

「フォルス、また勝負をふっかけたのか？」

「少し違います」

　フォルスも冷(れい)静(せい)さを取り戻したようだ。悠(ゆう)然(ぜん)とした態度で、切り返す。

「今度は本気でミヤタシンゴを殺します。その上で、貴女(あなた)をオクターヴァへ連れ戻します」

　そこへ、遅れて真吾がやってきた。すかさず、フォルスの剣が真吾に向けられる。

「リーナ様」

　かつてないほど真(しん)摯(し)な表情で、フォルスはリーナを見つめてきた。

「帰るときが来たのです」

「なん、だと？」

「先ほど、再び神(しん)託(たく)が下りました」　

　今いるこの世界では、大(だい)魔(ま)王(おう)が復活しようとしている。しかし、地球とオクターヴァが繋(つな)がったままでは、その被害がオクターヴァにも及んでしまう。だから、神は二つの世界を切り離すことに決めたというのだ。

「切り離す？」

　思わず真吾は口を挟んだ。

「それができれば苦労はしないって、神様は言ってたぞ」

　正確にはグランが言っていたのだが、あまり変わりはないだろう。

　フォルスは鼻で笑ってみせた。

「確かに、二つの世界を守ったまま切り離すこと自体は難しいのだろう」

　フォルスの肩が揺(ゆ)れた。こらえようとしていた楽しさが、溢(あふ)れ出(だ)そうとしているようだった。

「だが、どちらかの世界が犠(ぎ)牲(せい)になれば、話は簡単になる」

　真吾たちはギョッとした。リーナも耳を疑った。

「そう、この地球を滅ぼしてしまえば問題ない。大魔王ごと、この宇宙から消し去ってしまえばいいのだ」

　真吾とリーナが子供を成さなければ、オクターヴァは滅びる。しかし、そちらはどうにかなりそうなメドがついた。ならば、もはや宮田真吾にこだわる理由はない。早(そう)急(きゆう)に帰ってこい。

　それが、神の言葉だった。

　リーナは動揺した。

　望んでいた婚約の解消だ。喜んでいいはずなのに、リーナの心はちっとも晴れなかった。先ほどとは違った胸の痛みが、リーナになにかを訴(うつた)える。

　その様子を、フォルスは冷え切った目で見つめていた。

「トランクィロ様から許可が出ました。どんな手段を使ってでも、リーナ様をオクターヴァへ連れ帰れ、と」

「だから、シンゴを、殺そうとしているのか？」

「貴女に踏ん切りをつけさせるためです」

　なぜだ。

　どうして真吾が死ねば、自分が踏ん切れると思うのか。

「だが……」

「トランクィロ様の命なのですよ？」

　トランクィロの命。

　それはリーナにとって、なににも代(か)え難(がた)いものだった。真っ先に優先すべき言葉だった。なのに、今のリーナは、神の言葉に従えない。従いたくない。そう思える自分に驚き、自分がわからなくなる。

「……そうですか」

　突き放すようなフォルスの呟(つぶや)きが、リーナの耳(じ)朶(だ)を打つ。ハッとして、リーナは慌てて魔(ま)剣(けん)を呼び寄せた。

　フォルスの姿が消えた。と思った次の瞬間には、フォルスの剣が真吾の喉(のど)元(もと)に突きつけられていた。

「くっ、くくく……、いま、貴(き)様(さま)は死んだ」

　笑いをこらえながら、フォルスは告げた。

「今度は間違いなく、貴様の喉を貫いてやるよ」

「フォルス、貴様！」

「ご安心を、リーナ様」

　笑いが次(し)第(だい)に、こらえきれなくなっている。

「僕がリーナ様をお守りします。リーナ様を惑(まど)わす男とその仲間たちを皆殺しにします。リーナ様は本来歩むべき道へとお戻りください。それが神の御意志でもあるのですから」

　酔(よ)っている。

　フォルスは自分の行(こう)為(い)に酔っている。正しいと信じ、悪意ではなく善意で、真吾たちを殺そうとしているのだ。

「く、くくく……、さあ、勝負だミヤタシンゴ！　僕はこのときを待っていたのだ！　ふ、ふふふふ……、あはははは！　せめて、リーナ様の婚約者であったという片(へん)鱗(りん)くらいは見せてくれよぉ！　でないと、僕のほうがみじめになるんだからなぁ！」

　笑い声は調子を崩(くず)し、壊(こわ)れたような哄(こう)笑(しよう)へと変わっていた。

　リーナを想うがゆえの、狂気。

　このままでは、フォルスは本当に真吾たちを殺すだろう。それは避けたい。でも、それを避けるということは、リーナは神を裏切るということになる。

　帰らないということは、今までならありえなかった。それが神の言葉であれば、絶対だ。

　けれど、リーナは心に決めていたことがある。

　神の言葉に左右されず、何ごとも自分で考え、自分で判断しよう、と。

　それが、真吾たちとの戦いの中で学んできたことだった。

　だから、リーナは考えた。考えたが、答えは出てこなかった。

　帰らねばならない。でも、帰りたくない。

　自分が「帰る」と言えば、すべて丸く収まるはずなのに……。

　リーナは帰ることを拒(こば)んでいた。なのに、その拒む理由がわからなかった。見つからなかった。

「行くぞ！」

　フォルスの声と共に、戦いが始まってしまう。

　力だけなら、フォルスはオクターヴァでも最下層に位置するほど貧(ひん)弱(じやく)だ。しかし、彼には驚(きよう)異(い)的(てき)なスピードがある。早さを生かした技術がある。単純な素早さだけなら、リーナよりも上だ。　

　当然、真吾たちは苦戦した。

　外見に似合わない素早さと大(だい)胆(たん)な攻撃に、真吾たちは為(な)す術(すべ)もなく追いつめられていく。

「バリアぁぁぁぁぁ！」

　光夫のバリアがフォルスの剣を弾(はじ)く。光夫に剣が通用しないとわかると、フォルスは振り向き、背後から忍び寄っていたタロウに狙(ねら)いを変える。

　タロウは分(ぶん)身(しん)して襲いかかった。だがフォルスは、慌てることなく、その一匹一匹を打ち消していく。一度に全部、ではない。一匹ずつ、順番に、である。にもかかわらず、タロウの牙(きば)はフォルスを一度たりとも捉(とら)えることができないのだ。

「くっ、速すぎる！」

　タロウの本体が狙われ、淳が急いで瞬間移動を施(ほどこ)して距離を開けようとする。だが。

　移動した次の瞬間には、フォルスはタロウの眼(がん)前(ぜん)にまで迫(せま)っていた。

「ぐおぅ！」

　タロウの前脚に、剣が突き刺さる。

「獣(けもの)は獣らしく、強いものには従え！」

　引き抜いた剣を、フォルスは光夫に向かって投げつけた。光夫はバリアで剣を弾いたが、そのときにはフォルスは淳に肉(にく)迫(はく)し、腹部を蹴(け)り上(あ)げ、頭が下がったところで側頭部を蹴り抜いた。

「豚(ぶた)は豚らしく、鼻先を地面に押しつけていればいいんだよ！」

「ひ、ひどいんだな……」

　淳を沈(しず)めたあと、フォルスは再びタロウに詰(つ)め寄(よ)った。さらなる攻撃を警(けい)戒(かい)したタロウだが、前脚の怪我のせいで動けない。傷ついた前脚を無(む)造(ぞう)作(さ)に摑(つか)まれ、悲鳴を上げる。

　かまわずにフォルスはタロウを持ち上げ、光夫に向かって投げつけた。

「うぉっ……」

　バリアを展開するわけにもいかず、光夫はタロウを抱き止めた。両手が塞(ふさ)がったところに、フォルスがやってくる。

「やべっ」

　フォルスが一つ、腕を振るった。手についたタロウの血を、光夫の両目に叩きつける。

　反射的に目をつむり、タロウを離してしまう。その隙(すき)を見(み)逃(のが)さず、フォルスのつま先が光夫の腹にめり込んだ。

「子供は子供らしく、子供同士で遊んでいろ！」

「……そうも、いかねぇだろ……」

　光夫の強がりを無視して、フォルスはゆっくりと、真吾へと向き直った。

「これで邪(じや)魔(ま)者(もの)はいなくなった」

「…………」

「ゆっくりと、貴様をなぶり殺すことができるってもんだよ！」

　調子っぱずれな哄笑は、壊れたスピーカーが喚(わめ)き散(ち)らす耳(みみ)障(ざわ)りで不快な怪(かい)鳥(ちよう)音(おん)と化していた。







　――まずい。

　真吾の背中を、冷や汗が流れた。

　このままでは本当に、殺される。

　フォルスの動きは、まったく見えていなかった。

　気がついたら、仲間たちが打ち倒されていたという感じだ。これでは勝負にならない。

「行くぞ！」

　フォルスが動いた。と認(にん)識(しき)したときには、すでに眼前にまで迫っていた。認識はした。けれど、真吾にできたのはそこまでだった。

　フォルスが迫る。剣をかまえ、切っ先を喉元に向けて、まっすぐに突き出す。

　剣が、真吾の喉を貫く――。




　寸(すん)前(ぜん)。




　リーナの魔剣が、フォルスの剣を弾き返していた。

　フォルスは驚いていたが、リーナのほうがもっと驚いていた。

「なるほど」

　フォルスが、諦(あきら)めの混じった声で言った。

「それが、貴女の答えですか」

　咄(とつ)嗟(さ)の行動だった。無意識の反応だった。

　リーナには、どうして自分が真吾をかばったのか、さっぱりわからなかった。

　けれど、フォルスの言葉で気がついた。今さらながらに、気づかされた。

　リーナは、真吾を守りたかった。

　オクターヴァへ帰るよりも、真吾のそばにいたかった。

　わからないことだらけでも、心は体より素直で、正直だった。

　――なんだ、そういうことか。

　リーナは理解した。

　とたんに、視界が晴れたように、自分の気持ちが見通せるようになった。なにもかもが腑(ふ)に落(お)ち、納(なつ)得(とく)できるものとして、リーナの中で消化されていった。

　真吾の顔を見る。

　キョトンとした表情が少し憎らしいが、胸の中の温かいものが、強さを増していく。同じように、真吾を見ていたい、一緒にいたい、話をしたいという衝(しよう)動(どう)も強くなっていく。

　たぶん、それだけで自分は幸せになれる。幸せでいられる。

　真吾を愛(いと)しいと思うこと。

　真吾を守りたいと思うこと。

　真吾と一(いつ)緒(しよ)に歩んでいきたいと思うこと。

　どうしてこんな簡単なことに、今まで気がつかなかったのか。

　自覚してみれば、単純なことだった。

　そう。




　これが、恋なのだ。




　自分は、リーナ・シェン・フィス・オクターヴァは、真吾のことが、好きなのだ。




「どうやら、気持ちが定まったようですね」

　揶(や)揄(ゆ)するようなフォルスの言葉に、リーナは迷わず頷いた。

「悪いな、フォルス。どうやらわたくしは、おまえの気持ちには応(こた)えられそうもない」

「謝る必要はありません。僕も、このままでは引けませんからね」

　哄笑は、いつしか歓喜の声に変わっていた。

「まさか、貴女と刃(やいば)を交える日が来るとは思いませんでした。けれど、僕は常々思っていたんですよ。オクターヴァの至(し)宝(ほう)であり女神でもある貴女と、命を賭(か)けた戦いができたら、どれだけ素晴らしいのか、とね」

　女のような外見に、細身の体ながら、フォルスもやはり、戦いの民であるオクターヴァ人だった。強いものに惹(ひ)かれ、憧(あこが)れ、嫉(しつ)妬(と)する。それらが複(ふく)雑(ざつ)に絡(から)み合(あ)い、ときとして歪(ゆが)んだ愛情が発(はつ)露(ろ)することもある。

「ゾクゾクしますよ。戦いの民の血が、最高の相手を欲し、待ち望み、憧れていたんです。それがついに、現実のものとなった。これ以上の至福があるでしょうか？　いや、ありませんよ！　僕は、僕は、僕の手で貴女の柔(やわ)肌(はだ)を傷つけ、血を逬(ほとばし)らせ、苦痛に顔を歪める姿を想像するだけで、果てそうになる！」

「おい、リーナ……」

「わかってる。それ以上は言ってやるな」

　オクターヴァ人なら、一度は考えることらしいと、両親から聞かされていた。だから、機会さえあれば、リーナに刃を向けることもあり得るだろうと。

「いいのか？」

　真吾が耳元で囁(ささや)く。

　むずむずとした衝動が頭をもたげるが、今はそれを全力で押さえ込んだ。

「あいつはおまえの許嫁(いいなずけ)なんだろ？　なのに……」

　真吾もわかっているようだった。フォルスはもう、止まらないと。そして止めるには、文字通り、息の根まで止めなくてはならないのだろう、と。

「優しいな、シンゴは」

　思わず、本(ほん)音(ね)がこぼれた。

　明確な殺意を持った相手にでも、優しさを向けられる。もちろん、同情できる部分があるからだろうが、それにしても、この期(ご)に及んでそんな甘い考えが出ることに、呆(あき)れるしかなかった。

　呆れるしかなかったはずだった。今までなら。

　それがどうだろう。自分の気持ちに気づいただけで、リーナは真吾の甘さを、優しさに置き換えることができる。受け止めることができる。切(せつ)迫(ぱく)した状況ながら、こんなに穏(おだ)やかな気持ちで真吾と会話を交わすのは、初めてではないだろうか。

「しかし、あいつは命がけで挑んできている。そんなあいつを止めるとすれば、あいつの命を奪う以外にないだろう」

「いや、でも……」

　真吾は甘い。けれど、どんな苦(く)境(きよう)も乗り越えるだけの強さを秘めている。

「シンゴ、わたくしはおまえを信じている」

「えっ？」

「おまえなら、フォルスを傷つけることなく、止めることができるのではないか、とな」

　リーナの行為は、いわば神への反逆だ。

　オクターヴァにおいて、神は絶対だ。その神へ逆らうだけの勇気が欲しかった。最後の一押しが必要だった。

　だから、リーナは真吾に託(たく)した。何度も見せてきた奇(き)跡(せき)を、もう一度、起こして欲しい。

　そうすれば自分は、迷うことなく、己(おのれ)の選んだ道を、歩むことができるはずだから。

　真吾はなにごとか考えていたが、やがて頷いた。「やってみる」と。

「失敗したら、ごめんな」

「そのときは一生、どこまでも一緒に逃げてやるさ」

　言ってから、告白じみた言葉に赤面するが、真吾は気づかなかったようだ。







　真吾たちは頭を寄せ合い、相談を始めた。

「なにか、策(さく)はあるのか？」

　傷ついた前脚を舐(な)めながら、タロウが訊いてきた。

「あいつの動きを封(ふう)じ込(こ)める」

「簡単に言ってくれるな」

　光夫が苦笑する。

「やつのスピードは異常だぞ？　姿が見えなくなったと思った次の瞬間には、目の前にいるようなやつだ。それに、動きを封じたところで、ずっとってわけにはいかないだろ？」

「その点は俺に考えがある。だからみんなは、あいつの動きを止める協力をして欲しい」

「ま、まさか……！」

　淳が息を呑(の)んだ。

「あ、あのフォーメーションを、や、やるんだか？」

　全員の目に、緊張の色が走る。

「リーナ」

　真吾はリーナに耳打ちした。

「このフォーメーションの間、ずっと俺の後ろに立っていてくれ」

「なぜだ？」

「それが、決め手になるからだ」

「立っているだけでいいのか？」

「ああ、攻撃をする必要もない」

「……わかった。わたくしはシンゴを信じる。だから、シンゴの言うことも、聞き入れよう」

「悪いな」

「別に、悪いことをするわけでもあるまい」

　真吾は言葉を濁(にご)して、会話を打ち切った。

「準備はいいかな？」

　フォルスは律(りち)儀(ぎ)に待っていた。どんな作戦を練(ね)っているのか、楽しみでしようがないという様子だ。

　真吾は目で仲間たちに合図を送り、頷いた。

「行くぜ、フォルス」

「ふん、貴様に、この僕の動きが読めるかな!?」

　あざ笑うと同時に、フォルスの姿が消える。もちろん、消えたように見えるだけだ。

　真吾には、フォルスの動きが読めないし、見えない。だが、活路はある！

「フォーメーションα(アルフア)！」

　淳の瞬間移動で、タロウが真吾の右側に陣取り、分身する。

　さらに瞬間移動した光夫が、真吾の左隣でバリアを展開。リーナはシンゴの後ろに立つ。

　左右と後ろの進路は塞いだ。残るは、正面か……。

「……上だぁ！」

　顔を上げると、剣を振りかぶったフォルスが落下してくる。すかさず、淳の瞬間移動で、その場を離れる。

　着地したフォルスは、リーナと正面から向き合う形になった。リーナは言われたとおり、立ったままだ。

　戦意がないと見て取ったのか、フォルスはリーナの後ろに移動した真吾に目を向けた。それより早く、真吾は叫んだ。

「めくれろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　リーナのスカートがめくれあがる。

　寸前、フォルスの腕が、リーナのスカートをがっちりと押さえ込んだ。

「残念だな」

　フォルスは勝ち誇った笑みを浮かべた。

「貴様の技がどういうものか、僕が知らないとでも思ったか？　どうせリーナ様のスカートをめくり、僕が油断したところを叩くつもりだったのだろうが、そんなもの、ムダな努力でしかない」

「くっ」

　真吾は唇(くちびる)を嚙んだ。まさにそのとおりだったからだ。

「し、シンゴ、貴様！　そんなことを企(たくら)んでいたのか!?」

　リーナは摑まれていたスカートを振り払うと、顔を真(ま)っ赤(か)にして自分の手で押さえた。

「ごめん、それが有効だと思ったんだ！」

「堂々と謝るな！　少しは悪びれろ！」

「でも、他に方法がなかったんだよ！」

「貴様の力なら、リーナ様の服を脱がせることもできただろう？」

　フォルスは言った。

「そうすれば、いくら僕でも防ぎようがない。リーナ様への配(はい)慮(りよ)がそうさせたのだろうが……、それが仇(あだ)になったな」

　シンゴは舌打ちした。これも、そのとおりだった。

「シンゴ……」

　リーナが複雑そうな目を向けてくる。配慮を喜ぶべきか、そんなことに関係なく怒るべきか、迷っているようだった。

「これで、貴様らの作戦は潰(つい)えたわけだ。どうする？」

　余裕綽(しやく)々(しやく)のフォルスだが、悔(くや)しいことに、これもフォルスの言うとおりだった。作戦は潰えた。次に移行すべき作戦が、見あたらない。

　いや、一つだけある。できればやりたくなかった作戦だ。リーナのスカートをめくる以上のリスクがあるのだが、もうそれしか方法はない。

　真吾はごくりと唾(つば)を飲みこんだ。

「リーナ」

「どうした」

「おまえは、あいつの動きが見えるか？」

「かろうじてな。ただ、それをおまえに伝えることは不可能だ。言葉にしているうちに、やられるだけだからな」

「そうか……、じゃあ」

　これならどうだ、と、真吾は伝えた。

　リーナはギョッとして目を丸くしてから、いまにも怒り出しそうな目で真吾を睨みつけてきた。

「また、その作戦か」

「今度はリーナがちゃんとやってくれれば、そんなにひどいことにはならないはずさ」

「…………」

「俺はリーナを信じてる」

「……人のスカートをめくろうとしてたやつを信じろと言われてもな」

　もっともである。

「しかし、わたくしは貴様を信じると決めたのだ。その期待に応えられないようでは、王女の名がすたる」

「そうか」

「ああ」

「じゃあ、任せたぜ」

「任せておけ」

　話は決まった。

「みんな、もう一度だ」

　同じ作戦が通用するはずがない。でも、真吾にはなにか策があるようだ。

　一度信じると決めたからには、最後まで貫き通す。

　選ばれし者たちは、真吾を信じて、再び、フォーメーションを組む。

「悪あがきか。だが！」

　フォルスは強く踏み出す。

「次はないぞ！」

　フォルスの姿が消える。同時に、タロウが分身し、光夫がバリアを展開！　二度目のせいか、フォルスは意に介さず、正面から突っ込んできた。

　あまりのスピードに、真吾は身を捻(ひね)る暇(ひま)もない。淳の瞬間移動でリーナの背後へ。だがここでも、フォルスはリーナには目もくれず、脇をすり抜け、真吾に迫った。

「もらった！」

　フォルスが剣を引く。狙いは、真吾の心臓。

　真吾には、フォルスの姿が見えていた。けれど、今度も身体(からだ)を動かす時間がない。

　細身の剣が突き出される。心臓めがけ、鋭(するど)い切っ先が向かってくる。

　リーナ……。

　俺はおまえを、信じる！

　目を逸(そ)らさず、ズボンのポケットから取り出したそれを握(にぎ)り締(し)めながら、真吾は歯を食いしばった。

「死ねぇぇぇぇぇぇぇ！」

　フォルスの裏返ったような嬌(きよう)声(せい)が耳朶を打つ。そこへ……。

　フォルスとすれ違った瞬間に、リーナが身をひるがえした。そして手を伸ばし、軽くフォルスの肩を押す。

「なっ？」

　攻撃でもない意味不明な行動に、フォルスの狙いはわずかにぶれた。押された分だけ、左に流れた。

　剣の切っ先が、真吾の右腕に刺さる。咄嗟に引き抜こうとするが、それより早く、まるで待ちかまえていたように、真吾はフォルスの肩を摑んだ。

「ま、まさか……！」

「待ってたぜ、このときを」

　真吾は本当に待ちかまえていたのだ。

　剣をあえて自分の腕に突き刺し、フォルスの肩を摑むこの瞬間を。

　フォルスは飛(と)び退(の)こうとした。次に来るのは、光夫のバリアかリーナの魔剣か。いずれにせよ、決定的な一打がやってくる。

　しかし、これも真吾の強引さに心を奪われていた分、反応が遅れた。真吾のほうが、わずかに早かった。

　真吾は腕を思いきり振り上げ、叫(さけ)んだ。

「めくれろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」







　真吾の絶(ぜつ)叫(きよう)が、響(ひび)き渡(わた)った。

　それだけだった。

　ただ、フォルスの姿がどこにもなかった。影も形もなくなっていた。

　唖(あ)然(ぜん)としていると、リーナの頭上に何かが落ちてきた。それは、真吾の手からこぼれた一枚の写真だった。

「シンゴ……」

　リーナは写真を手に取り、腕を上げたままの真吾に声をかけた。

「腕は、大丈夫か？」

「ああ、だいじょ痛(いて)ぇぇぇぇぇぇ！」

　ちっとも大丈夫ではなかったらしい。右腕を押さえ、飛び上がる。

「まったく、無(む)茶(ちや)をするから……」

　呆れながら、飛び跳ねる真吾をムリヤリ押さえつける。

「痛いって！　なにするんだよ！」

「うるさい、少しおとなしくしてろ」

　叱(しか)りつけてから、写真をポケットにしまい、メイド服のエプロンをちぎる。

「跪(ひざまず)け」

「なんでだよ！」

「腕を縛れんだろうが」

　意表をつかれたように口を閉じ、真吾は素直に膝(ひざ)をついた。

　傷口はひどい状態だった。細身の剣でなければ切断されていたかもしれない。どのみち、すぐにでも適切な治(ち)療(りよう)が必要だろう。真吾の腕を縛り、離れ難い思いで手を握る。

「ひとまず、出血はおさえた。すぐに病院へ行くんだぞ」

「あ、ああ、ありがとう……」

「もう、二度とこんなまねはするなよ？」

「俺だってしたくないよ」

　けれど、必要に迫られれば、またしてしまうのが真吾という男だ。いや、それくらいの思いきりと勇気があるともいえるか。リーナは他(ひ)人(と)事(ごと)ながら誇らしい気持ちになった。なんでもいいほうに解(かい)釈(しやく)してしまうのが、惚(ほ)れた弱みというやつなのだろうか。

「そのまえに訊いておきたい。フォルスはどうしたんだ？」

「さっきの写真を見てみなよ。どうにか成功したみたいだから」

　言われたとおり、リーナは写真を取り出す。仲間たちも、どういうことかと集まってくる。

　そして、みんなで覗(のぞ)き込(こ)んでギョッとした。

　それは、穂香のクラスで撮った集合写真だった。

　笑顔で並ぶ女の子たちの横に、驚(きよう)愕(がく)を顔面に貼(は)り付(つ)けたフォルスが写っていた。

「こ、これは……」

　この写真に、フォルスは写っていなかったはずだ。では、どういうことなのか。

「見てのとおりさ」

　拭(ぬぐ)っているのは脂(あぶら)汗(あせ)だろうか。真吾が説明した。

「このまえ、写真の中の被(ひ)写(しや)体(たい)も、俺の力でめくれることを発見したんだ。その応用というか、発展だよ。三次元にいる俺の力が二次元の世界に影響を与えられるってことは、次元の壁を越えること――つまり、三次元の人間を次元ごとめくって二次元へ送り込むこともできるんじゃないかと思ってさ」

　簡単そうに言うが、尋(じん)常(じよう)ではないことをやってのけたのだ。そもそも、そういう発想に至ることがまずおかしい。

「フォルスの動きを止める必要はあったのか？」

「この力は、相手に触れて、相手を想像しやすい状態にしないとできないんだ」

　だから、リーナのスカートをめくって意表をつこうとしたり、自分の腕を犠(ぎ)牲(せい)にする必要があったのだ。

「その写真は、リーナが持っててくれ」

　呆れればいいのか感心すればいいのか迷っていると、真吾が言った。

「すべてが終わったら、解放するよ」

「解放、できるのか？」

「できると思う……、たぶん」

　やはり、紙(かみ)一(ひと)重(え)の作戦だったらしい。いつものことではあるが。

「みんな、大丈夫か？」

　真吾は仲間たちを気(き)遣(づか)った。

　光夫と淳は、目立った外傷はなく、自力で立ち上がることができた。一番重傷のタロウも、ハンカチで前脚の傷を縛って淳が抱きかかえることで、どうにかなりそうだった。

「さあ、穂香のところへ戻ろう」

　爽(さわ)やかな真吾の言葉に、リーナは頰(ほお)を叩かれた気分だった。

　穂香の元へ戻る。

　妙な胸(むな)騒(さわ)ぎがした。




４




　体育館へ戻ると、武石理沙が待ちかまえていた。

「ほら、宮田真吾、穂香が待ってるよ。他の人はゴメンね、片付け手伝って」

「えっ？」

　と声を上げたのは真吾とリーナだった。

「お、俺だけ？」

「どうしてわたくしたちは片付けなのだ？」

「うふん、ごめんね、リーナちゃん」

　いきなり肩に腕を回される。

「な、なにがだ」

「私は穂香の味方なの。だから、ここはがまんしてね」

　なにを言われているのか、わからなかった。

「ほら、あんたはさっさと行きなさい」

「え、あ、うん、じゃあ……」

　みんなの不思議そうな視線を浴びながら、真吾は舞台裏へと消えていった。

　わけがわからないながらも、リーナは真吾の後を追おうとした。けれど、ガッチリと理沙に肩を摑まれ、身動きがとれなかった。

「な、なにをする、離せ！」

　暴れるリーナを押さえつけながら、理沙は意(い)味(み)深(しん)に呟いてみせた。

「もう少し、だから」

「えっ？」

「もう少しで、終わるから……」

　理沙が、なにを目的としてリーナを足止めしているのか、わからない。けれど、イヤな予感がした。さきほどの胸騒ぎが、強くなる。

　真吾を一人で行かせてしまったことに、リーナは激しい焦(あせ)りを覚えるのだった。







　舞台裏で、穂香は待っていた。

　正確には、待たされていた。

　猿ぐつわをされ、両手両足を縛られたまま、床の上に横たわっていた。

「…………穂香？」

　穂香は涙目で、なにかを訴えていた。どうやら、早く自由にして欲しいと言っているようだった。

　まさか、あの先(せん)輩(ぱい)、今までずっと、このままで穂香を放置していたのか？

「大丈夫か、穂香！」

　拘(こう)束(そく)を解くと、穂香は大きく息を吸い込んで、苦笑した。

「ひどい目にあいました」

「……ホントにね」

「でも、無事に解決したみたいですね」

「うん」

「怪我のほうは、平気ですか」

　チラリと、布で縛られた右腕を見る。

「平気だよ」

　本当はちっとも平気ではなかった。

　痛みはひどいし、ほとんど腕が上がらない状態だ。けれども、そんなことよりも聞き出さねばならないことがあった。確かめなくてはならないことがあった。

「さっきの舞台だけど……」

「どうでした？　私の演技」

「良かったよ、特に、小学生のときとか……」

「少年のことを思うときとか、でしょ？」

　いたずらっぽく微笑(ほほえ)む。

「……どこまでが、本当の話なの？」

「さあ、どこまででしょう？」

　いたずらっ子のように、はぐらかす。

「ただ……」

「ただ？」

「舞台の中で、私が思い抱いていたことは本当です」

「…………」

「ありがとうは、もう言いました。だから、伝えることは一つだけです」

　表情を引き締め、身を起こし、真吾の左手を握り締めてくる。

「あの、泣いているだけだった女の子は、元気でやっています。あのとき、真吾くんが助けてくれなかったら、こうして笑顔でいることはなかったかもしれません。ここまで、頑張れなかったかもしれません」

「……うん」

　返事をして、ゴクリと唾を飲み込む。手のひらに汗が滲(にじ)んでいる。穂香に気づかれやしないかと焦ったが、ふと、穂香の手も、汗で滲んでいることに気がついた。

「真吾くん」

　穂香は、真吾の手を宝物のように両手で包み込む。目が、じっと、真吾を覗き込んでくる。

「真吾くんは私に、たくさんのことを教えてくれました。諦めないことを、信じることを、勇気を持つことの大切さを。だから私は、その教えに従って、まずは勇気を振り絞ります」

　パッと離れた両手が、恥ずかしそうにスカートの前で組まれる。

　顔を真っ赤にした穂香が、満面の笑顔で、精(せい)一(いつ)杯(ぱい)の気持ちを込めて、伝える。



















「ずっと、好きでした」




　その、一言を。




「世界中の誰よりも、真吾くんが、大好きです」
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　屈(くつ)辱(じよく)的(てき)な敗北だった。

　剣と剣のぶつかり合いの果てに負けたのなら、これほどの屈辱は味わわなかっただろう。

　けれど、フォルスはおかしな力によって敗北した。まったくわけのわからない力によって、写真とかいうものの中に閉じこめられた。

　身動きがとれず、自(じ)害(がい)することもできない。

　そんな、自(じ)尊(そん)心(しん)や誇(ほこ)りまで二次元に縫(ぬ)いつけるような真(ま)似(ね)をして、宮(みや)田(た)真(しん)吾(ご)は勝利を収め、自分は惨(みじ)めな醜(しゆう)態(たい)をさらしているのだ。

　リーナに解放されてからではもう遅い。そのころには、すべてが終わってしまっているだろう。リーナの気持ちが真吾に届くかどうかはともかく、憧(あこが)れていた王女の気持ちが、絶対に自分に向くことがないことを思うと、憂(ゆう)鬱(うつ)どころか絶望にも似た憤(いきどお)りを感じる。

　どうにかしなくては。

　こんな場所に、いつまでも収まっているわけにはいかない。

　その願いが通じたかどうかはわからない。

　ただ、気がつくと、フォルスはどこかの河原(かわら)に立っていた。

　あまりに突然の変化に、フォルスは呆(ぼう)然(ぜん)とし、立(た)ち尽(つ)くしていた。

　写真から解放されたとわかったのは、川辺の少し肌(はだ)寒(ざむ)い風が、フォルスの髪(かみ)を揺(ゆ)らしたからだった。

「……動く？」

　試しに指を動かし、首を動かす。なんの支(し)障(しよう)もなく、思い通りになる。

　しかし、解放された安(あん)堵(ど)以上に、訝(いぶか)しんだ。

　先ほどまで、フォルスはオクターヴァにいたはずだ。

　手渡された写真を、リーナはオクターヴァへと送り、そこで厳(げん)重(じゆう)に保管されていたはずなのだが……。

「大丈夫ですか」

　そこへ、いきなり声をかけられた。

　振り返ると、見知らぬ女性が気(き)遣(づか)うような目で、フォルスの様子を窺(うかが)っていた。

　なんの気(け)配(はい)も感じさせずに接近した女に、フォルスは警(けい)戒(かい)の目を向けた。なにより、彼女の手には、いままで自分が閉じこめられていた写真が握(にぎ)られていたのだ。

「あなたが、僕を助けてくれたのですか？」

　おそるおそる尋(たず)ねると、女は微笑(ほほえ)んだ。柔(やわ)らかな笑顔なのに、フォルスはなぜか圧(あつ)迫(ぱく)感(かん)を覚えた。

「ええ」

「そんなことが、できるのですか？」

「現に、あなたはここにいるじゃないですか」

「そうですが……」

「簡単なことです」

　女は言い切った。

「神の力を持ってすれば、造(ぞう)作(さ)もないこと」

「神、だと？」

「わかりませんか？　トランクィロです」

　一瞬、呆(あつ)気(け)にとられたが、フォルスはすぐに立ち直り、鼻で笑った。

　フォルスは、あの美(み)須(す)々(ず)ヶ丘(おか)の文化祭でトランクィロに会っている。もちろん、リーナたちには秘密で、だ。

　トランクィロは、こちらの世界では一介の人間になりすまし、フォルスにいくつもの助言を与えてくれた。喫(きつ)茶(さ)店(てん)の勝負では、敗(やぶ)れこそしたが、直(じか)に協力までしてくれた。

　だが、目の前の女は、彼女とはまったくの別人だ。年齢もいくつか上のようだし、姿形もまるで違う。

　フォルスはますます、警戒の目を向けた。

　いったい、何者が神の名を騙(かた)っているのか。

「貴(き)様(さま)、何者だ」

「あれ？　信じてくれませんか？」

　困ったなぁと、口元に手をあてる。

「んー、では、しかたないですね。それじゃあ、あなたの秘密を暴(ばく)露(ろ)しちゃいましょうか」

「なんだと？」

　問(と)い質(ただ)す間もなく、女は口を開いた。

「あなたとリーナさんが、初めてお見合いをしたときのことです」

　ドキリと、心臓が跳(は)ね上(あ)がった。

　自分の秘密を暴露すると言って、どうしてその話が出てくるのか。

　どうして、よりによって、その話なのか。

「あなたたちは、二人だけで散歩に出かけました。出かけた先で、迷子になって、遭(そう)難(なん)しましたね？」

　それがどうした。

　挑(ちよう)戦(せん)的(てき)なまなざしで睨(にら)みつけるが、女はフォルスの内心の焦(あせ)りに頓(とん)着(ちやく)せず、続けた。

「そこで、リーナさんの強さに惚(ほ)れ込(こ)み、一生ついていくことを決めた。間違いありませんか？」

「と、当然だ」

「噓(うそ)ですね」

　断言され、フォルスは息を呑(の)んだ。それ以上に、誰(だれ)も知らないはずの事実を言い当てられ、恐(きよう)慌(こう)寸(すん)前(ぜん)だった。

「なぜ、噓だと……？」

　必(ひつ)死(し)に取(と)り繕(つくろ)おうとするが、まったく意に介した様子もなく、女はさらに続けた。

「遭難したのは、たまたま迷子になったからではありません」

「…………」

「迷子になるよう、あなたが意(い)図(と)したからです」

　息の根が止まる思いで、フォルスは女の言葉を聞いていた。

　当時、フォルスはオクターヴァ王家へ反感を抱いていた。

　生まれたばかりのリーナと許嫁(いいなずけ)にされ、まだ言葉もしゃべれないうちから、王女として、まるで神のように敬(うやま)い、讃(たた)えることを強制された。それが気にくわなかった。

　どうして、生まれたばかりの赤ん坊を、敬わなくてはならないのか。どうして、なんの実(じつ)績(せき)も持たず、力もない相手を讃え、跪(ひざまず)かなくてはならないのか。

　鬱(うつ)屈(くつ)とした気持ちは、フォルスの成長と共に大きくなり、やがて、王家への反発心が対抗心へと変わっていった。

　いつか、オクターヴァ王家を打倒したい。

　王座を欲しているわけではなかった。ただ、誰が一番強いのかを確かめたかったのだ。

　その先(さき)駆(が)けとなったのが、リーナとのお見合いだった。

　まだ幼(おさな)いリーナを、散歩と称して外へ連れ出し、わざと道に迷ったフリをして、深い森の中へと入っていった。

　リーナは、薄暗い森の不(ぶ)気(き)味(み)な雰(ふん)囲(い)気(き)と、子供二人しかいない心細さに、目に涙(なみだ)を溜(た)めて、フォルスにしがみついていた。

　王女といえども、所(しよ)詮(せん)はこの程度かと、フォルスは優(ゆう)越(えつ)感(かん)に浸(ひた)り、満足した。

　しかし、状況が変わったのは、大怪獣ギルガトラスが現れてからだった。

　まさかの大怪獣に、フォルスは腰を抜かしてしまった。身動きがとれず、体を震(ふる)わせ、涙と鼻水を垂(た)れ流(なが)すことしかできなかった。

　けれど、リーナは戦った。怯(おび)えて頭を抱えるフォルスを尻(しり)目(め)に、リーナはたった一人で戦い、勝ってしまった。

　こうして、フォルスは思い知らされることになる。

　オクターヴァ王家の、恐るべき力と闘(とう)争(そう)本(ほん)能(のう)を。

　そして、自分なんかでは、絶対に敵(かな)わない存在だということを。

　幸いにも、そのときのことを、リーナはよく覚えていなかったらしい。散歩をしていたら道に迷い、大怪獣に襲(おそ)われたが二人で撃(げき)退(たい)した、ということになっていた。おかげで、フォルスは罪に問われることもなく、体(たい)面(めん)を失うこともなかった。

　けれど、罪(ざい)悪(あく)感(かん)から、トランクィロにだけは打ち明けた。このとき、生まれて初めて、神の声を聞くことができた。

　トランクィロはフォルスを許した。今のその気持ちを大切にしなさいと、優しい言葉もかけてくれた。気が楽になり、寛(かん)大(だい)なトランクィロに心(しん)酔(すい)するようになり、リーナに一生ついていくことを心に決めた。

　自分と、トランクィロしか知らないことのはずだ。なのに。

　どうして、この女は、秘密を知っているのか。

「信じてくれましたか？」

　信じたかった。信じれば、自分の秘密を知っていることを、納(なつ)得(とく)できるからだ。

　けれど、信じるためには一つの障(しよう)害(がい)がある。

「で、では……、先ほど、僕に助言を授けてくださった女性は、何者なのです？」

「偽(にせ)者(もの)でしょう」

　あっさりと、断言された。

「い、いったい、誰が、トランクィロ様の名を騙ったのですか？」

「ラメントですね」

　心臓が止まるかと思った。

「そ、そんな……」

　フォルスはショックのあまり、彼女の前で膝(ひざ)を折り、頭を垂れた。

　ラメントは、トランクィロと敵対する神である。知らずにとはいえ、敵に利用されていたのだ。それは万(ばん)死(し)に値(あたい)する行(こう)為(い)に等しい。

「も、申し訳ありません、僕は……」

「いえ、あなたの行為自体は、間違ったものではありませんでした」

　思わず、頭を上げてしまった。

　礼に欠く行為と知りながらも、神の言葉に、目を向けざるを得なかった。

「状況が変わりました。どんな手を使ってでも、リーナさんをオクターヴァへ連れ戻します」

「ほ、本当ですか？」

「そのために、あなたにはもう一働きしてもらいます」

「は、はい！」

「今日のところはゆっくり体を休めなさい。ときが来たら、また連絡します」

　フォルスは再び、深々と頭を下げ、オクターヴァへと戻っていった。

　フォルスを見送ったあと、トランクィロ――梓(あずさ)川(がわ)柚(ゆず)子(こ)は、美須々ヶ丘高校のある方角を振(ふ)り仰(あお)ぎ、目を細めた。

「もはや、彼の復活は止められない……」

　一人呟(つぶや)く言葉が、宙に舞って、すぐに消える。

「ならば、私にできることは……」
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　期待していなかったといったら噓になる。

　心のどこかで、「もしかしたら」という思いがあったのも確かだ。

　けれど、実際に告白されてみると、改めて自分のいいかげんさが浮(う)き彫(ぼ)りになる結果となった。

　真吾は困り果てていた。

　なんと答えればいいのか、わからなかった。

　どんな反応をすればいいのかも、わからなかった。

　ただ、笑顔で頰(ほお)を染(そ)める穂香(ほのか)に見とれるだけだった。

　それではいけないと思っていても、どうにもならなかった。

　なにか言わなくては――。

　焦(あせ)りから口を開こうとした瞬間。




　地震が起きた。




　それも、これまでにない、大きな地震が、だ。

　激しい揺れに、真吾と穂香はよろめいた。

　建物自体が軋(きし)む不気味な音と共に、周りの照明器具やら大道具やらが滑(すべ)るように、あるいは跳ねるように動く。

「穂香、危ない！」

　スポットライトが、文字通り穂香めがけて飛んできた。慌(あわ)てて穂香の腕を摑(つか)み、倒れるようにしてスポットライトをやり過ごす。

　二人はそのまま、揺れが収まるのを息を詰(つ)めて待った。

「…………」

「…………」

　やがて、ゆっくりと、揺れが小さくなっていく。

「……だ、大丈夫？」

「え、ええ、平気です。真吾くんは？」

「俺(おれ)は……」

　言われてから、身体(からだ)を両腕で支えていることに気がついた。

「い、痛(いて)ぇぇぇぇぇ！」

　呻(うめ)いて、思わず穂香の上に倒れ込む。だがすぐに身体を起こそうとして、また腕をついてしまい、再び倒れてしまった。

「む、ムリしないでください」

「で、でも……」

　穂香を押し倒すような状態では、気まずいではないか。

　と思ったとたんに、至近距離で目があった。二人は抱き合うようにして倒れ込んでいる。穂香の吐(と)息(いき)が真吾の首(くび)筋(すじ)を撫(な)でる。腕の中で身じろぎする穂香の柔らかさに、体が硬直する。

　真吾は慌てて、取り繕うように言った。

「す、すごい揺れだったね」

「はい。これも、大(だい)魔(ま)王(おう)復活が近い証(しよう)拠(こ)でしょうか……」

　復活前でこれだけの揺れが起きるのなら。

　復活したときには、どれほどのものになるのか、想像もできなかった。

　ふと、真吾は穂香の視線に気づいた。

　穂香は、真吾の表情を上目遣いに窺っていた。

「……なに？」

「……その、さっきの返事ですけど……」

「ぁう……」

　変な声が出た。

　まずい。本当に、どうすればいいのかわからない。

「真吾くん……」

　切ない声で、穂香は真吾の名を呼ぶ。髪が真吾の鼻の下をくすぐって、こそばゆいのと同時に変な気持ちになってくる。穂香が自分の名前を呼ぶことに、これまでにない快感のようなものを覚える。胸の辺りで感じる柔らかい感触が、理性を奪いそうになる。

　逃げ出したいけど、このままでいたい。

　相反する二つの衝(しよう)動(どう)と感情が、せめぎ合い、混じり合い、ごちゃごちゃになってよけいに身動きがとれなくなる。

　きっと、目を回していたにちがいない。

　穂香はクスリと笑った。

「驚きました？」

「う、あ……」

　呪(じゆ)縛(ばく)が、解けた。一気に冷(れい)静(せい)になった。

「お、驚くに決まってるよ……」

　ゆっくりと、身を起こす。

「すぐに返事をもらえるとは思っていません」

　立ちあがりながら、穂香はすました顔で言った。

「ただ、私の気持ちを知っておいて欲しかったんです。今はまだ、それだけで……」

「う、うん、その、俺は……」

　穂香のことが、好きなのかもしれない。そうでなければ、こんなにドキドキはしないはずだ。けれど、穂香と出会ってからいろんなことがありすぎた。自分の気持ちを考えてみたことは、一度もなかった。だから、自分の気持ちが整理できるまで、少し待って欲しい。

　それが、正直なところだった。

「はい」

　穂香は笑顔で頷(うなず)いた。

「考えてもらえるだけで、凄(すご)い進歩です。だから、私は待ちます。返事は、急がずにゆっくりと、でも、なるべく早く出してくださいね」

　さりげなく無茶な要求をする。

「あ、うん、その、えっと……、はい」

　真吾としては、しどろもどろになってとまどうことしかできないのだった。

　と。

　いきなり、穂香の身体が光を放った。

「うわっ！」

「きゃっ！」

　悲鳴を上げつつ、穂香は慌てた様子で、懐(ふところ)からなにかを取り出した。

　それは石だった。その石が、強い光を放っているのだ。

「そ、それは？」

「さっき見つけたんです」

　穂香によると、奥の不可思議な部屋で見つけたらしい。どうやら、魔(ま)神(じん)に関係するもののようだ。

　光がひときわ強くなる。

　けれど、一瞬後には光は消え失せ、なんの前(まえ)触(ぶ)れもなく、石は音を立てて真っ二つに割れた。割れただけでなく、そのまま崩れ落ち、穂香の手の中で、砂の山と化した。

「…………」

「…………」

　二人は息を呑んで様子を窺った。

　石が割れると、魔神が復活する。これまでがそういうパターンだった。

　しかし、今回は何も起こらなかった。魔神が復活した気配もない。

「世界の危機の波(は)動(どう)は？」

「……感じません」

「いったい――」

　なにが……。

　口にしようとして、それは遮(さえぎ)られた。

『残る封(ふう)印(いん)は、あと一つ』

　いきなりの言葉に、真吾はギョッとした。

　穂香の口から、尊(そん)大(だい)で厳(いか)めしい声が漏(も)れる。

『その封印が解けるとき、世界は真の滅びを迎えるだろう』

「グ、グランか……？」

　グランの声を聞くのは久しぶりである。しかし、なんだってこのタイミングで……？

　硬(こう)質(しつ)なガラスのような、精(せい)気(き)を感じさせない瞳(ひとみ)が、真吾を見(み)据(す)える。ゆっくりと上げられた腕が、真吾の肩をなぞる。

　すると、腕の痛みが消えた。急いで布をほどくと、傷は綺(き)麗(れい)さっぱり消えていた。

「あ、ありがとう……」

『宮田真吾よ』

　感謝の言葉を遮るように、グランは言った。

『世界を救いたいか？』

「え？　そりゃ、まあ、当たり前だよ」

『ならば見せてみよ』

　試すような、挑(ちよう)発(はつ)するような物言いで、グランは真吾の瞳を覗(のぞ)き込(こ)む。

『そなたらの力を。人間の強さというものを。我は待っている。そして、あのお方もな』

　気(け)圧(お)され、後ずさりそうになるのを懸(けん)命(めい)にこらえ、真吾は思い切って切り出した。

「そのお方っていうのは、神様のことか？　それとも……」




　――大魔王の、ことなのか？




　が、グランは答えなかった。言い切る前に、穂香に主(しゆ)導(どう)権(けん)を渡したらしい。

　戸(と)惑(まど)いと不安の色を湛(たた)えた穂香の瞳が、真吾の視線とぶつかり合う。

「真吾くん……」

「ああ……」

　神は、敵なのか、味方なのか。そしてグランは、大魔王は。

　様々な思(おも)惑(わく)が複(ふく)雑(ざつ)に絡(から)み合(あ)い、真吾たちを翻(ほん)弄(ろう)する。

　ただ、一つだけ確かなことがある。

　くしくもグランが言っていたことだ。もしかしたら、あえて、真吾たちに教えたのかもしれない。

　あと一つ。

　最後の封印。

　その封印が解かれるとき、世界は滅ぶ。




　終(しゆう)局(きよく)が、迫(せま)っていた――。




世界の危機はめくるめく！６　完







あとがき







　こんにちは、佐(さ)藤(とう)了(りよう)です。




　いやはや、みんな大好きメイドさんですよ。藤(ふじ)真(ま)さんのラブリーでキュートなメイドさんたち、いかがだったでしょうか？　え、自分ですか？　もちろん、自分も大好きです。

　どれくらい好きかというと、彼女の誕生日プレゼントにメイド服を贈ってしまうくらい大好きです。はっはっは、いや、さすがに噓(うそ)ですけど、ええ。

　第六巻は、そんなメイド好き人間の熱い魂(たましい)の一部だけでも感じとっていただければ幸いです。




　とはいえ、メイドだけを語って終わるわけにはいきませんね。

　物語はクライマックスに向けて、いろいろと見えてきたものがあります。その中で話題になっていた「県(あがた)」という地名ですが、これはちゃんと実在します。それも長(なが)野(の)県(けん)に。長野だけでなく、他県にも何カ所かありますが。

　この「県」にまつわる部分ですが、ほぼ歴史的な事実を元にしてあります。成り立ちにヤマト政(せい)権(けん)が関わっていたり、県(あがた)巫(み)女(こ)が実在したのも本当です。ただ、そうした事実を素(そ)材(ざい)として使っているだけなので、基本的にはフィクションです。全部を全部、信じないように。

　事実という意味では、作中で「休(きゆう)火(か)山(ざん)」「死(し)火(か)山(ざん)」という名称を使っていますが、現在ではこの名称は使われていないそうです。以前は、現在活動している火山のみを「活火山」としていたそうですが、いまでは「概(おおむ)ね過去一万年以内に噴(ふん)火(か)した火山及び現在活発な噴気活動のある火山」を活火山の定義にしています。なので、休火山として知られていた富(ふ)士(じ)山(さん)は、現在ではれっきとした「活火山」扱いをしているわけです。本作では、この定義が読者層にまだあまり浸(しん)透(とう)していないと考え（事実、自分も調べてみるまで知りませんでした）、旧来の名称を使わせていただきました。




　なんだか難しい話になってきましたが、ここでいつものペースに戻しましょう。

　まず、担当のＫ笠さん。今回もありがとうございます。ごっちゃごっちゃになった話をスッキリ爽(さわ)やかに立て直せたのは、Ｋ笠さんのおかげです。この期(ご)に及んでまだごちゃごちゃになる可能性があるかもしれませんが、最後までお付き合いください。

　続いて、イラストの藤真拓(たく)哉(や)さん。メイド好き人間として大満足のイラストをありがとうございます！　ただ、一番萌(も)えてしまったのが光(みつ)夫(お)のメイド姿なあたり、自分はもうダメかもしれません……（苦笑）。

　恩師のＨ先生、いつも心の支えになっていただき、ありがとうございます。

　ほか、本作の出版に携(たずさ)わってくださったすべての方々に感謝を。

　そして、読者の皆さんには最大級の「ありがとう」を捧(ささ)げます。




　さて、次回についてですが、ついにクライマックスを迎えます。迎えるはずです。迎えるといいなぁ。む、迎えるんですよね？

　――くっ、いつも通り、予定は未定だというのか……。




　……と、とにかく、燃え成分大増量（予定）の第七巻、ご期待ください。

　それでは、この辺で。次回もよろしくお願いします。




二〇一〇年六月　佐藤 了
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